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「──え、ちょっ、ストップ！　待って、一回待ってって?!」

　夕食前のちょっとした空き時間──いつもならのんびり過ごすところを、今日のクルトは悲鳴混じりの声を上げて、必死で体を動かそうとしていた。

　ここはクルトの自室でベッドの上に寝ね転ころがっている状態だが、一人じゃない。もう一人、ふわっとした赤毛と額の小さな角が特とく徴ちよう的なゼナが、覆おおい被かぶさるようにして上にいた。

「待ったはなしだよー。クー太だって練習するのに同意したじゃん」

「それはした、けど……！」

　密ひそかに狙ねらわれる立場にいるクルトは、自衛の為ために色々と鍛きたえて貰もらっている。ゼナからもたまに格かく闘とう技ぎ……というか、主に寝ね技わざを教えて貰もらっていた。殴なぐったり蹴けったりはまだまだ早いので、非力なエルフのクルトでも使える技術を身につけておこうということだ。

　ゼナの指導方法は基本的に『体で覚える』の一点突とつ破ぱなので、今も実技で教おしえ込こまれている真っ最中……だけど、開始直後でもうギブアップ寸前だった。

「ざーんねん、待たないよー。実戦ではクー太の都合なんて無視されちゃうんだから」

「実戦ならそうかもだけど、これ訓練だよねっ!?　既すでに降参してるんですがっ!?」

「だってまだ挽ばん回かい出来るもん。ほらほら、頭と体を使ってー」

　とても楽しそうなゼナの言うことは、大部分で正しいとクルトも思う。

　これが本当に襲おそわれているなら降参したって止めてくれるとは限らないし、戦せん闘とうのプロフェッショナルの食オ人ー鬼ガが言うのなら挽ばん回かいも出来るんだろう。

　でもそれはあくまでもゼナなら可能って話だ。まだまだ習い始めたばかりのエルフにしてみれば、仰あお向むけに倒たおれているところを上から組くみ伏ふせられている今の状態だと、体をずらすことすら難しい。

　ただでさえそうだっていうのに──

「いや無理だって！　両手縛しばられてるのにどうしろっていうの!?　しかも足だって……！」

「前もやったじゃん。ズボンを中ちゆう途と半はん端ぱに脱ぬがされると自由が利きかなくなるんだから、対策練らないとさー」

「だったらその対策を今教えてよ！　あと手つきがいやらしい気がするんだけど!?　なんで足を撫なで回まわしてるの!?」

「捕とらわれたらこーいう目にあっちゃうかもしれないじゃん！　クー太を襲おそうのはクー太の体目当てなんだからさー」

　今度もゼナの言い分は間ま違ちがっていない。クルトを襲おそう人がいれば、それはほぼ間ま違ちがいなく男エルフとの間に産まれる優ゆう秀しゆうな子を求めてのものだ。

　けど、訓練の段階でここまでする必要があるのかどうか、それはかなりのグレーゾーンというか、やる側の気持ち一つな部分のはず。

　そして視界の下の方にちらちら映るゼナの様子はというと、もう完全に楽しんでいる。それに膝ひざの辺りまでズボンを下ろされて剝むき出だしになった太ふと腿ももをさっきから触さわられているけど、その手つきがどう考えてもいやらしい。内うち腿ももを指先でゆっくりと撫なでたり、足の付け根に近い部分を爪つめでつつかれたりと、触さわられる度たびに背筋がぞわっとして頭の奥おくが痺しびれるような感覚が走はしり抜ぬける。

　しかも次し第だいにもどかしいような切ないような、変な気分になってきて……これがただの訓練って、どう考えてもおかしい。

「や、やっぱりこれっ……！」

「訓練だよー、練習だよー。ほらほらクー太、頑がん張ばってー」

「ひぁっ!?　い、息を吹ふきかけないでってば！」

「だったら動く動く、逃にげないと食べられちゃうよー……ペロッ」

「うわあぁぁっ?!　なんっ、な、舐なめたっ!?　首筋舐なめたよねっ、今?!」

「ふっふー、感じちゃった？」

「当たりだけど感じたのは恐きよう怖ふだよっ！」

　ゼナからすれば軽い挑ちよう発はつなんだろうが、食オ人ー鬼ガにそれをやられると本気で怖こわい。リアルな意味で食べられる危険があるので。

　命の危機を感じてクルトは懸けん命めいに抜ぬけ出だそうとする……けど、ただでさえ非力な上に、手足の自由が利きかない状態でどうやれば抜ぬけられるのか、全然分からない。ひたすら藻も搔がいてはいるものの、自分より小こ柄がらなはずのゼナの体はちっともバランスを崩くずさなくて……

　と、思った矢先。不意にゼナが身を捩よじるような動作をした。

　もしかするとこれはいけるんじゃ、とクルトは光明を見み出いだし、

「やー、もー、クー太ってば変な動き方しすぎ。あちこち擦こすれちゃって、なんかえっちぃ気分になってきちゃったじゃん」

「…………えっ？」

　……予想とは全然違ちがうコメントがきて、クルトは身動きを止めて現状を見つめ直す。

　こちらを押おさえ込こむゼナは全身密着スタイルで、特に胸なんて大きな膨ふくらみが潰つぶれてしまうくらいに押おしつけられている。もうさっきから柔やわらかすぎる感かん触しよくがふにゅふにと──まあそれはともかく、こちらの動きがダイレクトに伝わる状態だ。

　そしてゼナの足の間にクルトの右足が挟はさみ込こまれる形になっていた。わざわざ半分脱ぬがしたズボンとの隙すき間まに足が差さし込こまれているのだから、こちらの動きを封ふうじる為ためにゼナがやっていることなのだろうけど……それがどんな影えい響きようを与あたえていたのか、分化して男の体になりかけているクルトには分からない。

　ともあれ、結果として──ゼナの目がなんだか妖あやしく潤うるんで、薄うつすらと笑えみの浮うかんだ顔は褐かつ色しよくの肌はだでもすぐ分かるくらいに赤らんでいた。

　なんだか良く分からないけど猛もう烈れつに嫌いやな予感がして頰ほおを引き攣つらせるクルトに対し、目を細めたゼナは唇くちびるからチロリと舌を出して、

「これはもうその気にさせたクー太の責任だよねー。責任、果たして貰もらわなきゃだよねっ」

「いや僕ぼくのせいっておかしくない?!　だって前にこういう時は遠えん慮りよせずに動けって──！」

「言ったよー。じゃないと抜ぬけられないし押おさえ込こめもしないもん。でもほら、それとボクをやる気にさせちゃったのは別問題だし！」

「いやそこを別にしないでって！　それにっ、エッチなことするつもりならレインを呼んじゃうからね!?」

「酷ひどいよクー太！　ボクをその気にさせた癖くせにお預けだなんて、鬼おにすぎだよ！」

「鬼おになのはゼナだし！　とにかくっ、これ以上は駄だ目めだよ！　大体、僕ぼくはまだその手の機能がないっていうのにどうするつもりなのっ?!」

「そこはほら、色々とさ？　やり方なんて一つじゃないんだから、いくらでも──」

　何やらゼナが恐おそろしくも興味深い発言をした、その矢先。

「《木精よ、我が意に従え友よ、踊れ》」

　クルトの部屋に、唐とう突とつに第三者の声が響ひびいた。

　突とつ然ぜんだったのはそれだけじゃなくて、

「わっ、わっ!?　木が纏まとわりついてっ……あははっ、何これどうなってんのー!?」

　四方から素す早ばやく伸のびてきた木の根が、ゼナの体に手足といわずあちこちに絡からまりついて宙へと持ち上げた。

　一いつ瞬しゆんの出来事に目をパチパチさせるしかないクルトだったが、いつの間にかドアの近くに立っている女性の姿に、一いつ遍ぺんに状じよう況きようを理解した。

「ティア……！　あの、いつからそこに……？」

「ほんの少し前よ。夕食の時間なのに見当たらないから呼びに来たの」

「えっと……もしかしなくても、これ……」

「勿もち論ろん、わたしよ。精せい霊れい魔ま法ほうなのは分かるでしょう？」

　それは当然、見た目は微び妙みようでもクルトだってエルフなのですぐに分かった。あれは木や植物の精せい霊れいに力を貸して貰もらう魔ま法ほうで、環かん境きよう次し第だいではクルトにも扱あつかえる。

　ただしティアがやったのは床ゆかに張られた木板から蔦つたのように根を生やし、それを操あやつるという難易度の高いもので、これは流石さすがに出来ない。やれるかもしれないけど、かなり時間をかけて集中すればの話だ。

　それをああも簡単にやってのけるだなんて、凄すごすぎる。長老や熟練の使い手ならともかく、自分と一つしか歳としの違ちがわないティアが出来るんだから、稀き代たいの天才と期待されているのも良く分かる。

　……と、才能だけでなく美び貌ぼうでも百年に一人の逸いつ材ざいと囁ささやかれているティアが、碧へき色しよくの瞳ひとみを細めてクルトを見やり、

「それで、いつまでそんな格好をしているつもり？　そういうのが好きなのかしら？」

「へっ？　……ぁ、うわああぁっ?!」

　指し摘てきされて自分がとんでもない状態だったことを思い出し、クルトは慌あわてて布で縛しばられて不自由なままの手でズボンをずり上げる。それからベッドの上に座すわり直し、木の根に吊つられたままジタバタしているゼナが逃にげられそうにないのを見て、ふぅと小さく息を吐はいた。

「おかげで助かったよ、ティア。普ふ通つうに教えて貰もらっていたはずなのに、どうしてこんなことになったのか……」

「あなたに隙すきがありすぎるのよ。それに、ゼナさんがまともに教える訳ないでしょう？」

「…………ご尤もつともです、はい……」

　小さくなって項うな垂だれるクルトに、ティアがため息を吐つく音が聞こえてくる。一いつ瞬しゆん、ゼナだってちゃんと教えるべきところはしっかりやってくれるんだよ実地で、とフォロー混じりの言い訳をしようとしたけれど、たぶんそのことはティアも分かっているので止めておく。あと、どちらかというと、ゼナの暴走を上う手まく受け流せなかった自分への叱しつ責せきという意味合いが強そうだったし。

「いかがわしく見えても以前にトレーニングと言っていたし、これが夜よ這ばい当番の時だったら気付いても止めていなかったわ。大体、ベッドの上でだなんて不健全よ。床ゆかでやればいいじゃない。そっちの方が広いでしょう」

「や、でも、床ゆかだと少し硬かたくて怪け我がしそうだし……」

「それこそ精せい霊れい魔ま法ほうで適度に柔やわらかくすれば済む話でしょう？　全く、クルトは……」

　やれやれね、と再びため息を吐つかれてしまい、

「明日のレインとのトレーニングは中止よ。少し付き合って貰もらうわ」

「へっ？　あの、何を……？」

　唐とう突とつな申し出に頭が付いていかず、クルトは顔を上げてティアを見つめる。

　一歩だけ室内に入っていたティアはもう出て行くところで、背を見せながら顔だけこちらへと向けて、

「もうこんなことにならないように、よ。いい？　明日の昼食後、少ししてからわたしの部屋に来るように」

　殆ほとんど一方的にそう言うと、ティアは出て行ってしまった。

　どういう意図の誘さそいなのか分からないままのクルトは、半ば呆ぼう然ぜんとしてドアの方を眺ながめるだけしか出来ず……

「ねーねー、そろそろ降ろしてくれないー？　お腹なか空いたよー、ご飯食べたいよー」

「………………あ」

　すっかり存在を忘れていた宙ぶらりんのゼナから訴うつたえられて、やっとで通常行動に戻もどることが出来た。




　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　◆




「──そもそも、おかしな話よ。エルフのクルトが鍛きたえるというのであれば、まずは精せい霊れい魔ま法ほうの鍛たん錬れんからでしょう？　なのに走ったり格かく闘とうしたり、種族的に合わないことばかり」

「え、と……でもそれは、」

「分かっているわ、確かにクルトには必要なことでしょう。でも身に迫せまる危険を排はい除じよする手段を得るのならば、やはり精せい霊れい魔ま法ほうが優先されるべきよ。特に『叡えい智ちの森』に限って言えば、精せい霊れい魔ま法ほうは最強だわ。紋もん章しよう魔ま法ほうと違ちがって制限はないし、森が力を貸してくれるもの」

　すらすらと唇くちびるから紡つむがれる言葉は、気のせいかもしれないけれど、クルトにはなんだか愚ぐ痴ちに聞こえる。

　昨夜の誘さそい……というか、強ごう引いんな決定から一夜明け、約束通り昼食後にティアの部屋を訪おとずれたクルトは、館から連れ出され三十分近く歩いて森の中にある湖へと辿たどり着ついた。

　その間、ほぼ無言で進んでいた訳だけど、目的地に着いた途と端たんにティアが喋しやべり出し、その内容が殆ほとんどダメ出しだ。

　昨夜のことで説教……というのなら分かるけど、なんだか風向きがおかしい気がする。

　それにわざわざこんな場所に──館から離はなれた湖まで来た理由がピンと来ない。

「あの……ところで、ここで何を？」

「決まっているでしょう？　特訓よ、精せい霊れい魔ま法ほうの」

「……あー。なるほど、そういう流れで……」

　言われてみればそれなりに納なつ得とく出来る。

　ただ、分からないのは、

「でもさ、どうしてティアは怒おこっているの？　それにわざわざこんな所まで来なくても……」

「特訓には適した場所があるのよ。あと、わたしは別に怒おこってないわ」

「えっ？　や、でも、どう見ても……」

「あなたの勘かん違ちがいよ。冷静沈ちん着ちやくなわたしは決して怒おこったりしないわ」

「だったらいいんだけど……」

　これ以上追つい及きゆうしてもあれかな、と思ったクルトは気持ちを切きり替かえて──

「ところで、クルト。わたしとゼナさん達たちとの違ちがいは何か分かるかしら？」

「へっ？　違ちがいって……同じ花はな嫁よめ候補だけど、ティアだけは子作り目的じゃなくて、どちらかというと僕ぼくに協力的っていう……？」

「外れよ。それも間ま違ちがいとは言わないけれど、もっと決定的なことがあるでしょう？」

「決定的って……あっ、同じエルフってこと？」

「外れね。もっと根本からの違ちがいがあるわ」

　静かに首を横に振ふるティアだけど、種族以上に根本の違ちがいって何なのか。少なくともパッとは思いつけない。

　腕うで組ぐみして考かんがえ込こむクルトに対し、ティアは普ふ段だんは冷れい淡たんな瞳ひとみを険しく細めて、

「見ず知らずだった二人と、元からの知ち己きであるわたしとの違ちがい……ここまで言えば分かるでしょう？」

「…………ええと……」

　それが答えなんじゃないの、と言いたいところだったが、不正解は確定なので返しに迷ってしまう。

　他にも違ちがいといえば色々あるけれど、敢あえて面識の有う無むをキーワードに出して来たところを考こう慮りよすれば、

「……友達かどうか、ってこと？」

　消去法でいくとこれくらいしか思い当たらないけどこの回答はどうなんだろう、とやや疑問に思いながらのクルトの言葉に、ティアは威い圧あつ感たっぷりの鋭するどい目をピクリと震ふるわせて……ふっ、と息を抜ぬくように表情を綻ほころばせた。

「分かっているじゃない。なのにはぐらかすようなことを言うだなんて、クルトも意地悪ね」

「……あ、うん、その……たまには、ね」

　全然そんなつもりはなかったけど、それを正直に告げられる展開じゃないのは流石さすがに分かる。なのでクルトは曖あい昧まいな笑えみを浮うかべて誤ご魔ま化かすしかない。

　確かに友達と言い切れるのはティアだけだけど、その関係性をそこまで重視しているとは意外だ。そもそもこの実験的同居生活を受け入れている段階で友ゆう誼ぎに厚いのは知っていたものの、こちらがどう思っているかはそこまで気にしていないんじゃないかと勝手に思おもい込こんでいた。

　まだまだティアのことを理解しきれていないんだな、と改めて知ったものの、これは嬉うれしい発見だ。頼たよられたいと思っているのは、つまりそれだけ信しん頼らい関係が強いってことだし。

　クルトがじんわり感激していると、ティアは長い銀ぎん髪ぱつを揺ゆらして湖の畔ほとりまで歩き、顔だけこちらへと振ふり向むいてから、

「前置きはもういいわね。早さつ速そく特訓を始めましょう」

「精せい霊れい魔ま法ほうの特訓かぁ……ティアが手ずからしてくれるのは有あり難がたいんだけど、わざわざこんな所まで来るってことは普ふ通つうの訓練とは違ちがうの？」

「当然よ。というか、クルト。そもそもあなた、普ふ段だん訓練はしているの？」

「えっ？　そりゃあ、まあ。毎日って訳じゃ無いけど、一応やってるよ」

　町で暮らしていた時は殆ほとんどやらなかったものの、立場が変わってしまってからはそれなりに頑がん張ばっている……つもりでいたクルトだが、よくよく考えてみたら誰だれかと比べたことがないので、普ふ通つうがどういうものかいまいち分からない。

「……そう、しているの。それにしては……いえ、判断するのは実際に見てからね」

「えっ、何？　凄すごく気になる言い方なんだけど」

「気にしなくていいわ。とりあえずクルト、そこに入って」

　割と無茶な要求が来た。それも二連発で。

　ティアが言う『そこ』は、ご丁てい寧ねいに指で示しているから間ま違ちがえようがない──湖の中だ。

「……あの。率そつ直ちよくに訊きくけど、なんで？」

「特訓をする、と言ったはずだけれど？」

　当然の疑問に対して『どうしてそんなことを訊きかれるんだろう』みたいな顔をされてしまい、クルトは追加質問をする気力を失った。天才のティアと凡ぼん人じん以下の自分では色々と差があるのは分かっているけど、ここまで意思のすれ違ちがいがあると、もう大人しく言う通りにするしかないって気になる。

　とりあえず指示通りにしてみて、それでも分からなければ改めて訊きけばいい。クルトの母親も割と突とつ飛ぴな発言が多かったから、その対応が一番楽だと身を以もつて知っている。

　小さくため息めいた吐と息いきを漏もらし、クルトはひとまずティアの横に並んで湖の中を覗のぞき込こむ。この湖はかなり大きくて対岸は随ずい分ぶん向こうにあり、泳ぎ切るのはちょっと大変そうだ。

　そのまま飲み水にしても問題はない水質で、澄すみ切きっているとまではいかないがちゃんと底も見える。そう深くはないみたいで、奥おくまでいかなければ膝ひざ下したまで浸つかる程度だろう。

「入るのはいいけど、どこまで行けばいいの？」

「少し先まで行けばいいわ。そこで《雨乞いレインコール》の精せい霊れい魔ま法ほうを使ってみて頂ちよう戴だい」

「えぇっ!?　《雨乞いレインコール》なんて出来ないよ、上位魔ま法ほうだし……！」

「あら、そうなの？」

「そうだよ。僕ぼくがまともに使えるのは《言こと珠だま》とか《風渡わたし》とかの初歩的な魔ま法ほうくらいで、今は下位魔ま法ほうの練習をしている段階だから……」

「ああ……だから無む駄だな訓練をしていたのね」

　さらりと。聞き流すにはあまりに問題のある発言をされ、クルトは耳を疑う。

「……は、い？　無む駄だって……？」

「クルトがしていた訓練というのは、ひたすらに下位の精せい霊れい魔ま法ほう──《土人形ゴーレム》か《精せい水すい》辺りを使用しようとしていたのでしょう？」

「う、うん。比ひ較かく的てき簡単だっていうし……」

　ティアの指し摘てきはズバリ的中で、前者はただの土を思う形に作つくり替かえて動かす魔ま法ほう、後者は水を綺き麗れいなものにする魔ま法ほうだ。

　正直なところ、まだ一度も成功していない。森のエルフなら分化する頃ころには使えるレベルらしいのに、クルトはまだ糸口も摑つかめていない状態だ。

　とはいえ、自分なりに頑がん張ばったつもりのことを無む駄だとか言われてしまうと、流石さすがにショックが強い。相手に悪意がないと分かるからこそ尚なお更さらだ。

　ティアはじっとこちらを見つめていたものの、それ以上の反応は示さず、

「説明する前に実じつ践せんした方が早いわね。クルト、言った通りに湖に入って《雨乞いレインコール》を」

「ええと……ここでやるんじゃ駄だ目めなの？」

「それでは意味が無いわ。さ、早く」

　問答無用と急せかされて、クルトはイマイチ納なつ得とくが出来ないままに靴くつを脱ぬぎ、ズボンの裾すそを膝ひざ上辺りまで折おり畳たたむ。納なつ得とくはしていなくても、信しん頼らいはしている。だからティアの言う通りにすることに、そこまでの抵てい抗こうはない。

　恐おそる恐おそる水の中に足を入れると、思っていたより冷たくはなかった。『叡えい智ちの森』がある大陸の中央付近はまだ肌はだ寒さむさが残る季節だけど、森の中は神しん霊れい樹じゆと結界のおかげで季節の寒暖差はそう大きくないらしい。この水温もその影えい響きようの一つなのかもだ。

　湖の底にある土と草の感かん触しよくをややくすぐったく思いつつ、クルトは何歩か進んでみて、脹ふくら脛はぎが水面下に隠かくれた辺りで振ふり返かえり、

「この辺でいい？」

「ええ。後はクルトの好きなように《雨乞いレインコール》を使ってみて」

　使えないものを好きなようにと言われても困るけど、クルトは小さく頷うなずいて、一度目を閉じて集中する。

　これにどれだけの意味があるのか分からないまま、大きく息を吐はいて余計な思考を意識から遠ざけていく。

　──精せい霊れい魔ま法ほうとはつまり、精せい霊れいを呼び、思った通りの事象を起こして貰もらう魔ま法ほうだ。

　自らの魔ま力りよくを餌えさに精せい霊れいを呼び寄せ、願望を声に乗せることでこちら側の世界に召しよう喚かんする。ただし精せい霊れいを呼べても望んだことを叶かなえて貰もらえない場合、不発に終わって顕けん現げんすることはない。

　ここで重要になるのは、精せい霊れいを呼ぶのにも願望を伝えるのにも魔ま力りよくを使うし、起こす事象に必要な精せい霊れいの力が多ければそれだけ魔ま力りよくが大量に要いる。ただし精せい霊れいとの親和性が高ければ必要量を軽減出来る……ということだ。

　だから初歩的な精せい霊れい魔ま法ほうならエルフなら誰だれでも使えるレベルの魔ま力りよく量しか要いらない。しかし下位魔ま法ほうからは魔ま力りよく量が足りていても精せい霊れいを呼んで上う手まく伝えられなければ発動しないものになり、上位ともなると平均的なエルフの魔ま力りよく量では足らないので多量の魔ま力りよくを持つ者か精せい霊れいとの親和性の高いものでなければまず使用出来ない……と、聞いていた。

　以前に母親に調べて貰もらったところによると、クルトの魔ま力りよく量は平均レベルらしい。なので下位の魔ま法ほうなら使えていいはずだ。つまり使えないのは技術的な問題……というか、精せい霊れいとの対話が上う手まくいっていないから、なのだとか。親和性──つまり仲良くなれていないのが大きな要因らしい。

　問題は、精せい霊れいと仲良くなる手段というのが全然分からないことだ。

　それを母親やティアに質問したこともあるけど、不思議そうな顔をされただけで具体的にどうすればいいかという答えは返ってこなかった。『自然と出来るものなので、コツや訓練法なんて分からない』と言われてしまえば、もうクルトにはとにかく頑がん張ばる以外の手段がない。

「…………よし」

　自分なりに集中が高まったのを感じ、クルトは両手を上へと突つき出だす。

　今まで成果は出ていなかったし、これから試ためすのは《雨乞いレインコール》という上位に属するものだから、そもそも出来るとも思えない。

　なのでむしろ開き直って、駄だ目め元で水の精せい霊れいに呼びかける。

「──《水すい精せいよ、我わが呼よび掛かけに応えて集つどえ。高き天より恵めぐみの雫しずくをもたらせ》」

　呪じゆ文もんに決まりはないので、これはクルトの《雨乞いレインコール》という魔ま法ほうのイメージだ。ちなみに母親が『水すい精せいよ、降り注げ』という素っ気ない言葉で《雨乞いレインコール》を使っていたのを見たことがあるけど、クルトにはまず出来ない。そんな短い言葉に魔ま力りよくを乗せて精せい霊れいに伝えるなんて高度な真ま似ねが出来るなら、とっくに下位魔ま法ほうくらい使えているはずだし。

　ただ、呪じゆ文もんが長すぎてもそれはそれで精せい霊れいに伝わらない。精せい霊れいは複雑な内容を理解出来ないので、出来る限りシンプルに、そして丁てい寧ねいに伝えるのが大事だ。

「…………っ」

　──目には見えないけれど、水の精せい霊れいが自分の周囲に漂ただよっていることは感じられる。

　もう呪じゆ文もんは唱え魔ま力りよくを放っているので、成功なら精せい霊れいが応える形で浮うき上あがり、雨が降ってくるはず……なのだが、精せい霊れいは漂ただようばかり。

　しばらくすると近くにいた精せい霊れいの気配は消えてしまい、クルトは深々とため息を吐ついた。

「やっぱり駄だ目めかぁ……無理だとは思っていたけど、全然手応えなかった……」

　感覚としては、手の中に少量の水を出現させるくらいなら成功したと思う。が、雨を降らせるにはまるで足りていない気がした。

　上位魔ま法ほうなので見えていた結果だし、落おち込こみはしていない。どちらかというと、これを試ためすことにどんな意図があったのかの方が気になる。

　なのでクルトはアドバイスを求めてティアを見やると……何な故ぜだか、彼かの女じよは微かすかに目を細め、やや呆あきれた風な雰ふん囲い気きを醸かもし出だしていた。

「……クルト。あなた、本気でやっているの？」

「へっ？　勿もち論ろん、そうだけど……？」

「……そう。よく考えてみたら、あなたが精せい霊れい魔ま法ほうを使うのを見るのは初めてだったわね。もっと早く見てあげれば良かったわ」

「え、えっ？　なに、何か問題でもあるのっ？」

　意外な反応をされてしまい、クルトは俄にわかに不安に駆かられ慌あわててティアに訊たずねた。

　別に間ま違ちがったことはしていないはずで、実際に今まで初歩の魔ま法ほうは使えている。

　なのにティアは視線を外し、眉み間けんを指先で押おさえて呟つぶやく。

「……なるほど、興味深いわね。町で育つとこういうことも有り得るなんて」

「いや意味深なセリフはいいから説明してよ?!　僕ぼくの魔ま法ほうのどこに問題があったの？」

「問題はないわ。ただ、恐おそろしく無む駄だなことをしているだけよ」

「無む駄だって……ど、どこが？」

　これまでの努力を根本から覆くつがえしかねない発言にクルトが動どう揺ようする中、ティアは翠すい玉ぎよくのような瞳ひとみを向けてきて、

「口で説明するだけでは分わかり難にくいかもしれないわね。実じつ践せん形式で伝えましょう」

「それってどういう……って、ティアも入るのっ?!　わ、靴くつも脱ぬがずに……」

「別に、脱ぬいでも脱ぬがなくても大差ないもの」

　何の躊ちゆう躇ちよもなく、ティアは湖の中へと入ってきた。靴くつやローブが濡ぬれるのもお構いなしで、慌あわてず騒さわがずクルトの前で立ち止まる。

「え、あの、何を……？」

「クルトは動かないでいいわ。魔ま力りよくの流れと精せい霊れいの動きに集中していなさい」

「集中って……ふぁっ!?」

「変な声を出さないの。落ち着きがない人ね」

「いやでもっ、これ……！」

　平然とした声こわ音ねで窘たしなめられるけど、奇き声せいの一つだって出る。

　だっていきなり真正面から抱だきつかれたんだから、これで動どう揺ようするなって言う方が無茶だと思う。こんなの想定外を通とおり越こして異常事態だし、全然意味が分からない。
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　情けなく狼狽うろたえるクルトに対し、文字通り目の前にいるティアは無表情のままこちらの背を優やさしく撫なでてきて、

「どうしたの、少し体温が上がっているみたいよ？　集中すると代謝が良くなる体質かしら……だとしたら一度検査してサンプルを採らないと……」

「そういうのじゃないからっ。だ、大だい丈じよう夫ぶ、何ともないよ」

　本当は綺き麗れい過ぎる上に日ひ頃ごろ素っ気ない相手が密着していることにドキドキが止まらないけど、そこを正直に言えるはずもないので誤ご魔ま化かす。抱だきつかれているから心臓の鼓こ動どうが伝わらないよう、髪かみの毛けくらいの隙すき間まを作るのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　その甲か斐いあってか、それとも細かいことは気にしないからなのか、ティアは小首を傾かしげるだけで追つい及きゆうはしてこなかった。

「そう？　なら、始めるわよ。わたしの魔ま力りよくの流れと精せい霊れいの動きをしっかりと意識なさい」

「あ、と……ティアの……？」

「ええ。感覚を研とぎ澄すませれば分かるはずよ。魔ま法ほうを使う時のようにね」

　そう言うと、ティアはゆっくりと目を閉じる。その様子が口づけを待っているように見えなくもなくて、クルトの胸の内でもぞもぞと妙みような感じがするけど、真面目な場面なはずだから全力で無視する。

　余計なことを考えないようにとクルトは懸けん命めいに集中を高め……そしてすぐに、精せい霊れいの気配を感じ始める。

　ただ、クルトが魔ま法ほうを使う時とは精せい霊れいの反応が少し違ちがう気がした。

　なんというか、自じ分ぶん達たちの周囲を浮ふ遊ゆうする目には見えない精せい霊れい達たちが、いつもより元気が良いいというべきか、親しげな感じがする。

「──いい？　精せい霊れいは魔ま力りよくを餌えさに呼び出すのだけれど、ただ与あたえてしまっては仕事をしてくれないわ。だから魔ま力りよくを少し与あたえて、それからこちらの望みを唱えるのよ」

「え……じゃあ、この水の精せい霊れい達たちって、もっとご飯を欲ほしがっている状態なの？」

「近いわね。精せい霊れいにとってエルフの魔ま力りよくはお菓か子しのようなものよ。だから美お味いしいものをくれたお礼にと、わたし達たちの望みを叶かなえる形で顕けん現げんしてくれるの。当然、与あたえる魔ま力りよく量が多ければそれだけ多くの精せい霊れいを集められるから、奇き跡せきのようなレベルの魔ま法ほうまで可能になるわ」

「へー……でも、だったら僕ぼくが下位の魔ま法ほうも使えないのは……？」

　魔ま力りよく量は足りている、はずだ。そこが問題ならティアも無理だとハッキリと断言してくれていると思う。

　なら別の要素が問題になるのだろうが、それが何かまでクルトには分からない。

「すぐに分かったのは二つよ。まず一つ、クルトは魔ま力りよくを外に放出しすぎね」

「えっ？　魔ま力りよくを出して精せい霊れいを呼ぶんじゃ……」

「放出するだけじゃ駄だ目め。精せい霊れいを呼よび込こめたらコントロールして自分の周囲に漂ただよわせるの。それによって、しっかりと精せい霊れいに願望を浸しん透とうさせるのよ」

「……そういうもの、なの？　なら、あと一つは？」

「簡単よ。クルトは精せい霊れい魔ま法ほうのことを理解してなさすぎるの」

　さらりと言われた内容は、正直クルトにはピンとこないものだった。

　それを察してなのかティアは目を開き、至近距きよ離りからこちらを見つめてくる。

「《雨乞いレインコール》は雨を降らせる魔ま法ほうよ。最上位の魔ま法ほうの一つである《天候支配》とは違ちがって、使える術者は多くいるわ。でも、有効に使える術者は殆ほとんどいないの。理由は分かる？」

　いきなりの難問に、クルトはじっと見てくるティアから目を逸そらしてしまいそうになるのを懸けん命めいに堪こらえつつ、

「それは、ええと……その場にしか雨が降らないから？」

「強あながち間ま違ちがいじゃないわ。正しくは、必要な場所では使えない術者ばかりだからよ」

「…………へっ？　それって……」

「乾かん期きの畑。砂さ漠ばく。火事の現場──そういったところね」

　具体的な場所を並べられて、ようやくクルトもピンときた。

「水が必要なところ……じゃなくて、水がないところでは使えない？」

「そうよ。近くに水の精せい霊れいがいなければ、《雨乞いレインコール》は上位の中でもかなりの難易度になるわ。それこそ《天候支配》と変わらないレベルね。逆にいうと、水の精せい霊れいが多く存在するところでは下位魔ま法ほうと大差なく扱あつかえるの」

「……じゃあ、この状じよう況きようなら……」

「本来ならクルトにも出来ていいはずなのよ。水に体が触ふれていれば精せい霊れいの反応も読み取り易やすくなるし、そもそも水の精せい霊れいはここにいるじゃない。ほんの少し撒まき餌えをするだけで大量に集まって来るのに、クルトは具体的な呼よび掛かけをしないから近くにいる精せい霊れいは戸と惑まどっていたわ」

　そう言うとティアは片目を閉じて、

「精せい霊れいの少ない町ならばともかく、精せい霊れいの多い場所で漠ばく然ぜんと呼ぶのは良くないの。その呼よび掛かけが誰だれに向けられたものか、精せい霊れいが分からなくなるから。森で暮らすエルフならば当然知っているのだけれど、町暮らしのクルトには分からなかったのね」

「初耳だよ……母さんはそんなの言ってなかったのに……」

「お母様は当然のこととして理解していたからでしょう。それに、町で使う分には今のでも間ま違ちがっていないもの」

「そう、なの？　なのに使えないって……」

「精せい霊れいを集めるコツが分かっていないから数が足りていないか、精せい霊れいとの意思疎そ通つうをキチンと行えていなかった……どちらか、或あるいは両方ね。あんな風にまどろっこしい魔ま法ほうの使い方、森エルフはまずしないもの」

　容よう赦しやない言葉の滅めつ多た打うちに、流石さすがにクルトもヘコんでしまう。ティアは悪意ゼロで事実だけを口にしていると分かってはいても、ダメダメだと言われ続けるのは辛つらい。

　それでもティアがこう言ってくれるのを前向きに捉とらえ、クルトは折れそうになるのを堪こらえて率そつ直ちよくに質問する。

「僕ぼくが問題外なのは分かった、けど……上達するにはどうすればいいの？」

「精せい霊れいを呼び寄せ、自分の体に纏まとうようにコントロールする……これは自分なりのやり方を見つけなければ駄だ目めね。精せい霊れいによって魔ま力りよくの好みも違ちがうから、個人の意見は参考にならないの。ただ──」

　言葉を区切り、口笛を吹ふくように唇くちびるを窄すぼめたティアは目を開けてじっと見つめてくる。

　さっきと同じでキス待ちしているんじゃと勘かん違ちがいしそうなドキドキ光景だけど、視覚以外の感覚がもたらすものはそれ以上に刺し激げき的だ。

　密着しているティアの体の周りを飛び回っていた精せい霊れいが、次々とティアの体をすり抜ぬけていく。となると必然的にある程度の数はクルトの体も通過していって、その際にスッとした爽さわやかな感覚が優やさしく吹ふき抜ぬける。

「……こうしていると、水の精せい霊れいが喜んでいるのがクルトにも分かるでしょう？　まだ顕けん現げんしていない精せい霊れいにとっては肉体なんて意味がないから、体を巡めぐる魔ま力りよくに触ふれているだけ。それだけでも彼かれ等らには心ここ地ち良よいのよ」

「それは……うん、分かる。こんな風に精せい霊れいが通とおり抜ぬけるの、初めてだけど……」

「クルトが精せい霊れいを扱あつかいきれていない証しよう拠こよ。言うなればこれは、ドアを開けて家の中へ招待している状態。クルトは集めることに気が行きすぎて、入り口を閉ざしているから精せい霊れいもある程度以上は近付いてこないの。今は変に意識していないから、わたしの誘ゆう導どうで精せい霊れいもじゃれついてくれているのよ」

「……それが、精せい霊れいと上う手まく付き合うってこと？　他のエルフもこんな風にして精せい霊れい魔ま法ほうを使っているの？」

「大多数はそうよ。わたしは感覚的に視みることに長たけているから分かるけれど、森に住むエルフは精せい霊れいを一時的に体内に留まらせて魔ま法ほうを使うケースも多いわ。長老様がそうしているからでしょうね」

　長老というのは全てのエルフの長おさで、今代はティアの祖母だ。尊敬しているお祖ば母あさんの指導か近くで見ていて覚えたことなのかは分からないけど、多大な影えい響きようを受けている人と同じやり方をするのは納なつ得とくがいく。

　クルトも母親が精せい霊れい魔ま法ほうを使う姿は何度となく見てきたが、こんな風に密着して使われたことはなかったので、精せい霊れいが集まっているのを何となく感じただけだ。

　だから『魔ま力りよくで集めて、願いと魔ま法ほうのイメージを乗せた魔ま力りよくを込こめて呪じゆ文もんを唱える』という使用に必要なことしかしてこなかった。母親があまりにもさらっと魔ま法ほうを使うので、上う手まくなればそれで出来るとも思っていたし。

「──感覚は肌はだで理解したわね？　なら次は実じつ践せんよ、《雨乞いレインコール》を使ってみなさい」

「へっ？　も、もう？」

　いきなりの指示に驚おどろきの声を上げるクルトだが、ティアは平然と返してくる。

「先さき程ほども言ったでしょう？　この状じよう況きようなら《雨乞いレインコール》は下位魔ま法ほうと難易度は変わらないわ。その上、今はここにいる精せい霊れいが懐なついた後だから協力的よ。出来ない方がおかしいの」

「……も、もし出来なかったら？」

「有り得ないから無用な心配よ。こうしていると精せい霊れいがクルトのことを嫌きらっていないのは感じられるもの。間ま違ちがいなく出来るはずだわ」

「…………」

　当然のように話すティアの声に熱量は感じられない。こちらに自信をつけさせる為ためでなく、本当にただ事実を語っているだけという雰ふん囲い気きだった。

　天才と謳うたわれているティアがこんな風に後あと押おししてくれる状じよう況きようで、これ以上ごねるような格好悪い真ま似ねはクルトには出来ない。

　だから静かに大きく頷うなずくと、クルトは肩かたの力を抜ぬいて、先さき程ほどは失敗した《雨乞いレインコール》の魔ま法ほうを使う為ために集中する。ただ、さっきとは同じプロセスでも中身が全然違ちがう。

　もう近くにいる水の精せい霊れい達たちを、単純に集めるだけでなく、体に纏まとわせる。ティアを手本にしたおかげで、これは上う手まくいった……気がした。

　そしてこれから行って貰もらう奇き跡せきを精せい霊れい達たちに伝える為ために、魔ま力りよくにイメージを込こめる。こっちは漠ばく然ぜんとしてしまうけど、この場に雨が降るイメージは明確に浮うかべられた。

　精せい霊れいは喋しやべれない。だから飛び回る動きか、何となく伝わって来る感情で反応を探さぐるしかないのだけれど……クルトの周りを飛とび交かう精せい霊れいは、離はなれていくのではなくて、どこかはしゃぐように飛ぶ速度を上げた。

　これならいけるという高こう揚よう感と共に、クルトは最後に呪じゆ文もんを唱える。

「──《水すい精せいよ、我わが呼よび掛かけに応えて集つどえ。高き天より恵めぐみの雫しずくをもたらせ》」

　さあどうなるのか……と、ドキドキする暇ひまさえなく、クルトの体を薄うつすらと淡あわい青色の光が包つつみ込こんだ。

　これは放出した魔ま力りよくを使って精せい霊れいが顕けん現げんする時に起こる反応で、つまり──

「…………あ……！」

　始めはポツポツと、それからすぐに大おお粒つぶの雫しずくが水面を叩たたく勢いで降って来た。

　自分が起こした奇き跡せきに、クルトの胸に息が詰つまるような感動が湧わいてくる。空を見上げれば雲一つ無い快晴で、だからこそ魔ま法ほうによるものだと実感があった。

「ほら。出来たでしょう？」

「うん…………うん……！」

「間ま違ちがいを正したのだから当然よ」

　思わず震ふるえがきているクルトに対し、ティアの声こわ音ねはいつも通りだ。顔を見ても、喜んでいるのでも呆あきれているのでもなく、平然と結果を受け止めている。

　それでも突つき放はなした感じがしないのは、雨が降って喜ぶこちらの背を優やさしく手で叩たたいてくれたからだと思う。

「ありがとう、ティア。正しいやり方を教えてくれたおかげで……」

「そのことだけれど、勘かん違ちがいはしないで。これが精せい霊れい魔ま法ほうを使う正しい方法とは限らないわ」

「えっ……？　でも、こんなに上う手まくいったのに？」

「わたしには向いているし、他のエルフもそれなりに上う手まく使えている。少なくともさっきのクルトの方法よりはずっとマシよ。でも、これより適性の高い魔ま法ほうの使用法があなたにはあるかもしれない。魔ま法ほうなんて個々で感覚が違ちがうものなのだから、そこは地道に突つき詰つめていくしかないの」

　あくまでも冷静にアドバイスしてくれるティアの言葉を聞いている内に、クルトの方も少し興奮が落ち着いてきた。

　雨も止やんだし、精せい霊れいの気配も薄うすれていく。少し頭がぼんやりして疲つかれた感じがするのは、それなりの量の魔ま力りよくを使ったせいだ。

　……と、そこでようやく。

　魔ま法ほうが成功したことでちょっとした問題が起こっているのにクルトは気付き、密着状態だったティアから少し距きよ離りを取って、自分の体を確かく認にんする。

　見ると想像通りの状態で、上がっていたテンションが一気に平たくなった。

「…………あのさ、ティア。《雨乞いレインコール》が成功したのは嬉うれしいんだけど……」

「何かしら？　次は具体的に身を守れる魔ま法ほうにしましょうか？」

「あ、うん、それは今度改めてやるとして……《雨乞いレインコール》が成功しちゃったから、ずぶ濡ぬれになっちゃったんだけど……」

　雨が降っていた時間はそう長くないけど、ピンポイントで結構な量が降ったから服はもうぐっしょりと濡ぬれている。これじゃ服を着たまま泳いだのとそう変わらない。

　当然、ティアも同じ状態で、ただでさえ体のラインが出てしまうローブがぴったり肌はだに張りついてしまっていて……濡ぬれて乱れた髪かみと合わさって、いつもとはちょっと違ちがう美しさと色っぽさが出ていた。

　直視したらいけないんじゃないかって気分になるものの、当のティアはまるで気にする風のない素そ振ぶりで、

「雨が降れば濡ぬれるのは当たり前でしょう？　だから脱ぬいでも大差ないって言ったじゃない」

「……そういえば靴くつを脱ぬぐ時にそんなことを……いやでもっ、だったらもっと濡ぬれないように工く夫ふうするとか……！」

「水に触ふれないようにするなんて、精せい霊れいが気を悪くするに決まっているでしょう？　仲良くしたいと言っている相手が顔すら見せない近寄ろうともしないだなんて、信しん頼らいを得られるはずがないじゃないの」

「それはそうなのかもしれないけど……だったら少しでも服を脱ぬいでおくとか、拭ふくものを用意するとかしていても良かったんじゃ……」

　何も知らされずにここまで連れて来られたクルトからすれば、当然の疑問だ。

　まあ濡ぬれ鼠ねずみになったことより精せい霊れい魔ま法ほうの訓練をしてくれたことの方がずっと大きいから、これ以上の恨うらみ言ごとをいうつもりはない。

　それにティアのことだから、用意がないのはやっぱり相応の理由が──

「……そういえばそうね。雨を降らせるか水中で呼吸をさせるかのどちらかで迷って、その後のことは考えていなかったわ」

「………………」

　まさかのど忘れ発言がきた。しかも全然表情を変えないままで。

「少し濡ぬれるくらい問題ないとは思っていたのだけれど、予想より雨量が多かったわ。それに、濡ぬれると意外に寒いわね」

「……たぶん、湖に入っているからってのもあると思うよ。そんなに水温低くないけど、地味に体温奪うばわれてそうだし」

「あと、濡ぬれた服の着き心ごこ地ちが気持ち悪いわ。どうして濡ぬれると少し窮きゆう屈くつな感じがするのかしらね？　水分を含ふくんで重くなるのは理解出来るけれど、この感覚は他にも原因が……」

「いやあの、その辺りの考察は後でゆっくりやろう？　とりあえず一つ結果は出たことだし、館に戻もどって着き替がえを──」

　妥だ当とうな提案をしたクルトに対し、何な故ぜかティアは半身になって胸を隠かくすように自分を抱だき締しめて、

「っ、わたしを脱ぬがせてどうするつもり？　まさかクルト、濡ぬれたことで魅み力りよくが隠かくしきれなくなったこの肢し体たいに欲情を抱いだいて……!?」

「違ちがっ、全然違ちがうよ?!　完全に善意の発言だって、他意はないって！」

「……いいのよ、そんなに必死に言い訳しなくても。いくらクルトが友人に妙みような気を起こさないよう自制しても、限界があるでしょう。下心が出てしまっても仕方ないもの。ええ、ちゃんと分かっているから」

「何も分かってないよ!?　僕ぼくは本当に、ティアと自分を心配して……だからその同情するような目を止めてって！」

「大だい丈じよう夫ぶ、悪いのは刺し激げきするような真ま似ねをしたわたしだもの。これでクルトを軽けい蔑べつなんてしないし、友情に罅ひびが入ることもないわ。男の子になったのだから、当然のことよね」

「物もの凄すごく理解してくれているような感じだけどちっとも分かってくれてないよね?!　なんでこのタイミングで滅めつ多たに見せない微ほほ笑えみを浮うかべてんの!?」

　聞いているようで聞いてくれないティアに、なんでこんなに必死に弁明しなきゃいけないんだろうと思いながらもクルトの説得はしばらく続き……

　結局、これはもう諦あきらめるしかないと悟さとるまでの不毛な時間に体は冷え切って、クルトの『早く帰ってお風ふ呂ろに入らないと』の一言で余計に状じよう況きようは悪化するという悲ひ惨さんな事態になってしまった。
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　──後になって考えると、切きっ掛かけはクルトが発した何気ない一言だったのだと思う。

「なんだか、お昼を皆みんなで食べるって久しぶりな気がするなぁ」

　ぽつりと漏もらした声に、リビングのテーブルを囲んでいた他の三人の視線が自然とクルトに集まった。

　花はな嫁よめ候補という形で同居している三人の中で最初に反応したのは最年長のイツミで、パンを千切っていた手を止め、

「そう言われてみれば、そうですわね。私はたまにお昼を抜ぬきますし、ティアリーズさんは居ることの方が珍めずらしいですもの」

「森エルフからすれば、珍めずらしいのは三食ちゃんと食べるクルトの方よ。それも平へい人じん種しゆと変わらない食事をするだなんて」

　話を振ふられたティアは淡たん々たんと返すが、彼かの女じよの前にある皿には拳こぶし大の黄色い果実が一つあるだけ。半分に割られたそれは森に生なるハナハミの実で、微かすかな甘あまみと酸味、それから口の中ですぐに溶とけるのが特とく徴ちようの果実だ。

　別にダイエット中という訳ではなく、野菜と果物を一日一食ずつ摂とるのが森に住むエルフの基本らしい。

　一方、森生まれで森育ちのティアとは違ちがって、クルトの皿にはとろみのついた赤いスープが盛られている。そこにパンを浸ひたして食べるのがメインで、あとは野草のサラダがあったけど、食べ終えて今はもうない。

　ちなみにイツミも同じメニューだが、量でいうとクルトの方がちょっとだけ少ない。この辺りはエルフと平へい人じん種しゆの差だ。

　まあ、平へい人じん種しゆに比べれば食べる量は少ないとはいえ、それでも森に暮らすエルフに比べればたくさん食べるし、偏へん食しよくも殆ほとんどない。

「僕ぼくの母親曰いわく、町生まれのエルフは大体こうなるらしいよ。それに、旅の間にその土地土地の食事を試ためしに口にして、森の食生活が味気なく感じて町で暮らすことにしたエルフだってそれなりにいるみたいだし」

「わたしには少し味付けが濃こいわ。それに魚はともかく、肉を食べるのは面めん倒どうよ。顎あごが疲つかれるもの」

　生き物を食べることに抵てい抗こうがあるとかではなく、咀そ嚼しやくが問題らしかった。まあでも、あの細くて小さい顎あごだし、野菜や果物ばかり食べているのだから、仕方ないことなのかもしれない。

　とはいえ、同じエルフでもクルトは同意する気にならなかった。小さい頃ころに何度か『叡えい智ちの森』に来て食事を振ふる舞まわれたけど、煮にたり焼いたりといった調理をすることは殆ほとんど無くて、素材を食たべ易やすいサイズに切り分けただけのものがそのまま出て来る感じで、少なくとも子供が喜ぶようなメニューじゃなかったし。

「うちでは基本的にご飯は父さんが作っていたから、僕ぼくも母さんも食事は人間寄りだったよ。まあ確かに母さんも肉類はあんまり食べなかったけど、僕ぼくは普ふ通つうに食べてたし」

「生まれ育った環かん境きようでエルフでも平へい人じん種しゆと似た食生活になるのは知っていたけれど、実際にクルトがイツミさんと同じ食事をしているのを見ていると妙みような気分になるわ。朝も食べて、よくお昼も食べられるわね？」

「まあ、量はイツミさんより少なめだし。それにゼナに比べたら……」

「ゼナさんは論外よ。見れば分かるでしょう？」

　一言で切って捨てたティアだけど、言いたいことはクルトも分かる。

　視線はこちらに向けていたもののゼナが黙だまったままなのは、会話より食事を優先していたからだ。それもクルト達たちとは違ちがって、こんがり焼いた大きな肉の塊かたまりを両手で持ってかぶりついている。

　あれは朝からゼナが近くの山で獲とってきたホム鳥で、クルトにも少し分けてくれようとしていたものの、丁てい寧ねいにお断りした。鳥肉は肉類の中では好きな方だけど、レインが用意してくれた昼食に加えてだと流石さすがに食べきれない。

　そして今、肉の塊かたまりだったものが骨だけ残して綺き麗れいになくなり、ゼナは満足げな笑えみを浮うかべて脂あぶらで口の周りをテカテカさせながら、

「ボクからすれば皆みんな勿もつ体たいないよ！　こんなにおいしーの、全然食べないんだもん。クー太はちょっぴりだけ付き合ってくれるけどさー」

「エルフは顎あごと消化器官がそんなに強くないのよ。食べられないということはなくても、少しずつ慣らさないと無理だわ。それに、わざわざそんな苦行をする意味もないもの」

「基本的に水と植物だけで生命維い持じ出来るのが森エ精ル族フですものね……正直、羨うらやましいですわ。あれだけお肉を食べても体重に影えい響きようのないゼナさんもですけれど……」

　どうやら心の底からそう思っているらしく、イツミの目には明らかな羨せん望ぼうと、ちょっぴり妬ねたみが籠こもっているようにクルトには見えた。ただまあ、これでもかってくらいにメリハリある体つきのゼナを比ひ較かく対象にしなければ、イツミだって十分にスタイルがいいと思うけど。

　瘦やせていて手足は長いものの、致ち命めい的に女性らしい丸みのないティアに比べれば──

「……どうしてかしら。何な故ぜか今、唐とう突とつにクルトを水に沈しずめてしまいたくなったわ。不思議なこともあるものね」

「いきなり狂きよう気きに満ちた発言がきましたわっ?!　く、クルト様、危険ですわよ？　ティアリーズさんがご乱心ですわぁ……」

「…………そ、そうだね……」

　恐おそろしいのは発言よりも、ちらっと見てしまっただけでその意図を完全に読み切られてしまったことなので、クルトはもう迂う闊かつにティアの方を見られない。読心術でも使えるのかってくらいに一いつ瞬しゆんで殺気が飛んで来たし、これ以上は本格的な身の危険に関わりそうだ。

「ま、まあ、それはさておきですの。普ふ段だんの夕食の時も思っていましたけれど、この食しよく卓たくには誰だれがクルト様と結ばれるべきかが現れていますわね」

　コホンと小さく咳せき払ばらいをする仕草をしつつ、見た目は平静と余よ裕ゆうを取とり戻もどしたイツミが何やら意味深なことを言い出した。

　これには鋭するどい眼光を放っていたティアも指の脂あぶらを舐なめていたゼナも反応し、ほぼ同時にイツミを見やる。勿もち論ろん、クルトもだ。

　注目を集めたイツミはテーブルの上に視線を落とし、

「見ての通り、クルト様とほぼ同じ食生活なのは私だけですわ。ゼナさんは量の差だけでなく肉類に偏かたよりがち、ティアさんはちゃんと食べるのは夕食だけ、それも菜食ばかり。肩かたを並べて歩むのが夫ふう婦ふの姿ですもの、やはり正妻の座に相応ふさわしいのは私……ということですわ」

「えー。そんなの、あんまし関係なくない？　それぞれ好きなモノ食べればいーじゃん」

「それが可能なのはあくまでも今の環かん境きようだからですわ。レインさんがそれぞれの食事を過不足なく用意してくれているからこそで、この同居生活が終われば衣食住を自じ分ぶん達たちで賄まかなうことになるのは当然の流れですもの。そうなった時、夫ふう婦ふで別々の食事を用意するのも、一人だけ味気ない食事をするのも宜よろしくありませんわ」

　言われてみて、クルトはちょっと想像してみる。

　二人きりのテーブルで、自分ともう一人が向かい合って食事をしている……が、その相手がゼナなら前には山盛りの肉が、ティアならちょこんと果物があるだけという極きよく端たんなイメージが広がった。

　そこまで嫌いやだなとは思わない……けど、もしも向こうと同じ物を食べることになるとすれば話は別だ。ゼナと一いつ緒しよだと量の加減をしてくれても胃に厳しいし、ティアに合わせればそれはそれで物足りない。

　イツミが言いたいのは、つまりそういうことなんだろう。

「百歩譲ゆずって食しよく卓たくを同じくすればいいとしても、その食事は誰だれが作りますの？　レインさんがいなくなれば、当然作るのは自じ分ぶん達たちになりますわ。どちらが作るにしろ手間は少ない方がいいですし、お互たがいの好みに合った食事を作るのはとても大事ですのよ」

「おおー……流石さすがはイーさん、年の功ってヤツだね！」

「はぐぅっ!?　そ、そんなお年寄りの知ち恵えみたいな扱あつかいを…………うぅ……」

　無む邪じや気きな言葉が槍やりのようにイツミの心に突つき刺ささったらしく、得意気な笑えみが一いつ瞬しゆんで引ひっ込こみ傷いたましいものに変わってしまった。

　やってしまった張本人はまるで気にする風なくクルトの方を見て、

「そーいやさー、クー太は料理出来るの？」

「えっ？　少しは出来るけど、レパートリーはあんまりないよ。本当に簡単なものしか出来ないし……パン作りならちょっと自信あるけど」

「そういえばクルトのお父さん、パン屋だったわね？」

　ティアの言葉にクルトは頷うなずいて応える。正確にはパンと菓か子しを販はん売ばいしている店で、小さい頃ころから父の仕事姿を見ていたから、それを真ま似ねる形でクルトもパンと菓か子し作りを覚えた。ただし腕うで前まえは普ふ通つうで、売り物にはならないレベルだけど。

　気が向いた時に母親も店を手伝い、たまにエルフの美人店員が現れるという形で客が増え、それから味で固定客を摑つかんだ町で評判のパン屋……だったが、今は夫ふう婦ふ旅行に出ているので店はもぬけの殻からのはず。下へ手たをすると売ばい却きやく済みで、懐なつかしの我わが家やは無くなっている可能性まである。

　そのことを思い出して地味にクルトがへこんでいると、同じくへこんでいたイツミがどうにかぎこちない笑えみを浮うかべるまでに復活し、コホンと小さく咳せき払ばらいをした。

「ともあれ、ですわ。料理が女の務めと言うつもりはありませんが、女の華はなを彩いろどる大きな要因であることは間ま違ちがいないですの。旦だん那な様を満足させるのは妻の役目ですわ」

「そーなの？　あー、でもそーかも。獲え物ものを獲とるのが得意な人ってモテるもん」

「その論調からすると、イツミさんは料理が出来るのね？」

「ええ、勿もち論ろんですわ。基本は抑おさえていますし、薬やく膳ぜんも出来ますわよ！」

　小さく胸を張るイツミだけど、確かにそれは自じ慢まん出来る。健康に良いい食事なんて、どういうものがいいのかクルトには殆ほとんど分からないし。何となく野菜は良さそうな気がする、くらいだ。立派に誇ほこれる知識だろう。

　……ただ、一つ問題というか、残念なお知らせがあるとしたら、

「薬やく膳ぜん、ね。平へい人じん種しゆには効果があるものだと思うけれど、それはエルフにも効くのかしら？」

「…………はぃ？」

「種族が違ちがえば効能がない、なんてよくある話でしょう？　そもそも、エルフに薬やく膳ぜんなんて意味があるのかしら。元より長ちよう寿じゆで病気にも縁えん遠どおい種族よ？」

「……………………」

　ティアの的確すぎる指し摘てきに、イツミは完全に沈ちん黙もくしてしまう。あの様子だと、エルフの特とく徴ちようは考こう慮りよしていなかったらしい。

　得意気な顔がまたも消しよう沈ちんするのを見て、フォローすべきかどうかクルトが迷っていると、先にティアが口を開いた。

「まあ、イツミさんの言いたいことは分かったわ。つまりクルトの正妻には食の好みが合う相手……さらに言うなら、それを自分で作れる人物が相応ふさわしいということね？」

「……え、ええ、そうですの。その通りですわぁ……」

　打ち拉ひしがれた表情のイツミは、それでも気き丈じように弱々しく微ほほ笑えむ。何というか、物もの腰ごしは嫋たおやかなのに意外としぶとい。

「今は亡なき私の祖国では、身分や職に拘かかわらず夫の食事は妻が世話するものでしたの。それを押おしつける気はないですけれど、やはり殿との方がたとしても妻になる方は料理の上う手まい人がよろしいのでは？」

「へっ？　や、出来ないなら僕ぼくが作っても…………あ、うん、どちらかというと上う手まい人の方がいいです……」

　本当はどちらでも良かったけれど、イツミの瞳ひとみに映る『これ以上の想定外展開は致ち命めい傷しようになりますわ』と訴うつたえかける切実なメッセージに気付いてしまい、方向修正する。あの姿を見ると、流石さすがに気の毒に思えてきたので。

　するとイツミはあっさりと明るさを取とり戻もどし、意い気き揚よう々ようと笑え顔がおになった。

「ですわよねっ?!　ええ、そう仰おつしやると思いましたわ！　つまりクルト様の正妻として相応ふさわしいのは、食の好みが合い料理も出来る、私ということになりますのっ」

「……読めてはいたけれど、案の定それが言いたかったのね」

「ぶーぶー。クー太はお肉だって好きだし、ボクも料理出来るよ！　イーさんより上手じようずかもしれないもんねー」

「あら、随ずい分ぶんな自信ですわね。でしたら……そう、一つ提案がありますの」

　異議を唱えるゼナに対し、イツミは少し考えてから、

「食事の際に各おの々おのの得意料理を作り、それをクルト様に食べて頂き評価して貰もらう……というのはどうですの？　単なる調理の腕うでだけでなく、クルト様の好みに合うものを作れるのは誰だれなのかがポイントとなる勝負ですわ！」

「勝負っ!?　勝負ならやるっ、なんか面おも白しろそうだし！」

　はいはーい、と身を乗り出して手を上げるゼナの目は輝かがやいていて、わくわくしているのが一発で分かる。

「よーし、すっごいおいしーの作ってびっくりさせちゃうぞー。それでそれでっ、イーさんいつやるのっ!?」

「こういうのは勢いですわ。幸いなことに昨日レインさんが買い出しを済ませていることですし、今日の夕食の場で行う方向でいきましょう。勿もち論ろん、クルト様とレインさんの許可が必要になりますけれど……」

「ええと……うん、僕ぼくはいいけど……」

　チラッ、と自分を見てくるイツミに対し、クルトは流されるままに頷うなずくしかない。ここで首を横に振ふれるほど空気が読めない訳でもないし、心臓が強いって訳でもないので。

　ようやく思った通りの展開になったからか安心したように柔やわらかな微ほほ笑えみを浮うかべたイツミは、しかしすぐに瞳ひとみにやる気を漲みなぎらせ、

「あとはレインさんですわね……！　あの方のことですから、自主性を重んじて反対はしないと思いますけれど」

「なら、わたしが訊きいてくるわ。参加する二人は準備に忙いそがしくなるでしょうし、個人的に用事もあるから」

「あら？　ティアリーズさんは参加しませんの？」

　イツミは意外そうな声をあげるが、これにはクルトもちょっと驚おどろいた。

　こんな冷れい淡たんそうな外見の割にティアはかなりの負まけず嫌ぎらいだ。勝負事ならジャンルを問わず、表面上は素っ気ない感じをしつつも必ず乗ってくる。

　随ずい分ぶんと珍めずらしいこともあるんだなー、とクルトが見つめていると、ティアは果実の載のっていた今は空の皿を指先で触ふれて、

「得意な料理や好きな料理を披ひ露ろうして競きそい合あう、という趣しゆ旨しでしょう？　なら、わたしが参加しても意味はないわ」

「どうしてですの？」

「だってわたしが好きなのは新しん鮮せんな果物だもの。ただ果物をカットしただけのものを出して料理と言い張る気もないし、もしそれをクルトが選んだとしても意味はないでしょう？　誰だれにでも出来ることだし」

「……それはそうですわね。でしたら、この勝負は私とゼナさんの間で行うとしましょう」

「そうして頂ちよう戴だい。今からレインに許可を貰もらってくるわ」

　言うが早いかティアはさっさと席を立ちリビングから去って行った。今の時間帯だとレインは洗せん濯たく物を取とり込こんでいるか、館の裏にある小さな家庭菜園にいるはずだから、外へと向かったのだろう。

「成り行きとはいえ、私の優位性を証明する良いい機会ですわね……ゼナさん、正々堂々と貴女あなたに勝ってクルト様の前でアピールさせて貰もらいますわよ！」

「うんっ、一いつ騎き打うちだね！　首を取るか取られるか、燃えるなー」

「い、命のやり取りには発展しませんわよっ?!　そのっ、怖こわいからこちらを見ながら指を鳴らすのは止めて欲ほしいですわ……！」

　やる気満々のゼナは完全に戦せん闘とうモードで、何か違ちがう勝負が始まってしまいそうな雰ふん囲い気きにイツミは逃にげ腰ごしになる。でも仕方ないと思う。直接は対決しないクルトもこの場から逃にげ出だしたくなったし。

　それでもイツミはくっと顎あごを引き、やや強こわばりつつも口元に笑えみを浮うかべる。

「ゼナさんには悪いですけれど、引き立て役となって頂きますわ。家事が女の役目とは思いませんが、女の武器なのは間ま違ちがいありませんもの……！」

「おおー、やる気だね！　楽しくなりそー！」

　にまっ、と犬歯を出して笑うゼナは本当に楽しそうで、待ちきれないのかぐるぐると右みぎ腕うでを回し始めた。すぐに何かを殴なぐるようなスイングになり出したけど、それは見て見ぬ振ふりをしておく。

　勝負することになるイツミの身にどんな危険が降りかかるのかは心配なものの、クルトとしてはもっと気にしないといけないことがある。

　それは、つまり──二人が作る料理を食べなければならない、ということ。

　あの二人……特にゼナが作る料理がどんなものになるのか？　美お味いしいとか好みに合うとか以前に、果たしてちゃんと食べられるものが出て来るのか？

　念の為ために訊きいておきたいものの、怖こわくて触ふれられないクルトは盛り上がる二人を他よ所そに、静かに不安を募つのらせていた。
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「では、手が放せないレインに代わって今回の料理対決における注意事じ項こうを伝えるわ。両者共、よく聞いて遵じゆん守しゆするように」

　しばらくして戻もどってきたティアに案内されてキッチンへと移動したクルト達たちは、進行を始めた彼かの女じよに各おの々おの頷うなずいた。まあクルトは食べて審しん査さをする役なので、説明を聞く必要はないはずなのだけれど、何となく付いてきてしまったから流れに任せている。

　というか、キッチン自体が新しん鮮せんなので、ついキョロキョロと見回してしまう。

　大きな館に見合った広めのキッチンは、食器が置かれた棚たなや洗い桶おけ、それから様々な調味料の瓶びんと、かなり多くのものが綺き麗れいに整理されて並んでいる。石の竈かまども煤すすけてはいるものの汚よごれはなく、普ふ段だん使っているレインがどれだけ丁てい寧ねいな仕事をしているか伝わってきた。

　まあ、クルトがここに殆ほとんど入ったことがないのは、そのレインが原因だが。ちょっと何か作って食べようと思ってキッチンに来ても、何な故ぜかいつもレインが邪じや魔まをして入れてくれないからだ。頼たのめばすぐに間食を用意してくれるから文句はないものの、キッチンに対する強い拘こだわりを感じた。

　そんな大事な場所を使わせるのだから注意事じ項こうはさぞ細かくあるんだろうなと思っていると、ティアの口からは予想に反した言葉が出てきた。

「レインからの要求は大きく二つ。一つ、食材や調味料は何でも使っていいけれど、使用したものは紙に書いておくこと。そしてもう一つ、キッチンでは絶対に争わず、譲ゆずり合あって作業すること──以上よ」

「あれ？　それだけなの？」

「らしいわ。ああ、これは注意ではないのだけれど、使った鍋なべやナイフは、洗わず端はしに置いておいて欲ほしいそうよ。外の石いし窯がまを使った場合もそのままでいいらしいわ」

「そうですの……片付けながらの方が出来る女のイメージなのですけど、仕方ありませんわね。日ひ頃ごろ使う道具の処理を人任せにしたくないという気持ちも分かりますもの」

「ボクは洗ったり片付けたりするの苦手だから嬉うれしいかなー」

「備び蓄ちくしている食材の内、あまり保存が効かないものは地下室で冷やしてあるらしいわ。常温で大だい丈じよう夫ぶなものはそこから外に出たところにある小屋よ。足りないものがあれば、各自で調達する形でいいわね？」

　勝手口を指差した後でのティアの確かく認にんに対し、イツミもゼナもほぼ同時に頷うなずく。何となくクルトも頷うなずくが、そこで一つ疑問が浮うかんだので挙手してみた。

「あのさ、調達っていっても、集落にはあんまり食料はないんじゃ？　町まで行って戻もどって来くるのは時間がかかりすぎるし……」

「そうね。でも、特別なものでなければ材料は揃そろっているし、足りない物を代だい替たいして作り上げるのも腕うでの見せ所……といったところでしょう？」

「勿もち論ろんですわ！　ない物ねだりをせずにあるもので工く夫ふうする、それこそ家庭を司つかさどる者としての実力が試ためされる部分ですもの。それは錬れん金きん術じゆつにも通じるところがありますし、採取は大得意ですのよ」

「ボクもヘーキだよ！　この辺の山ならどこに何があって、いつ頃ごろに何がいるかも把は握あくしてるもん」

「そうですわね、私も近きん隣りんの野草に関しては調査済みですわ。備び蓄ちくが何もない状態からでも一品か二品は作ってみせますわよ」

　……昨日に買い足されて充じゆう実じつしている食材を使っていいという条件なのに、どうして二人は野山で材料集めする気満々な会話をしているのか。一いち抹まつの不安を覚えてしまう。

　そんなクルトの内心に気付いたのかどうなのか、イツミは「ですが」と前置きをして、

「今日のところは町で手に入る食材を使った料理をするつもりですわ。故郷の色を交えて、私らしい一品を作り上げてみせますわよ！」

「あっ、じゃあボクも元いた所で食べていた懐なつかしの味で勝負する！　あれすっごくおいしーからクー太にも食べさせたいし！」

「あら、郷土料理で勝負ということになりますの？　……まあ私の場合、祖国は滅ほろんでいて郷土とは少し違ちがうのですけれど……」

「細かいことは気にしないっ。それにボクだってその土地の味っていうより傭よう兵へい団の味になるから、ちょっと違ちがうし。腕うでや足が切れちゃって血が出過ぎた人に内臓の煮に込こみを食べさせたりしてたなー」

　早くも何やら盛り上がる二人だけど、内容は華はなやかとはまるでかけ離はなれている。女の子がする料理の話題っていうのはもっと賑にぎやかで笑え顔がおが溢あふれるものだと思っていたのに、ここには哀あい愁しゆうと血ち生なま臭ぐささが漂ただよっていて、なんかもうげんなりだ。少なくとも食欲なんてちっともそそられない。

　クルトが笑うに笑えず曖あい昧まいに表情を引ひき攣つらせていると、静観していたティアが小さく手を上げて注目を促うながす。

「盛り上がっているところに水を差すようで悪いけれど、レインから仕切りを任されているの。作るのは各自メインを一品、他にも作るのであれば軽いものをもう一品までね」

「クルト様は小食ですから、二人分は食べられませんものね……胃への負担も考えなくては良妻とはいえませんわ……」

「おいしーのならいくらでも食べられると思うんだけどなー」

「大食らいの食オ人ー鬼ガ基準で考えないで。それから、制限時間はいつもの夕食の時間まで。勝敗はクルトに一任するけれど、いいわね？」

「それは、うん。でもさ、どっちも美お味いしくて決めきれない時は……？」

「無理にでも決めなさい。でなければ逆に失礼よ」

　スパッと言い切られてしまったが、確かにその通りだ。事の経けい緯いはともかく自分の為ために料理してくれるのだから、白黒ハッキリさせるのは務めなんだろう。

　ちゃんとしないと、と自分に言い聞かせるように頷うなずくと、クルトはこれから競きそい合あう二人を見つめて、激げき励れいの言葉を贈おくる。

「僕ぼくも出来るだけ食べるようにするから、張り切りすぎて怪け我がしないよう注意してね」

「有あり難がたいお言葉ですわ……！　クルト様、食べられないものなどはありますの？」

「あ、特にないよ。辛からすぎるとか苦すぎるとか、極きよく端たんなものじゃなければ大だい丈じよう夫ぶ。好きな料理は……言わない方がいいよね？」

　一応ティアに確かく認にんしてみると、思った通り頷うなずきが返って来る。

「そうね、それがいいわ。あくまでも二人の得意料理でぶつかるべきだし、もし知っていて出すのだとしたら、日ひ頃ごろからのクルトとコミュニケーションをとっていた成果といえるもの」

　どうだったかなとクルトは思い出してみるが、たぶんどちらにも好物は話していない。もう二ヶ月以上一いつ緒しよに暮らしているものの、意外とご飯の話にはならなかった。大きな要因として、食事を用意してくれるレインがそれぞれに合ったものを出してくれる上に、美お味いしいので黙もく々もくと食べることが多いからだと思う。

「夕食の時刻までは四半日近くあるわ。二人共、張り切るのはいいけど節度を守って頂ちよう戴だいね」

「勿もち論ろんですわ！　時間はたっぷりありますし、誠心誠意作らせて貰もらいますの……！」

「ボクも頑がん張ばるっ。それじゃクー太、おいしーの作るから待っててね！」

　元気よく両手を上げてそう言うと、ゼナは早さつ速そく動き始めた。

　ただしキッチン内で移動するのではなく、外に繫つながる出入り口に向かって。

　外の小屋に材料を取りに行くのかなと眺ながめていたクルトに、ドアを開けたまま顔だけ振ふり向むいてゼナは満面の笑えみで、

「おいしそーなの獲ってくるから！　フンフーン、腕うでが鳴るねっ！」

「…………えっ？　あれ、なんだかニュアンスが……？」

　備び蓄ちくの中から選ぶというよりは、何やらちょっと違ちがう雰ふん囲い気きだった気がする。

　まるで今から狩かりにでもいくかのような──

「そだっ、イーさん！　日が暮れるまでには戻もどるから、そこから外にある石いし窯がまは独どく占せんさせて貰もらうね！」

「え、ええ。構いませんわ。私は中にある竈かまどだけで…………って、もう行ってしまわれましたわね……」

　ちゃんと返事を聞かないうちにゼナは飛び出していってしまい、閉まる直前のドアからは猛もうダッシュで消えて行く後ろ姿が見えるだけだった。あの勢い、ちょっと近くで茸きのこを採るとかじゃなさそうな気がする。もしかしたら森を抜ぬけて山まで行ってしまうかもしれない。

　クルトなら行って帰るだけで夜になってしまうが、ゼナの身体能力なら往復しても日にち没ぼつには十分に間に合う……けど、もし彼かの女じよが狩かりをするというのならそこにどれだけ追加時間がいるのか分からない。そして何を狩かるのかも分からない。

「……鳥ならともかく、蛇へびとかだったらどうしよう……」

「大だい丈じよう夫ぶですわ。ちゃんと調理すれば割と蛇へびも美お味いしいですのよ」

「えっ……？　もしかしてイツミさん、食べたことあるの……!?」

「それは…………き、聞いた話ですわっ！　ご飯に困って食べた経験なんて、滅めつ亡ぼう済みとはいえ皇族の私があるはずないですもの！　おまけに血は魔ま術じゆつ触しよく媒ばいに使えるし皮はなめせば売れるしで蛇へびこそ最高の生物だなんて思っていませんわっ」

「………………」

　慌あわてた早口での反論。これはもうクロだと自白しているようなものだと思う。

　別に蛇へびを食べていてもクルトは気にしな…………くもないけど、ドン引きする程ほどでもない。どちらかといえば高貴な血を引く魔ま術じゆつ師というイツミが体てい裁さいを気にしすぎなだけ……とはいえ、妙みよう齢れいの女性がハングリーさが極きわまって蛇へびを捕つかまえて食べたっていうのは苦い思い出だろうし、血を絞しぼり出だし皮を剝はいでなめしている姿なんて想像するとかなりエグいけど。

　……やっぱり少し引くかなぁ、とクルトが思い直したところで、イツミは露ろ骨こつに視線を逸そらして胸の前で両手を合わせ、

「わ、私もゼナさんに遅おくれを取るわけにはいきませんわっ。腕うでによりをかけて美お味いしい料理を作り上げてみせますから、期待してお待ち下さいませ！」

　そんなことを言いつつ、慌あわただしくキッチンの横にあるドアから階段を下りて地下室へと消えていった。

　残されたクルトはしばし半開きにされたドアを見つめていたものの、隣となりにいたティアが移動する気配に振ふり向むく。

「それじゃ、私は部屋に戻もどるわ」

「え、そうなの？　ティアはレインから任されたって……」

「請うけ負おったのは説明だけよ。ここから先のことは勝手にやって貰もらうわ。あまり興味も湧わかないし、レインに聞いたら頼たのんでおいた本がもう届いていたからそれを読みたいの」

「そっか。じゃあ僕ぼくは釣つりにでも──」

「ああ、そうそう。クルト、レインから伝言よ。今日の座学は中止、トレーニングにするから着き替がえて外で待っておくようにって」

「………………えっ？」

　ティアの言葉は予想外のもので、クルトは思わず口くちの端はを引ひき攣つらせる。

　日ひ頃ごろから午後はレインから鍛たん錬れんの手て解ほどきを受けているものの、基本は運動と座学を交こう互ごに、三日に一度は休養日というスケジュールだ。運動は昨日で、今日は休みの予定だったはず。

　それがどうして急に変わってしまったのか──

「二人の作る料理を食べるのだから、お腹なかを空かせる為ために……だそうよ。いつもよりハードな内容にするつもりみたいね」

「そ、そんなこと言ってたの?!」

「言ってはいないけれど、分かるわ。だって『疲つかれすぎて胃が受け付けなくなる寸前の加減が必要になりますか……』って呟つぶやいていたもの」

「……………………」

　別にティアは声真ま似ねなんてしていなかったけど、何な故ぜかクルトにはレインがそこにいて言っているように聞こえた。

「……いつもの訓練でも、かなりボロボロになるのに…………終わってからすぐには動けないくらいしんどいのに…………あれ、より……？」

「大変ね。後で強きよう壮そう剤ざいでも差し入れてあげるわ」

　ポン、と軽く背中を叩たたいてティアは去って行く。優やさしい言葉をかけられた気もするけど、正直ちっとも頭に入って来ない。

　一人になったクルトはしばらく呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいたが、時間と共にショックが薄うすれて冷静に考えられるようになっていき……

「……一気に食欲がなくなったけど…………頑がん張ばるかぁ……」

　どう足あ搔がいてもこの先の各種イベントから逃のがれられそうにないので、死んだ目で呟つぶやき……とぼとぼと、着き替かえる為ために自分の部屋へと向かった。




　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　◆




「さあ、クルト様！　ようやくお待ちかねの夕ゆう餉げの時刻となりまし……た、わ……？…………あの、どうしてそんなに疲ひ弊へいしていらっしゃいますの？」

「…………うん…………ちょっと、ね……」

「テーブルに突つっ伏ぷして、今にも消え入りそうな声……だ、大だい丈じよう夫ぶですの？」

「…………たぶん……ほら、起きれるし……」

「心なしか顔色が悪い……というより、生気が失われていますわ……?!」

「…………あはは、平気だって」

　驚おどろきというか若じやつ干かん引き気味のイツミに、クルトは力無く笑って返すしかない。

　事実、大だい丈じよう夫ぶといえば大だい丈じよう夫ぶだ。レインによる普ふ段だんの倍近いしごきは、やっている間はもう駄だ目めとか死ぬとかたぶんこれ気絶したまま朝まで落ちちゃうヤツだとか思ってたけど、朦もう朧ろうとしながらもやりきってしばらく休んだ今は、どうにか動く気力は残っていた。

　それに食欲もちゃんとある。正確に言えばさっきまではなかったのだけれど、イツミが持って来た何やら丸っこい鍋なべから良いい匂においがして、それを嗅かいでからは猛もう烈れつに胃が反応してお腹なかが空いたと訴うつたえていた。

　とはいえ、ダメージも深いので目をキラキラさせて待ちきれないというテンションになるには至らず、こうして死にかけみたいな状態で笑えみを見せるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「僕ぼくの心配は要いらない……けど、ゼナはどうしたの？　もしかしてまだ戻もどってない？」

「いいえ、大分前に戻もどられましたわ。外の石いし窯がまの前にいて、今は盛りつけでもしているのだと思いますわよ。こちらに来る前に声を掛かけましたら、『焼き立てを持っていくから先に始めていて』と言われましたの」

「そうなんだ……？　じゃあ、まずはイツミさんのを頂いちゃうね」

「ええ、少々お待ち下さいませ。すぐに済ませますわ！」

　そう言ってイツミが用意してくれる間に、クルトは気力を振ふり絞しぼり姿勢を正してイスに座すわり直す。それだけで全身から悲鳴が漏もれる感覚があるものの、食しよく卓たくで必要以上に騒さわいじゃいけないと育てられたので全力で我が慢まんするしかない。

　苦痛に耐たえつつイツミがいそいそと準備する様を眺ながめていると、すぐに目の前にごとんと土製の鍋なべが置かれ、蓋ふたに開いた穴から湯気と美お味いしそうな匂においが漏もれていた。卵形というか底が丸っこい鍋なべで、あまり見たことがない。

「さあ、これが私の祖そとなる国で一いつ般ぱん的に食されていた料理ですわ！」

　気合い十分で厚い手て袋ぶくろをしたイツミが蓋ふたを取ると、むわむわっと、それまでとは比べものにならない湯気と匂においが湧わき上あがってくる。

　思わずクルトが鍋なべの中を覗のぞき込こむと、そこにはたくさんの野菜と茸きのこ、それから何やら丸っこい団子が、これでもかと詰つめ込こまれていた。

「山菜と茸きのこの鍋なべですわ。そのお団子は川魚をすり身にしたものですの」

「へえー……これ、何のスープを使ってるの？」

「乾かん燥そうした海かい藻そうと魚の骨から採った出だ汁しですわ。それに塩を入れて味を調ととのえてますの」

「あ、海の近くだとそんな食べ方するって聞いたことあるよ。でも、確かイツミさんの祖国って……」

「ええ、山間にありましたわ。ですから海魚は生のまま運ぶのは困難で、平地も少ないので田畑もあまり作れず、このように山やまの幸さちを頂くことが多かったみたいですの」

　そう言われると、使われている魚が川魚なのも納なつ得とくだ。町では海魚を仕入れて売る店が多かったし、ここでレインが出す料理も海魚ばかりだったから、珍めずらしいなと思っていた。

「この川魚はレインさんが今朝獲とってきたもので、とても新しん鮮せんでしたの。頭と骨を出だ汁しに使いたかったのでお団子にしてみましたわ」

　説明しながらイツミは鍋なべから小さめの深皿に料理を盛ってくれる。普ふ段だん使う皿とは違ちがう木製の食器で、お椀わんというイツミが生まれた地方の物のはずだ。

　すぐにもくもくと湯気の立つお椀わんがクルトの前に置かれ、続いて箸はしが並べられる。

「一人前には少し足りないと思いますが、ゼナさんの料理もあるので控ひかえめにしておきましたわ。どうぞご賞味あれ」

「うん。それじゃ、頂きます」

　食欲をそそられる魚と茸きのこの匂においに引っ張られるようにして、クルトは箸はしとお椀わんを手に取った。山菜と茸きのこはいくつかの種類が一つずつ入っているようで、どれから食べていいのか迷ってしまう。

　とりあえず一番興味を惹ひかれたのは団子だったので、一つ摘つまんで口元へと運ぶ。

「どうでしょう、お口に合いまして？」

「ん……うんっ、凄すごく美お味いしいよ！　柔やわらかいし、なんだか優やさしい味だね」

　熱々の団子は川魚特有の臭くさみが全然無くて、スープがよく染しみている。ほんのり塩味が効いていて、薄うす味あじだけど口の中に豊かな風味が広がってとても美お味いしい。

　続けて山菜も食べてみると微かすかな苦味とスープの相あい性しようが抜ばつ群ぐんで、歯応えも良かった。

「野菜で具沢たく山さんのスープなら良く食べていたけど、これは何だか違ちがうね？　塩と野菜の味以外にも、不思議な深みがあるというか……肉の脂あぶらとも違ちがうし……」

「クルト様は中々に舌が肥えていますのね。これは出だ汁しに使った海かい藻そうと茸きのこの相あい性しようがとても良いいからですの」

「へえー……海で採れたものと山で採れたものの相あい性しようがいいって、何だか面おも白しろいね」

　話しながらも、クルトは箸はしを持つ手が止まらない。空腹と疲つかれが食欲を増ぞう幅ふくさせているっていうのもあるけど、そうでなくてもこの美お味いしさなら同じことになっていたと思う。

　薄うすい色合い通りやや淡たん泊ぱくなスープだけれど、その分食材の旨うまみがハッキリと浮うき彫ぼりになって、それでいてずっと飲んでいたくなるような味わい深さもある。山菜や川魚は独特な苦味や臭くさ味みがあるはずなのに、それも上う手まく処理して風味として楽しめるようになっていた。素材だけでなく調理の腕うでも確かじゃないと、こうはならないはず。

　小食なクルトもあっという間に半分くらい食べたところで、そこまで嬉うれしそうに微ほほ笑えみを浮うかべて見守っていたイツミが声を掛かけてくる。

「あ、クルト様。申し訳ありませんが、少々箸はしを止めて頂けますか？」

「うん？　どうしたの？」

「この料理はある意味でまだ未完成ですの。残りの半分は、祖国の料理を私の好みの食べ方をして頂こうかと」

「イツミさんの？　そういえば、ご飯の時によく何かをかけていたような……？」

「ええ、それがこちらですわ！」

　言って、イツミは腰こし帯おびの間から小さな瓶びんを取り出した。食事の時に何度も見たことのある瓶びんで、中では紫むらさき色いろの液体が揺ゆれている。

「クルト様は辛からいものも平気でしたわね？」

「あ、うん。普ふ通つうに食べれるよ。ティアは苦手みたいだけど」

　母親も最初はそうだったらしいので、エルフは基本的に刺し激げきが強い食べ物は駄だ目めなのかもしれない。

　クルトの返事を聞いてイツミは一つ頷うなずき、手にした瓶びんを目線の高さに掲かかげ、

「これは祖国の周辺の山で採れる木の実を一度乾かん燥そうさせ、実を砕くだいてから油でじっくり加熱していったものですわ。ある程度経たったら冷ましてから布で漉こして、また砕くだいた実を入れて加熱してと繰くり返かえし……そうして出来たものがこの香こう辛しん料りようですの」

　説明しながらイツミは慣れた手つきで瓶びんの蓋ふたを開けると、中の液体をクルトの椀わんの中に数滴てき垂らす。

　するとスープの色が微かすかに紫むらさきがかって、試ためしに匂においを嗅かいでみると、元からのスープの匂においだけで刺し激げき臭しゆうは殆ほとんどしなかった。

「私は辛からいものが大好きなのでもっと入れますけれど、まずはお試ためしということで少量にしておきますわね。ピリッときて美お味いしいですわよ」

「そうなんだ？　じゃ、食べるね」

　あんまり強い匂においはしないので、どんな辛からさなのかというドキドキより楽しみが強くて、クルトは期待を込こめて山菜を摘つまむ。

　ほんのり紫むらさき色いろのスープを纏まとった山菜を口に運ぶと、確かにイツミの言う通りピリッとした刺し激げきが──

「うん、ちょっと辛からいのがいいアクセントに……………………って、辛からっ!?　何これ後から凄すごい辛からい、っていうか痛い?!　いっ、痛くて熱い!?」

「く、クルト様？　少し大げさですわよ……？」

「全然大げさじゃなくて大事なんですけどっ!?　これ絶対にダメなやつ、鼻と喉のども痛いっ……！」

　数秒遅おくれで口内を襲おそった辛からさは猛もう烈れつで、痛いし痺しびれるし目の奥おくの方まで熱くなるしで、さっきまでの優やさしい風味なんて一発で吹ふき飛とばされた。

　しかも一口食べただけなのに、全然引いてくれない。火を噴ふくような辛からさからヒリヒリと痺しびれる辛からさに変化して、口の中を焼かれているみたいだった。

「み、水っ……！　早く水をっ……」

「ほい、お水だよー」

　涙なみだで目が滲しみながらも伸のばした手にコップらしき硬かたいものが触ふれ、それを摑つかんだクルトは急いで口元へ運び、一気に飲み干す。冷たい水でいくらか辛からさと痛さが洗い流されて、大きく息を吐はいた。

「……はー…………死ぬかと思ったぁ……」

　まだ口の中はヒリヒリするけど、大分マシになった。覚かく悟ごを決めて食べればまだ何とかなったかもしれないけど、不意打ちであの辛からさは無理すぎる。

　コップを置いて目元を拭ぬぐったクルトは、そこでようやく違い和わ感かんに気付く。

　そういえばさっきコップを渡わたしてくれた声はイツミじゃなくて、ここにはいなかったはずの少女のものだったような気がする。

　ヒリヒリする唇くちびるを手で押おさえつつクルトが振ふり返かえってみると、そこにはやはり褐かつ色しよくの肌はだの食オ人ー鬼ガがいて明るく笑っていた。

「あははっ。クー太の顔、真っ赤だよ？　元々白いからすっごく目立つねー。そんなに辛からかったんだ？」

「おかしいですわね……大した量は入れませんでしたのに」

「イーさんのちょっとはふつーじゃないからねー。ボクもこないだ貰もらった時、口から火が噴ふいたのかと思ったもん」

「そんなことは……クルト様、無作法ですけれど一口頂きますわね」

「う、うん、いいけど……ゼナ、水をくれてありがとう。でも、いつの間に来たの？」

　取り分けてくれる時に使っていた箸はしで味見をし始めたイツミを見つつ訊たずねると、

「来たばっかだよ。料理がかんせーしたから来てみたら、クー太が悶もだえてたからさー。イーさんの作ったご飯食べてたから、これはあれだなー、って」

「私の料理が食べられないもののように言うのは止めて下さいなっ。確かく認にんしてみましたけれど、辛からさ控ひかえめで初心者向けでしたわ。子供でも安全な味ですわよ」

「いや子供があれ食べたら本気で泣なき叫さけぶと思うよ……口の中が今まで経験したことのない感覚になってるし……」

　辛からくて熱くて痺しびれてジンジンしてと、いくらか落ち着いた今でも尋じん常じようじゃない状じよう況きようだ。ほんの一口でこうなったのに、同じく食べたイツミは平然としているという信じ難がたい姿で、なんか段々と物もの凄すごく怖こわい人に見えてきた。

　ある種の化ばけ物ものとしか思えないイツミにドン引きしつつ、クルトは申し訳ないが胸の前で指を交差させバツ印を作り、

「イツミさん、ごめん……ちょっと僕ぼくには辛からすぎるから、これ以上は……」

「うう……大誤算ですわぁ…………折角美お味いしく作れましたのに……」

「う、うん、美お味いしかったよ……」

　ただし、あくまでも過去形の話だけど。あの地じ獄ごくの調味料さえなければ、最後まで美お味いしく頂けたはず。

　それをイツミも十分に理解しているようで、悔くやしげに持っているお椀わんを見つめ、

「……余らせてしまうのも勿もつ体たいないので、これは私が引き取りますわ。クルト様、本当にもういらないんですの？　こんなに辛からくて美お味いしいですのに？」

「……うん。あれはもう、僕ぼくにとっては拷ごう問もんに近いからさ……」

「そこまでですのっ?!　無念ですわ……こんなに美お味いしいのに。もっと入れたらさらに美お味いしくなりますのに……」

　そう言いながらイツミはまたあの瓶びんを取り出し、さっきはほんの少しだったところを豪ごう快かいにどぼどぼ入れるという暴挙に。お椀わんの中はもう完全に紫むらさき色いろに染まっていて、なのに刺し激げき臭しゆうは一いつ切さいしないのが逆に怖こわい。

「うう……こんなに美お味いしいですのにぃ……」

　しかもそれを悲しげな表情でもそもそと食べ始めたイツミが全然辛からそうな反応をしないのが、さらに怖こわい。たぶんあれを自分が食べていたら、辛からさに転げ回って死にかけるのが容易に想像出来るっていうのに。

　恐おそろしいのでなるべく見ないようにしようと心に決めて、クルトはそっと視線をテーブルに戻もどす。

　するとひょいっと横から顔を出したゼナが、ウキウキ顔で言ってきた。

「イーさんがもう終わりなら、次はボクの番だねっ。良かったー、折角なんだし焼き立てを食べて貰もらいたいもんねー」

「そう、だね……ちょっと味が分かるかどうか不安だけど……」

「だいじょーぶ！　バッチリハッキリおいしーから！」

「自信満々だね。ところで……ゼナの服、お昼に見た時と違ちがわない？」

　基本的にゼナの服は胸と腰こしを隠かくす革かわ巻きだけだが、同じ物をずっと使っているんじゃなくて、ちゃんと毎日替かえて洗せん濯たくしている。だから微び妙みように形や色の濃こさが違ちがって、昼に見たのより薄うすい色合いに感じられた。

　確信があるとまではいかなかったものの、どうやら正解だったようでゼナは大きく頷うなずき、

「そだよー。ちょっと血で汚よごれちゃったし、お風ふ呂ろにも入りたかったからさー」

「あ、そうなんだ？　血で汚よごれ………………血で……!?」

「そーそー、解体する時にちょっと。スピード優先でやったから、結構飛び散っちゃって」

「………………」

　何やら不安になる返答に、クルトは黙だまるしかない。少なくとも生き物を捌さばいたことは確定したが、問題は何の肉かだ。

　個人的には鳥だと嬉うれしいけど、と思いながらクルトが水をお代わりして飲んでいると、ゼナが機き敏びんな動きで一度ドアの外に出た。そしてすぐに、両手で抱かかえるのも大変な大きな皿を持って来る。

「じゃーん！　これがボクの得意料理だよっ」

「……ええと…………これは……？」

　皿に載のっているのは、とても大きな肉の塊かたまりだ。こんがりと焼けていて、見た目は凄すごい迫はく力りよくがある。

　しかも丸焼きが載のっているのかと思ったらそうじゃなくて、大だい胆たんに切られた肉が山盛りになった姿だった。たぶんいくつかの部位に分けて盛っているんだろうけど、どこがどの部位なのかは分からない。

　そして何より、『得意料理』のはずなのに、肉以外載のっていなかった。野菜を完全に忘れ去ったような肉オンリー皿で、煮にたり揚あげたりもしていない。

　これって料理なのかなと疑問に思うクルトに対し、ゼナは笑えみを崩くずさず自信たっぷりに皿をテーブルに置き、

「見ての通り、お肉だよ！　ウノブーっていう猪いのししに似た魔ま獣じゆうを丸焼きにして、良いい感じに焼けた部分を切り分けてから今度は焼き石に載のっけたの！」

「え、そうなの？　じゃあ結構大変だったんじゃ？」

「大変だよー。お肉の場所によって一番おいしー焼き具合が違ちがうから、グズグズ出来ないしねー。ウノブーを捕つかまえる時も、一いち撃げきで倒たおせなくて時間掛かけるとお肉に血が回っちゃうし、倒たおしてすぐに血抜ぬきしないとダメなやつだから解体も急がなきゃだしねー」

　話しながらゼナはテーブルに置かれていた新しい皿を手に取り、そこに持って来た肉料理をポンポン載のせていく。一切れや二切れでなく、それはもう次から次へと。

「やっ、あのっ、もうその辺で！　そんなに食べられないし！」

「いけるいけるおいしーから！　ほら見てっ、こっちの皮は油をかけながら焼いたからパリッとしてるでしょ？　これも食べて！」

「確かに美お味いしそうだけど……！　いやそんなおっきい骨付きのまで?!」

「これは敢あえて骨を残しておいたんだよっ。こっちの方がなんだかおいしーの！　だから食べてっ！　あとここもっ、分厚いままゆっくり火を通したから生っぽくて良い感じなのっ」

「ちょっ、これじゃそっちの皿からこっちの皿に移しているだけだよ!?　無理だって、僕ぼくが三人いてもこの量は食べられないからっ」

「むー……じゃ、これとこれとこれは絶対食べて貰もらうから！　あとこれもっ」

　不満げに唇くちびるを尖とがらせつつ、ゼナは渋しぶ々しぶといった感じで小山になり始めていた肉を戻もどしてくれて、やがてクルトの皿には五切れの肉が残った。

　かなり少なくなったことにホッと胸を撫なで下おろすが、よくよく考えたらこれでも十分多い。一切れずつ大きさが違ちがうけれど、どれも一口では食べられないサイズだ。

　……ただ、ゼナの言う通り焼き立ての肉はとても美お味いしそうで、見ていたら何となく全部いけそうな気もしてくる。少なくとも、さっきの激げき辛から地じ獄ごくで引ひっ込こんだ食欲が戻もどって来きたのは間ま違ちがいない。

　思わず唾つばを吞のみ込こんだクルトは、山盛りの肉を見て物もの欲ほしそうな顔をし始めたゼナに、

「それじゃ、早さつ速そく食べさせて貰もらうけど……念の為ために、絶対これだけは食べておかなきゃってやつ教えてくれる？　いくらか残しちゃうかもしれないから」

「むー……じゃあこれっ、一番はこのおっきいの！　後ろ足の付け根部分なんだけど、これをガブッといくのが一番好きだから！」

「う、うん……じゃ、これから食べるね」

　むしろ自分がかぶりつきたいと涎よだれを垂らしそうな勢いのゼナにちょっと引きつつ、クルトは指し示された肉の塊かたまりにフォークを伸のばす。

　クルトの手よりも大きくて分厚い肉の塊かたまりは、皮の部分は焦こげるギリギリまで焼かれたところに塩が振ふられていて、表面には脂あぶらが滲にじみ出でて鈍にぶく光っている。焼き目の付いていない断面は綺き麗れいなピンク色から下に行くにつれて赤みがかっていて、フォークを刺さすと柔やわらかくもしっかりした弾だん力りよくが返って来た。

　鼻び孔こうを擽くすぐる焼けた肉の良いい匂においといい、食べる前から絶対美お味いしいと分かる。食欲もすっかり戻もどってきて、さっきの辛からさで舌がやられてそうなのが本当に残念だ。

　何だか今食べるのは勿もつ体たいないけど、焼き立ての今食べないのはもっと勿もつ体たいない。

　クルトはまだヒリヒリする口を大きく開けて、湯気の立つ分厚い肉にがぶりとかぶりついた。すぐに口の中に肉にく汁じゆうが溢あふれ出だし、同時に脂あぶらの旨うまみと香こうばしさが爆ばく発はつ的に広がって、思わず声が漏もれてしまう。

「うわぁっ……凄すごいね、これ！　今まで食べてきた肉の中で一番美お味いしいかも……！」

「でしょ、そうでしょっ?!　ウノブーは死んだらすぐに肉が硬かたくなっちゃうから、すっごくおいしーのに売ってないんだよ」

「むぐ…………ん、そうなんだ？　勿もつ体たいないなぁ……こんなに美お味いしいのに。嚙かみ応えあるのに柔やわらかいし、生っぽいところもあるのに血の生なま臭ぐささは全然ないし……」

「ふふーん、そこはボクの腕うでだよ！　獣けものの解体と肉の焼き加減ならレーさんにだって負けないんだからっ」

　胸を張って自じ慢まん気なゼナだけど、今のクルトにはそれを否定することも笑うことも出来ない。それくらいこの肉は絶ぜつ妙みような焼き具合で、これは『ただ焼いただけ』なんてとても言えなかった。確かにゼナが料理と言って出してくるのも納なつ得とくだ。

　二口、三口と食べ進めていっても飽あきの来ない味で、むしろ嚙かむ毎ごとに旨うまみが増している気さえする。味付けは塩と香こう草そうだけなんだろうけど、新しん鮮せんな素材をこれでもかってくらいに活いかしていた。方向性はイツミと似ているが、淡たん泊ぱくな中に奥おく深ぶかさがあるあちらとは真逆で、肉の力強さを正面からぶつけている感じだ。

　そこまで肉が得意とはいえないクルトも夢中になって食べ進めてしまう圧あつ倒とう的てきなパンチ力のある味で、大きすぎると思っていたのに最初の一切れは口の中に残っているので終わりだ。

　こうなると皿に盛られたいくつもの肉も食べきれる気がしてくる……けど、すぐにやっぱりそれはキツいかなと思い直す。いくら柔やわらかくても肉を嚙かみ続けていると顎あごが疲つかれるし、味はともかく脂あぶらが多いから段々とくどく感じ始めてきた。

　もう一切れくらいなら美お味いしく食べられそうだけど、皿に盛られた分だけでも全部は厳しい。無理をしてあと二切れが限界だろう。

　もっとたくさん食べられないのを残念に思いつつ、クルトはなるべく小さいものを選びフォークで口へと運ぶ。

「んっ……何これ、さっきのと大分違ちがうね!?　柔やわらかくて溶とけるみたいで、しかも肉なのに甘あまい感じがするっていうか……！」

「おおー、クー太はなかなかいい舌をしてるね！　そこはねー、肉自体がほんのり甘あまいの。果物みたいな甘あまさとは違ちがうけど、脂あぶらの甘あまさともちょっと違ちがうでしょ？」

「うん。食べたことない肉の味がするよ」

「でしょ？　そこはね、ウノブーのおっぱいなんだよ！」

「………………へっ？」

　予想外すぎるゼナの言葉に、クルトは口の中に残っていた肉を飲のみ込こんで固まる。

「え、あの、おっぱ…………え……？」

「クー太は運が良いいねー。オスだとないし、メスでも若すぎたら取れないし子供を産んで時間が経たってたら不ま味ずくなっちゃうから、なかなか食べれないんだよ？　若いメスのピチピチのおっぱい、おいしかったでしょ？」

「………………うん…………でも、その、言い方が…………」

「やー、クー太がおっぱい好きで良かったー。おっぱいを口に入れた時にすっごい目がキラキラしてたから気に入ってくれたと思ったんだー」

「……………………」

　振ふる舞まわれた肉を美お味いしく食べただけなのに、急にいかがわしい感じになってきた。しかも言っているゼナに何の他意もなさそうなのが逆に辛つらい。あんな嬉うれしそうな目で連呼しないで欲ほしい。

「あれ？　クー太、手が止まっちゃってるよ？」

「う、うん……やっぱり僕ぼくには量が多くて……」

　本音半分、あと居たたまれなさからくる食欲減げん衰すいもあって、完全に食事モードが解けてしまった。

　申し訳ないとは思いつつクルトがフォークを肉に伸のばせずにいると、ゼナはあからさまに不満げな顔つきになり、

「むー、こんなにおいしーのに！　すっごく頑がん張ばって焼いたのに！」

「お、美お味いしかったよ!?　でもやっぱり胃には限界が……」

「フンだ、いーよ！　残りはボクが食べちゃうからっ」

　怒おこったような口調で皿を手に取ったゼナは、すぐに手て摑づかみで肉を食べ始める。むくれた顔をしていたが、大口を開けて肉を頰ほお張ばった瞬しゆん間かんからにっこにこになったので、とりあえず機き嫌げんを損そこねたことに関しては大だい丈じよう夫ぶそうだ。

　良かったとクルトが安あん堵どの息を吐はいていると、いつの間にか傍そばに来ていたイツミが声を掛かけてきた。

「ではクルト様、試食が終わったところで判定をお願いしますわ。私の鍋なべ料理とゼナさんの肉料理、どちらが好みに合ったのかを」

「あ、うん。ちょっとだけ考えさせて」

　断りを入れつつ、クルトはちらりとテーブルを見る。そこにある椀わんは空になっていて、それはつまりイツミは完食したということだ。あの激げき辛からを超こえた激痛料理を。

　率そつ直ちよくな感想でいうと、イツミの作ってくれた川魚と山菜の鍋なべ料理はかなりクルトの好みだった。優やさしい、ホッとする味で、どちらかといえば間ま違ちがいなくあの鍋なべの方を選ぶ。

　……ただし、それはイツミの好みにカスタマイズされる前の話だ。あの魔ま法ほうの調味料に浸しん食しよくされた後は、とてもじゃないけど食べられるものじゃなくなった。

　となると、今回の趣しゆ旨しとしてはゼナの肉料理を選んだ方が正しいはず……なのだけれど、ここが微び妙みようだ。

　鍋なべ自体はとても美お味いしく食べられたのだから、個々の器うつわに盛った後で調味料が要いるなら入れればいいだけ……と考えれば、やっぱりイツミの勝ちになる気もする。

　でもゼナの肉料理だって焼き加減といい素材の新しん鮮せんさといい抜ばつ群ぐんだったし、あれはイツミの好みとは違ちがって同じ味付けで食べられるから、結果だけ見ればゼナの料理を選ばないのはちょっとおかしい。

　そもそも料理自体、単純な味でいえば方向性は違ちがうもののどちらも凄すごく美お味いしくて甲こう乙おつつけがたいもので、簡単には結論が出なかった。もっと楽に好みの差だけで選べるかと思っていたのに、これはかなりの誤算だ。

「………………うん、決めた」

　真しん剣けんに悩なやんだクルトだったが、やっとで決断した。

　ここはやっぱり、シンプルに一番好みの味だった方にする。変へん貌ぼう前のあれは、本当にいつまでも食べていたい味だった。

　自分の出した結論にクルトは小さく頷うなずくと、イスから立ち上がって二人の方を向き直り、

「二人の作ってくれた料理だけど、僕ぼくの好みの味だったのは──」

「あ、ちょっと待って。ボクの料理、もいっこあるの！」

　結果発表の寸前に、予想外の待ったがゼナの口から飛び出した。

　一いつ瞬しゆん何を言われたのか分からなかったクルトは目をパチパチさせて、

「…………え？　もう一つ？」

「ん、そだよー。もいっこ用意したの」

「…………えーと……でも、ほら、もうお腹なかが……」

　鍋なべ料理を食べ終えた段階では全然余よ裕ゆうだったが、やっぱり肉のダメージは大きくて結構胃がキツくなっていた。いや純じゆん粋すいなダメージなら激げき辛からの方がキツかったけど、それはそれとして。

　あと一品食べるのは正直無理かなとお腹なかを擦さすってアピールするクルトに対し、ゼナは全く意に介かいさない満面の笑えみで、

「へーきへーき！　クー太、甘あまいの好きでしょ？」

「えっ？　うん、甘あまい物は大好きだけど……もしかしてっ」

「そだよ、甘あまくておいしーの！　すぐ用意するからちょっと待ってて！」

　言うが早いかゼナは廊ろう下かの方へと引ひっ込こんでいって、何やらごそごそやる気配だけが伝わって来る。

　現金なもので甘かん味みが食べられるとなると、ほぼ満腹だったはずなのに食欲が湧わいてきた。最近は果物以外の甘あまい物を食べていないから、菓か子しが出て来るのならと期待が膨ふくらんでしまう。

　一方、もう少しで勝者になるはずだったイツミはどこか悔くやしげな表情で、

「これは予想外ですわ……私も食後の一品を用意しておくべきでしたわね……」

「いやこれ以上は流石さすがにお腹なかが……でも、イツミさんも甘あまいお菓か子しを作れるの？」

「それ程ほど数は作れませんけれど、紋もん章しよう魔ま法ほうを利用した氷ひよう菓かが得意ですわ。ただ、難しい上に材料費が嵩かさむのであまり試ためせず、鍋なべに比べれば完成度は落ちますわね」

「それはそれで一回食べてみたいなぁ……」

　魔ま法ほうを使った氷こおり菓が子しは大きな街で売られていると聞くし、それに似た物が作れるというのであれば興味がある。

　ただ、同じくらい興味があるのが、ゼナがどんな甘かん味みを出すのかということだ。良く言えば無む邪じや気きで大らか、悪く言えば大おお雑ざつ把ぱで大味な彼かの女じよがどんな菓か子しを作るのか、凄すごく気になる。

　期待と、それからちょっぴりの不安で胸を膨ふくらませるクルトの耳に、明るいゼナの声が飛とび込こんで来た。

「おっまたせー！　クー太の為ためにがんばったよ！」

「あ、じゃあ早さつ速そく──」

　楽しみで自然と頰ほおを緩ゆるめながら振ふり向むいたクルトの目に、廊ろう下かからひょいと入って来たゼナの姿が入って来た。

　──大きな胸にたくさんのクリームを塗ぬった、半はん裸らのゼナの姿が。

「ちょぉっ!?　なにっ、何してんのそれっ?!」

「何って、甘あまくておいしー食後のデザートだよ。ほらほら、ボリューム満点でしょ？」

　そう言ってゼナは、胸の下で組んでいた腕うでをぐっと押おし上あげる。

　すると大きな胸の谷間に乗っていたクリームがたらりと垂れて、褐かつ色しよくの肌はだに白い曲線が描えがかれた。それだけでなく、ギリギリで胸の先せん端たんを隠かくしているたっぷりのクリームが揺ゆれて、なんかもう危あやうさしかない状じよう況きように。

　というか、クルトにはもう何が何だか全然分からなくて、

「いやもう本当にどういうことなの!?　デザートって……え、何がっ!?」

「だーかーら、このクリームだよ！　すっごくおいしそーに盛りつけたでしょ？」

「確かに美お味いしそ……じゃなくてっ、どうして脱ぬいでそこに乗っけちゃったの!?　そういう真ま似ねは駄だ目めだっていつも言ってるのに……！」

「えー、でもこれボクのうちではたまにやる料理だよ？　パパが大好きだからママがやってるの、何度も見たことあるもん」

「吸精鬼インキユバスと食オ人ー鬼ガの家庭に倫りん理り観を問うのもどうかと思うけど、正直頭おかしいよ!?　子供が見ているところで何やってるの?!」

　一いつ瞬しゆん、自分の両親に置おき換かえて想像してしまったクルトだったが、すぐに頭を振ふって霧む散さんさせる。まだまだ若くて外見の良いい両親だとはいえ、子供の立場からすると地じ獄ごくのような光景だ。たぶんリアルに目もく撃げきしたら家出している。

　……ただ、実際に目の前にあるこの光景は、何度目を逸そらしてもつい見てしまう。この館で最年少なのに一番大きな胸がほぼ曝さらけ出だされて、しかもそこに好物のクリームが盛りつけられているという状じよう況きようだ。どうしてこんなことになっているのか全然理解出来ないけど、物もの凄すごい吸引力のある光景なのは間ま違ちがいない。

「ほらほらクー太、早く食べて？　甘あまくておいしーよ？」

「いやそれは…………い、イツミさんっ、イツミさんからも何かっ……」

　自分の意思では断り切れず助け船を求めると、何な故ぜかイツミは口元に指を当てて悔くやしげな表情で、

「……その手がありましたわ……くっ、敵ながら天あつ晴ぱれとしか言うほかありませんわね……！」

「どうして感心してるのっ!?　違ちがうよ、ここはもっと否定的な意見をっ」

「はっ!?　そ、そうでしたわね。私の祖国にも大きな宴うたげの際には女によ体たいに御ご馳ち走そうを盛って頂くという習慣がありましたので、つい……！」
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　また気になる発言が来たけれど、クルトは突つっ込こむのをぐっと堪こらえる。ここは余計な波を立てず、フォローして貰もらうのを待つのが正解のはず。

　コホン、と小さく咳せき払ばらいをして仕切り直したイツミは、やや頰ほおを赤らめつつも横からゼナへと待ったの声を掛かける。

「そこまでですわ、ゼナさん！　無む理り強じいはルール違い反はんですし、肌はだを舐なめさせるような真ま似ねは衛生的に良くありませんわっ」

「だいじょーぶ、さっきお風ふ呂ろに入ったから綺き麗れいだもん。汚きたなくないよー」

「なっ……?!　もしや入浴したのは返り血を落とす為ためではなく、これの為ために……しっかりと相手のことを考えた気き遣づかいまで……！」

　負けた、と言わんばかりに唇くちびるを嚙かみしめて膝ひざをつくイツミと、自じ慢まん気な笑えみを浮うかべるゼナ。どこにそんな勝敗を決める要素があったのか、クルトには全然分からない。分かるのはイツミがまるで役に立たなかったことだけだ。

　難なく邪じや魔ま者を退けたゼナは、改めてクルトに視線を移し、肉の脂あぶらでテラテラ光る唇くちびるを軽く舐なめた。たぶん他意はない……はずなのに、クルトは大型魔ま獣じゆうと向き合ったみたいに動けなくなる。完全に捕ほ食しよくする側とされる側の構図だ。

　そしてすぐ目の前には、クリームでデコレーションされた大きな胸。揺ゆれてクリームが零こぼれ落おちないよう両りよう腕うでで下から持ち上げるようにして支えているからか、普ふ段だん以上に大きく、突つき出だされた形になっている。

　……ハッキリ言って、飛び付かずに自制している自分を褒ほめてあげたい。それくらい暴力的なまでの魅み力りよくに溢あふれた光景が、向こうから手招きしている。

「ほらほらクー太、早く食べないと終わらないよ？　甘あまいしボリュームも満点だよー？」

「う、ぁ…………で、でも、やっぱりこんなの……」

「さっき甘あまいの好きって言ったじゃん！　おっぱいも好きって！」

「それとこれとは全然違ちがうよ?!　誤解を招く発言は止めてって！」

「えー、じゃあクー太はおっぱい嫌きらいなの？」

「…………それ、は……その……」

　ここでハッキリと『嫌きらいだよ！』と言えないのが悲しい。

　素す直なおな自分に自己嫌けん悪おするクルトに対し、ゼナはさらに一歩間を詰つめてきて、

「早くしないとせっかくのクリームが体温でまずくなっちゃうし、溶とけてベチャベチャだよ？　勿もつ体たいないよ？」

「う……それは確かに…………砂糖は高いし……」

「でしょっ？　クー太も分かってるじゃん！」

「いやでもっ、そういうエッチなことはしないって……！」

「だいじょーぶ、クリームを舐なめるだけだもん。料理を食べるだけだから全然えっちじゃないよ、ふつーだよ！」

「そ…………そう、かな……？」

　クルトの中でぐらぐらと何かが揺ゆれて、いよいよ目前のクリーム塗まみれの胸から目を離はなせなくなる。クリームは熱に弱いから、もうじんわりと形が崩くずれだしていた。当然、胸の先せん端たん部分を覆おおい隠かくしているクリームも危あやういことになっていて、あとどれだけ持つのか分かったもんじゃない。

　迫せまり来るタイムリミットと魅み惑わくの料理に、クルトの頭は煙けむりが出そうなくらいにオーバーヒートしてしまう。

「……エッチなのは駄だ目め、だけど…………折角作ってくれた料理だし……」

「そーだよ！　甘あまくてぷるぷるでおいしーよ！」

「うう…………じゃ、じゃあ……食べるから、スプーンか何か……」

「ダメだよクー太、これは直接舐なめ取るの！　そーいう料理なの！」

「ええぇっ?!　直じかに、舐なめ……!?」

「スプーンなんて使ってボクの肌はだが傷付いたらどーするの。でしょ？　女の子の柔やわ肌はだなんだから、優やさしく舐なめてね？」

「……あの、ゼナさん？　食オ人ー鬼ガの肌はだなら鋼鉄のナイフでも簡単には傷付けられないと思うのですけれど……」

「………………舐なめる……ということは、舌で……」

　近くでイツミが何やら言っている気がするけど、クルトの耳には雑音でしかない。眼前のアレを直接舐なめ取るという衝しよう撃げき事実に意識の殆ほとんどが持って行かれていた。

　肌はだに塗ぬられたクリームを食べるだけでも凄すさまじいのに、それを直接だなんて。

　倫りん理り的には間ま違ちがいなくアウト……のはずだけど、

「そんな、こと…………でも、作った本人が言ってること、だし……」

「そだよー。これはね、クリームの甘あまさをより一層際きわ立だててくれる魔ま法ほうの食べ方なの。吸精鬼インキユバスの伝統的なアレだってパパが言ってた気がする！」

「……伝統…………だったら……」

　なら仕方ないよと頭のどこかから囁ささやかれた気がして、クルトはごくりと唾つばを吞のみ込こむ。

　これは子作りとか実験とかそういうのは関係無くて、もてなす側からの至し極ごく真っ当な要求を吞のむというだけの話。だから問題は何もないし、むしろ従わない方が問題あるとさえ言える。

　何な故ぜだか全力疾しつ走そうした後みたいに意識がぼんやりする中、クルトは意を決して、おずおずとゼナに顔を近付けていく。

　ただでさえドキドキしていた心臓が一層激しく波打って、いつの間にかイスを摑つかんでいた両手に力が籠こもる。

　息が届く距きよ離りまで近付くと鼻先を甘あまい匂においが擽くすぐり、胸の谷間に盛られたクリームを目指してクルトは覚かく悟ごを決めて舌を伸のばし……

「………………？」

　あと少し、というところでふと刺さすような視線を感じて、クルトは視線を上げる。

　そして──ゼナの肩かた越ごしに、冷れい淡たんな目をしたレインがこちらを見ているのを目もく撃げきした。

「ふぁっ!?　れっ、レイン?!」

「……そろそろ皆みな様さまの夕食の時間になりますので、経過を伺うかがいに来ました。私は気になさらず、どうぞ続きを」

　そんなことを言われたところで出来るはずもなく、クルトは慌あわてて体を引ひっ込こめ、背筋を伸のばして座すわり直す。

　こちらの様子を眺ながめていたレインは微かすかに目を細めて、

「……まあ、いいでしょう。本当に続きを始めたら説教をするつもりでしたが、明日の訓練時間を長めにするだけに留とどめておきます」

「あ、危なかったぁ…………いやあんまり助かってもないけど……」

「ぶーぶー、どーしてレーさん止めちゃうのさー。せっかくクー太とイチャイチャ出来るとこだったのに」

　危き機き一いつ髪ぱつだったと胸を撫なで下おろすクルトとは違ちがって、ゼナは唇くちびるを尖とがらせて文句を言う。というか、この口くち振ぶりだとやっぱりただのもてなしのつもりではなかったようで、クルトからしてみれば二重の意味でセーフだ。……まあ、残念な気持ちもあるけど、それは押おし隠かくす方向で。

　一方、館の管理人としてクルトへの誘ゆう惑わく行こう為いは推すい奨しようしているはずなのに何な故ぜか事前に止めたレインは、醒さめた視線をクリームだらけのゼナへと送り、

「皆みんなで使う場所でのそうした行こう為いは禁止と、最初に説明したはずです。クルト様が止めなければ、ゼナ様にはルール違い反はんの処置を下すところでした。個人の部屋でやるのであれば何の問題もありませんが」

「そっか、じゃあ続きはボクの部屋で、お互たがい裸はだかになって──」

「やらないよっ！　それもう料理とか関係無いし！　この料理対決もゼナの反則負けってことにするからっ」

「ぶー……あーあ、せっかくクリームだらけになったのになー。あむっ」

「ちょっ、そこで取らないで?!　見えちゃうからっ、お風ふ呂ろでやってって！」

　胸に乗ったクリームを指ですくって舐なめ取るという危険な行こう為いを始めたゼナに、クルトは慌あわてて注意をする。

　そして勝者になったイツミはというと、

「……なんという棚たなぼた勝利……私の望んでいた展開は、もっと素す敵てきにアピールをして、誰だれが正妻に相応ふさわしいかを知らしめることでしたのに…………おかしいですの……」

　全然勝った雰ふん囲い気きになってなかった。まあ冷静に考えてみたら、料理の腕うでは披ひ露ろう出来たのに肝かん心じんの味の好みで大コケしたんだから、妥だ当とうな感想なのかもしれないけど。

　フォローしておいた方がいいのかな、と思うクルトだったが、実際に動く前に、コトンと目の前のテーブルにカップが置かれた。

　何だろうと置いた手をなぞって見上げれば、

「……レイン？　あの、これは……」

「スープです。消化を助け、胃を回復させる効果のある薬草を使いましたので」

「あっ……ありがとう、助かるよ」

「いえ。外の石いし窯がまとキッチンを見たところ、エルフが食べるには少し胃に負担が掛かかりそうでしたので」

　素っ気なく返すと、レインは一礼して去って行く。たぶんこれからティアの夕食を運んでくるのだろう。

　有ハ翼ー人ピ種ーの代名詞である白い大きな羽が廊ろう下かの向こうに消えていくのを見ながら、クルトはカップを手に取り口を付ける。苦味は殆ほとんど無く、爽さわやかな口当たりでとても飲みやすかった。

　一気に半分飲んだクルトはふぅと一ひと息いき吐つき……ふと、思う。

　妻に相応ふさわしいのが好みの料理を作ってくれる人、というのであれば──一番当あて嵌はまるのは、レインな気がする。

　家事万ばん能のうで厳しくも優やさしくて、距きよ離り感もいい。美人だし、大人の余よ裕ゆうもある。

　ただ……

「……お嫁よめさん、というよりは……お母さんというか……」

「誰だれが、ですか？」

「それは勿もち論ろん、レイ──」

　反射的に答えかけて、クルトは凍こおり付つく。

　今の声は、ゼナのものでもイツミのものでもない。勿もち論ろんここにいなかったティアのものでもなかった。

　見たくないと叫さけぶ本能に抗あらがい、振ふり向むいてみれば……やっぱりそこには、今出て行ったばかりのレインの姿が。

「な…………なんで……!?」

「先に鍋なべと使用済みの皿を片付けておこうと思いまして」

「…………そ、そうなんだ……」

　やらかしたことを後こう悔かいするクルトだが、いつも通り表情のないレインはテキパキとテーブル周りを片付けていく。怒おこられも睨にらまれもせず、整然と仕事を済ませる彼かの女じよの様子を眺ながめていたクルトは、内心で胸を撫なで下おろす。

　どうやら名前までは聞こえなかったか、もしくは気にも留とどめていないか。

　どちらにしても助かったと、九死に一生を得た気分でクルトは残っていたスープを飲み……

「──ところでクルト様。今日は早めにお休みになられた方がいいかと思います」

「えっ？　それは、どうして？」

「でなければ体が持ちませんから。明日は、今日の倍は扱しごく予定になりましたので」

「………………………………」

　まるで感情のない声こわ音ねだが、しっかりと怒おこっていることは伝わって来た。そして、都合の良いい展開なんて存在しなかったことも。

　死し刑けい宣告に近い発言をされてしまったクルトは魂たましいが抜ぬけるような脱だつ力りよく感に、ずるずるとイスから崩くずれ落おち……

　明日という日が永遠に来なければいいのにと、かなり真しん剣けんに思ってしまった。
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　クルト達たちの暮らしている館やかたがあるのは『叡えい智ちの森』と呼ばれる広大な森林の奥おく深ふかくだが、そこから一番近くにある町がエスキノだ。

　元は『叡えい智ちの森』に用がある人ひと達たちの為ために作られた宿場町で、そこから発展して大きくなった一種の観光地でもあるのだとか。

　そう説明してくれたのは、ずっと『叡えい智ちの森』に住んでいてこの中で一番詳くわしいはずのティアリーズだった。

「『叡えい智ちの森』は誰だれでも自由に立ち入りが可能だけれど、エルフの集落に辿たどり着つくのは容易じゃないわ。道らしい道はないし、四季の変化で木々や草花も生はえ替かわるから、精せい霊れい魔ま法ほうを使って植物に集落の場所を訊きけるエルフの案内がなければ何時間も迷うか……或あるいは抜ぬけ出だせずに最さい期ごの時を迎むかえるか、ね」

「そんな怖こわい森だったの?!　え、じゃあ、もしかしてどこかに死体とか……」

　端たん整せいな顔に一いつ切さいの表情を出さずにそんなことを言うティアに、クルトは露ろ骨こつにビビリながら確かく認にんしてしまう。日ひ頃ごろから暮らしている場所がそんな暗黒スポットだったなんて、全然洒落しやれにならない。

　冗じよう談だんであることを願って隣となりに立つティアの顔をまじまじと見つめると、視線はクルトの方に向けてくれたものの表情に変化はなく、

「あるかも知れないわね。『叡えい智ちの森』へ向かう場合はエスキノの町を出る際に報告する決まりがあるから、大たい抵ていの場合は戻もどって来こなければ捜そう索さく願が出るわ。けれど、決まりを守らない人も少なからずいるから、その人が迷ってしまえば……」

「………………そのまま……行き倒たおれて……？」

「まあ、滅めつ多たに起こらないわね。森には危険な獣けものなんていないし、死にかけている人がいれば神しん霊れい樹じゆが集落にいる長老に教えてくれるから。毒のある草花や茸きのこを誤って食べるでもしない限り、大体は生きたまま救助されるわ」

「そっか……だったら良かった」

　安あん堵どの息を吐はき、クルトは表情を和やわらげる。『滅めつ多たに』とか『大体は』とか、たまには起こるという事実が透すけて見えてしまったけれど、それはまあ普ふ通つうの森でも起こり得る事故だからと思うしかない。

「──ともあれ、大体の『叡えい智ちの森』を訪おとずれる人はエスキノに寄るわ。そしてエルフの集落で作っている物も、エスキノの商人が引き取って町で販はん売ばいする契けい約やくをしているの。それを求めて大陸各地から人々が来るし、非戦地帯だから住みたいという人もそれなりに多いみたいね」

「はー……だから都市部から遠いのに、こんなに大きくなったんだ？」

「ええ。需じゆ要ようがあれば、多少不便でも人は集まるわ。イツミさんも『叡えい智ちの森』に来る前に、ここを通ったでしょう？」

　ティアから話を振ふられたのは後ろで控ひかえていたイツミで、館やかたで過ごしている時に比べるとやや艶あでやかな衣ころもを纏まとった彼かの女じよは小さく頷うなずく。

「勿もち論ろんですわ。『叡えい智ちの森』の中にあるエルフの集落を訪おとずれる際は、現地での滞たい在ざい時間が限られていますので前日はエスキノに宿しゆく泊はくし、昼までに出発するのが基本ですの。私もここに泊とまり、翌朝に集落へ向かうという商人に同行しましたわ」

「ちなみにゼナさんは例外で、エスキノには寄らず単身で森の中を半日駆かけ回まわって集落を探したそうよ。食オ人ー鬼ガのタフさがなければ遭そう難なんコースだったでしょうね」

「半日って凄すさまじいなぁ……と、噂うわさをすれば」

　しっかりとした造りの小屋から出て来たゼナの姿に、クルトは小さく手を上げて自じ分ぶん達たちの存在をアピールする。

　すぐに気が付いた食オ人ー鬼ガの少女はパッと明るい笑え顔がおで駆かけ寄よってきて、

「お待たせっ。入って良いって言われたよ！　でも問題は起こすなってさー」

「そりゃそうだよ……見張りの人もびっくりしてたしさ」

　町に入るやいなや呼び止められたと思ったら、あっという間に数人の衛兵に囲まれてしまい、軽く事情を話したらゼナだけそこの小屋に連れて行かれてしまった訳だ。

　クルト達たちはすっかり慣れたが、胸と腰こしを革かわ巻きで隠かくしただけのほぼ半はん裸らな少女が大きな首輪をしているんだから、それはまあ当然だろう。ただしゼナだけ連行になったのは、どちらかといえば露ろ出しゆつと首輪の怪あやしさよりも、食オ人ー鬼ガだということが分かったからだけど。

　いきなり『町で遭そう遇ぐうしたら危険な種族』というランキングでぶっちぎり一位で殿でん堂どう入いりの食オ人ー鬼ガが現れたんだから、町の安全を守る人ひと達たちが警けい戒かいするのは当然だ。ゼナの場合はエルフの長老が認めた手紙を持っていたから簡単な注意事じ項こうだけで済んだみたいだけど、そうでなければ長時間拘こう束そくされた上に厳重な警けい戒かいをされたはず。

　まあ、とりあえずこれで──

「ようやく始められるわね。最初がゼナさんからでなければ、先に始めていても良かったのだけれど」

「あ、ボク待ちだったんだ？　クー太だけいてくれればヘーキだったのに」

「正論ですけれど、足止めの原因が言う台詞せりふではありませんわよ……まあいいですわ、時間が勿もつ体たいないですし」

「そうね。撤てつ収しゆうする時間は決まっているのだから、予定が狂くるえば後の順番の人が損をするだけだわ」

　ティアとイツミが不満げながらも引き下がると、あっけらかんとした笑え顔がおのゼナが両手を上げて、

「それじゃ、お昼まではボクの時間だね！　いこっ、クー太！」

「わわっ、ちょっと待って引っ張らないで……！」

　右みぎ腕うでを摑つかまれたかと思ったらぐいっと強ごう引いんに腕うでを引かれ、クルトは走るゼナに合わせて慌あわてて足を動かす。危あやうく転ぶかと思ったけど、ゼナがしっかり力強く腕うでをホールドしていたのでそれが支えになって助かった。

　ホッとするクルトに、走りながら振ふり向むいたゼナがにまっと笑いかけ、

「さー、時間もないし目め一いつ杯ぱいでいくよー！　なんてったって、今日はデートだからね！」

「う、うん……お手柔やわらかにお願いするね」

　情けない返しをしながら、クルトは改めて言われた言葉を嚙かみ締しめる。

　ゼナの言う通り、これから行うのは『デート』だ。

　ただし──ゼナだけでなく、他の二人とも。しかも一日の内に、立て続けに。

「どうしてこんなことになっちゃったかなぁ……」

　思わずぼやいてしまうけれど、その答えはクルト自身もよく分かっていた。

　何分の一かは自分にも責任があるということも。




　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　◆




「クルト様、明日の休息日はどう過ごされますか？」

　護衛兼けん世話役として一いつ緒しよに館やかたで暮らしているレインにそんな質問をされたのは、リビングでの夕食が終わった直後のことだった。

　部屋に戻もどって少し前に貰もらった本を読もうかと思っていたところにきた質問に、クルトはすぐに意図を摑つかめずぼんやりしてしまったものの、

「……あ、そういえば町に出ても良いんだっけ？」

「はい。月に一度だけと不便を強しいていますが、明日は『叡えい智ちの森』からの外出可能日となります。前回は出で掛かけられませんでしたが、今回はどうしますか？」

「前は雨だったから止めたんだっけ……うん、明日は行こうかな。今読んでいる本の続きが欲ほしいし」

　一応、出で掛かける時にはお小こ遣づかいを貰もらえることになっているので、金銭面の問題はないはずだ。ただし親の借金という大きすぎる枷かせを嵌はめられた身だから、折角のお小こ遣づかいもあんまり有あり難がたいとは思えないけど。

　ちなみに『叡えい智ちの森』の中なら比ひ較かく的てき自由に移動していいことになっているが、集落や森の入り口近くに行く時は誰だれかと一いつ緒しよにと決められている。これは逃にげないようにという意味じゃなくて、護衛を誰だれか付けておけということらしい。

　館やかたに住むクルト以外の人は全員女性だから、一応男なのに女の人に守って貰もらうという情けない話になるが……正直、十年くらい真面目に頑がん張ばっても誰だれにも勝てる気がしないから、戦力という意味では諦あきらめがついている。

　ある程度なら自衛が可能とレインのお墨すみ付つきがあればもっと自由に動けることになるらしいけど、それはもう少し後の話になるだろう。

　とりあえず今は、誰だれかと一いつ緒しよなら出で掛かけられるという事実が重要だ。前回は中止になったものの、レインに頼たのんで同行して貰もらう予定だった。

　なので今回もそうしようかと思った、その矢先。

　まだテーブルに着いたまま食後のお茶を愉たのしんでいたティアが、カップを置いてこちらを向く様子が見えた。

「エスキノの町に行くの？　だったらわたしが付き合うわ」

「え、ティアが？　何か町に用でもあるの？」

「別件で用事がなければ提案しなかったと言わんばかりね？　でも間ま違ちがってはいないわ。わたしもそろそろエスキノに行こうと思っていたのよ。以前に注文した植物の種が届いているはずだから」

「そうなんだ？　じゃあ一いつ緒しよに行こうか」

　正直言うと、レインと二人きりで町まで往復するよりも、同じ無表情系でも同年代のティアの方がずっと気楽に過ごせる。意外にティアは喋しやべるのが好きっぽいところもあるし。

「ではティアリーズさんにクルト様の護衛はお任せします。休息日の町は観光客も多くいるのであまり目立たないとは思いますが、身上は見み抜ぬかれないよう気を付けて下さい」

「ええ、分かっているわ。エスキノではエルフなんて珍めずらしくもないし、体つきが女性らしくなくてもわたし達たちくらいの年ねん齢れいならば分化前と誤ご魔ま化かせるもの」

「体つき…………うん、そうだね」

　分化して数ヶ月で、こっちに来てから鍛きたえ始めたとはいえ、男らしさなんて微み塵じんも感じさせない華きや奢しやな自分の体なら、確かにどちらとも取れそうだ。

　ただし体つきというのなら、ティアもどっこいだけど。女性らしい丸みは皆かい無むのペッタンさで、本当に分化が終わっているのか疑われそうなくらいの、

「──クルト、どこを見ているの？」

「ふぁいっ!?　い、いやっ、特にはどこもっ」

「……そう。まあ、仕方ないわね。まだまだ未成熟でも男の子なのだから、そういう視線を向けてしまうのも無理はないわ」

　母性すら感じさせる微ほほ笑えみで寛かん容ように応じてくれたティアだけど、完全なる勘かん違ちがいだった。それを指し摘てきする程ほどクルトも馬ば鹿かではないので、誤ご魔ま化かすように半笑いを浮うかべるしかない。

　真意が伝わったら大変な目に遭あいそうなところだったと、クルトは胸の内でこっそり安あん堵どの息を吐はく。

　そして動どう揺ようがバレないように、急いで話を進めにかかった。

「それじゃ、明日はよろしくね。僕ぼくは昼頃ころまでに町に着けばいいかと思ってたんだけど、ティアの予定は？　先に集落に寄るとか？」

「クルトに合わせるわ。集落に用事がある訳でもないし、町に着いたら注文をした店で現物を見る時間があればいいだけだから。質が悪くなければ後日に集落まで届けて貰もらう予定で、支し払はらいに見合う宝石は手元にあるもの」

「そうなんだ？　だったら、やっぱりエスキノには昼頃ころに着く予定で──」

「お待ち下さいませっ。それなら私も同行致いたしますわ！」

　すんなりとプランが決まりそうになった瞬しゆん間かん、待ったの声が後ろから聞こえて来る。

　振ふり返かえればそこにいたのは、お風ふ呂ろに入る準備を終えた黒くろ髪かみの女性が立っていた。

「あら、イツミさんもエスキノに行くというの？」

「勿もち論ろんですわ。個人的に見たい物もありますし、何よりクルト様との外出機会だなんて滅めつ多たにありませんもの。親しん睦ぼくを深める為ためには逃のがせませんわ」

「そう……そういうことなら後がないイツミさんに役目を譲ゆずりたいところだけれど、わたしも用があるのよ。ここは一いつ緒しよに行くことにしましょうか」

「申し出は有あり難がたいですけれど、物もの凄すごく余計なことも言いましたわねっ!?　しかも事実だから反論し難にくいですわ……！」

　無む駄だに火種を放ほうり込こんだティアに憤ふん慨がいするイツミだが、どうやら喧けん嘩かにはならずに済みそうだった。その代だい償しようとしてイツミが「まだ二十代……まだまだ若いはずですわ……」と呟つぶやく悲しい事態が起こってしまったものの、十歳さい以上も年下のクルトには何も言えない。たぶん援えん護ごのつもりが追つい撃げきになってしまうので。

　膝ひざから崩くずれ落おちそうな表情になっているイツミを追おい詰つめない為ためにも、クルトは話を早く打ち切ってしまおうと立ち上がり、

「それじゃ、明日はイツミさんも含ふくめて三人で行くってことで！　朝ご飯が済んだら用意をして集合するって流れに、」

「なになにっ、クー太は明日おでかけなのっ？　じゃあボクも行く、どこか知らないけどついてく！」

　……どこからともなく現れた風ふ呂ろ上あがりのゼナが、両手を上げて参加表明してきた。

　なんで風ふ呂ろ上あがりだと分かったのかというと、入浴順のこともあるけど、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。首からタオルを提さげて、下はパンツだけというとんでもない姿をしているし。

「ちょっとゼナさん!?　何て格好をしてますのっ?!　さっき入ったばかりで、それに髪かみも濡ぬれたままで……！」

「そのうち乾かわくからヘーキだよ！　お風ふ呂ろの後は服着たくないしさー」

「自分の部屋の中ならともかく、皆みんなの目に入る場所では止めて欲ほしいものね。見たくもないものが視界に入って不快だわ」

　注意されてもあっけらかんとしたゼナに、露ろ骨こつに文句を言うティア。『見たくもないもの』が何かなのは、一いつ瞬しゆん刺さすような視線がタオルで見みえ隠かくれする大きな胸に注がれていたので、わざわざ訊きかなくても分かる。

　それに、どちらかといえばクルトとしては……

「ぶー、別にいーじゃん。クー太だって見たいって言ってるし」

「あら。そうなの、クルト？」

「いっ?!　い、言ってない、僕ぼくは何も言って無いよ!?」

「えー、だってティー子もクー太もボクのおっぱいよく見てるじゃん。そーいうのって分かるんだよ？」

「……………………」

「……………………」

　ゼナが告げた衝しよう撃げき事実に、クルトは黙だまり込こまざるを得ない。そしてティアもそっぽを向いて沈ちん黙もくしていた。強く責められなかったのは有あり難がたいけど、既すでにダメージは盛せい大だいに受けているので辛つらいことに変わりはない。

　……というか、これは本気で反省しないとまずいかもだと、クルトは落おち込こみながらも思う。ここでの同居生活は性的興奮による成長効果という実験の意味合いもあるのだけれど、それを受け入れつつも心境的には反対の立場でいるのに、がっつりエロ目線を送っていたなんて。

　男に分化してから芽生えた本能なのか、それともエルフにはまずない大きな胸に純じゆん粋すいな興味で目がいくのか……どちらにしても、気を付けないと。

　反省と気まずさにクルトが何も言えなくなっていると、濡ぬれた髪かみをイツミに拭ふいて貰もらって目を細めていたゼナが、

「そんなことより、おでかけならボクも行くからね！　ボクだけ置いてくなんて絶対にヤなんだからっ」

「や、そんな仲間外れにするような真ま似ねはしないけど……でも、だったら四人でエスキノに行くってことになるよ？　それにゼナは町に用事ないんじゃ……」

「用はなくても行きたいの！　デートしよ、デート！」

「ちょっとゼナさん、それは見過ごせませんわよ。クルト様と一いつ緒しよに町を回りたいのは私も同じですわ。先に名乗り上げた私を差し置いて勝手は許しませんわよ！」

　そんなことを言いながらも髪かみを拭ふき続けている辺り、人の良さが滲にじみ出でている。

　そしてもう一人、こっそりと自分の胸をペタペタと触さわっていたティアがつまらなさそうな顔で呟つぶやく。

「……最初に声を掛かけたのはわたしなのだけれど」

「そういえばそうでしたわね。でしたらティアリーズさんも含ふくめて、三人で平等に時間を分けるべきですわ。競きそう相手といえども目的の半分は共有しているのですし」

「わたしは別に、そういうつもりで言った訳じゃ──」

　イツミの提案にティアはすぐ否定の言葉で返そうとして、しかし何な故ぜか口を噤つぐんでクルトの方を見てきた。

　感情の波を表さない目で見つめられ、意図が分からずクルトがどう反応すればいいか戸と惑まどっている間にティアはイツミへと視線を戻もどし、

「……そうね、だったらわたしも少し時間を貰もらおうかしら。二人の後、最後に残った時間でいいから」

「そうですの？　到とう着ちやくから帰宅までの滞たい在ざい時間から逆算して、キッチリ三等分しようかと思いましたのに」

「そんなには要いらないわ。十五分もあればいいから、それ以外は二人で仲良く分け合っていいわよ」

「時間が増えるのはボクとしてもうれしーなっ。色々見られるし、いっぱい遊べるし！」

「とはいえ、日が沈しずむ前に館やかたまで戻もどる必要がありますわ。片道で一時間半は掛かかりますし、エスキノの町に居られるのは精々三時間か四時間程度ですわよ」

「えー、ボクなら走れば十分くらいで行けるのになー」

「食オ人ー鬼ガの体力を基準にしないで。クルトが疲つかれてしまえば町に着いたところで何も出来ずに終わるわよ」

「そうですわ。エルフなら精せい霊れい魔ま法ほうで移動も可能かも知れませんけれど、紋もん章しよう魔ま法ほうはその手の便利な使い方は出来ませんから……わ、私だけ置いてきぼりに……!?」

　嫌いやな想像をしてしまったのか震ふるえだすイツミだが、とりあえずそんなことにはならないだろうから放ほって置おく。

　それよりもクルトが気になるのは、

「……ええと…………僕ぼくの自由時間は……？」

　町に行ってやりたかったあれこれはどうすればいいんだろうと思いながら、女性陣じんの顔を順じゆん繰ぐりに見て……すぐに答えを察し、それ以上は訊きくのを止めて、ぽつりと呟つぶやく。

「…………ゆっくり回るのは来月にしようかな……」

　二ヶ月以上の同居からくる経験で説得するという手段をさっくり捨てたクルトは、もう諦あきらめの表情をするしかなかった。
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「ほらほらクー太、早くいこっ。時間ないんだから、ドンドン行ってガンガン遊ぼっ！」

「ちょっ、分かったから引っ張らないで?!　割と本気で腕うでがもげそうなくらい痛いよ!?」

「ヘーキヘーキ、そんな簡単に取れないから！　外れたり折れたりしても治るし！」

「治りはするけどそれ大怪け我がだからねっ!?　遊ぶどころかそのまま帰ることになるから気を付けて、本気で注意してよっ?!」

「うんうん、分かってるって！」

　かなりガチな声こわ音ねで言いはするけど、ゼナの手を握にぎる力や引っ張る速度はまるで変わらない。だからクルトは必死に付いていくしかなくて、デート開始直後からほぼ全力疾しつ走そうだ。

　これがゼナの意地悪ならもう少し違ちがう対応も出来るものの、彼かの女じよに悪気がないと分かってしまう。身体能力の優すぐれた食オ人ー鬼ガが本気でダッシュしていたら、ひ弱なエルフなんてまるで付いていけず、引っ張られたら完全に宙に浮ういているはず。

　つまりゼナはゼナでそれなりにクルトに気を遣つかっている。ただしあくまでも彼かの女じよなりで、加減が成功しているかどうかはまた別の話だ。

　自分の知っているデートと違ちがう、と流れ行く景色を楽しむ余よ裕ゆうゼロのクルトが息を切らせて走っていると、

「とーちゃく！」

「わぷっ!?」

　不意に前を走るゼナが止まって、その背中に顔をぶつけてしまう。痛くはなかったけど、そんなことより肺と心臓がヤバい。足もガクガクだし、今にも倒たおれそうだ。

　たぶん顔色真っ青になっているクルトに対し、息一つ切らしていないゼナは笑え顔がおで前方を指差す。

「ほらほらあれだよ！　色々やりたいけど、まずあれをやりたいの！」

「ちょ……待って、少し待って…………っ、どれを、何をやるの……？」

「さっき町の人と話してた時に、どっかに面おも白しろいものはないか訊きいておいたんだー。そしたらここがいいって！」

「ここって……何、これ……？」

　息も絶え絶え、思考もまともに働かない状態で顔を上げて訊たずねてみれば、そこには背の高い柵さくに囲まれた妙みような施し設せつがあった。入り口近くの看板前に立っている人は、恐おそらく施し設せつを運営している人なんだろう。

　ただ、ここから見る分には何の施し設せつかよく分からない。入り口からは階段を上るみたいで、上に何があるのかはこの位置からだと見えな──

「あ、れ……？　今なんか、奥おくに人が浮ういて見えたような……あっ、まただ」

「おー、あんな感じなんだー。ピョンピョンしてたのしーよ、って言ってたんだけど、ホントに跳とんでるんだぁ……！」

　目をキラキラと輝かがやかせるゼナは感かん嘆たんの声を漏もらす。

　驚おどろいているのはクルトも同じだ。どう考えても普ふ通つうなら有り得ない高さで人が跳とんでいるし、しかも何人かいるうちの一人はまだ子供に見えた。魔ま法ほうを使わずにあんなに跳とべるなんて、どんな種族なら可能なのか分からない。食オ人ー鬼ガならいけるのかもだけど、肌はだが白かったし、他の獣じゆう人じん族でもなさそうだった。

「あれ、どうなっているんだろう……下から魔ま法ほうで浮うかせてるにしては、普ふ通つうにジャンプしているみたいに上下しているし……」

「そんなの実際に見れば分かるよ！　クー太、早くいこっ！」

「わわっ、だから引っ張るのは止めてって……!?」

　興奮を抑おさえきれずぐいぐい引いて先導するゼナを注意するけど、クルトも興きよう味み津しん々しんなのは変わらない。

　足早に現場へ向かうと、柵さくの向こうからはわいわいと楽しげな声が聞こえてくる。近付くと逆に階段の上にいる人ひと達たちの姿は見えないけど、それでもたまに頭が見みえ隠かくれしていた。

　看板には大きく『トランポ場』とあって、その下には説明文と共に元気なジャンプしている人ひと達たちの絵が描えがかれている。

「へー……伸しん縮しゆく性のある丈じよう夫ぶな布を、バネで張って固定しているんだ……それであんなに高く跳とべるもんなんだ…………へー……」

「どうっ、すっごくたのしそーでしょ!?　やろうよクー太、早く早くっ」

「やるのはいいけど、危なくないのかな、これ……あの高さから落ちちゃったら、たぶん骨折コースになりそうだし……」

　頑がん強きような食オ人ー鬼ガのゼナなら無傷だろうけど、病気には強くてもひ弱なエルフには致ち命めい傷しようまで有り得る。今だって引っ張られただけで軽く肩かたをやられかけたのに、自分の背よりも高い所からバランスを崩くずして落下したら、大怪け我がは避さけられない。

　と、心配するクルトに、近くにいた施し設せつの人が話しかけてきた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。上にはエルフの係員がいますから、落ちそうになった場合は精せい霊れい魔ま法ほうで助けてくれますから」

「ほらほらヘーキだって！　行こっ、クー太！」

「うん、分かっ……だから引っ張らないで、階段は危ないって!?」

「ご利用ありがとうございます、上でお金を払はらって下さいねー。一人につき銅貨三十枚になりますから」

　飲み物付きでお昼ご飯が食べられるくらいの金額を言われたけど、そこは問題ない。これも実験の一いつ環かんということで、レインからデート資金としてかなり多めにお小こ遣づかいを貰もらっている。元からクルトが持っていたお金もあるし、高価な貴金属とかじゃなければ足りなくなるってことはないはず。

　どちらかといえば料金よりも実際にどんな風になっているのかの方が気になるところだが、それは階段を上りきったことで判明した。

「わわっ、あの布の上で跳とぶんだ?!　凄すごいよクー太、ピョンピョン跳はねてるよ！」

「うん、凄すごいね……仕組みは分かるけど、あんなに跳とぶんだ……」

　近くにいた係員に二人分の料金を支し払はらいながら眺ながめていると、クルト達たち以外に五人の客がいた。若者二人に子供が二人、あとは壮そう年ねんの男性が一人でたぶん子供の親なんだろう。

　四角くくり抜ぬかれた枠わくに、バネで留とどめられる形で布が張られているだけ。シンプルな造りだけど、布の伸しん縮しゆく性が足りなければ跳とばないし、耐たい久きゆう性が低ければ破けてしまう。若者の一人は結構大おお柄がらで太めなのに問題なく跳とびはねているから、そう簡単に破けることはなさそうだ。

「ねっ、ねっ、早くやろ！　ボクも跳とんだり回ったりしたい！」

「そうだね、皆みんな楽しそうだし……あの、どこを使えばいいですか？」

　空いている場所ならどこでもいいのかな、と思いつつクルトが係員に訊たずねると、

「お二人で利用しますか？　でしたら奥おくに大きめのトランポがありますから、それでしたら二人同時でも楽しめますよ」

「同時って……一いつ緒しよに乗って跳とぶってこと？」

「はい。タイミングを合わせないと上う手まく跳とべませんが、それが逆に面おも白しろいんですよ」

　言いながら係員が指差した方を見れば、確かに一番奥おくは他のトランポより面積が広めに造られていた。あれなら二人でも三人でも同時に乗れそうだけど、そうなるとバランスを取るのが難しそうだ。

　初めてだから一人ずつの方がいいんじゃないかなとクルトは思ったものの、それを口にするよりも早く、

「じゃあそれっ！　行こっ、早く行こうよクー太！」

「だから引っ張らないでって……仕方ないなぁ……」

　手を引かれているのを拒きよ否ひしてまで意見を通す気にはならないので、クルトは苦く笑しよう混じりにゼナに従うことにした。

　まあ子供とか太めな人とかもあんなに楽しそうに跳とんでいるんだから、そこまで運動が得意じゃない自分でも大だい丈じよう夫ぶなはず。普ふ通つうにジャンプするだけなら、ちょっと慣れればいけると思う。

「いっちばーん！　とうっ」

　走る勢いのまま元気良くトランポの上に飛び乗った。張られていた布が沈しずんで、すぐに反発するようにゼナの体を押おし戻もどし、そのまま軽く宙に放り上げられる。

「わわっ、こうなるんだっ!?　あは、あははっ、たのしーよこれ！」

　着地したらまた沈しずんで上に、という繰くり返かえしだけど、体勢とか勢いとかで色々と変わるらしく同じ跳とび方にならない。

　ゼナの体がピョンピョン跳はねるのを見ていたクルトは、少し躊躇ためらいの気持ちはあったものの、それよりわくわくが勝まさって自分もトランポの上に乗ってみる。

「うわぁ……これ、歩くだけでも沈しずんで、バランスが……っとと、それにゼナが跳とぶと結構揺ゆれるね……！」

「こっちもクー太がいると感かん触しよくがちょっと変わったよ！　あははっ、跳とぶだけなのに難しいって変なの！」

　そんなことを言いながらもゼナは楽しげに、足先がクルトの腰こしくらいの高さまで跳とんでいる。彼かの女じよなら素でもあれくらい跳とべるだろうから、まだまだ慣れていないんだと思う。

　自分ならどれくらいまでいけるのかなと、クルトはゼナのジャンプで揺ゆれる足あし下もとにふらつきながらも試ためしに膝ひざを曲げて跳とんでみた。

「わっ、とっ、うわぁっ……これっ、真まっ直すぐ跳とぶの意外と難しい……！」

　軽く跳はねる感じでジャンプしてみたけど、一回目よりも自然と深く沈しずむ二回目の方が難しい。そこに同じトランポを使うゼナが跳とぶ時の影えい響きようがくると、横に投げ出されそうになる。

　ちょっと怖こわくて止まろうとするものの、どうすればいいかも良く分からない。わざと転んでしまうのが手っ取り早そうだけど、それ以外の方法を探しながらどうにか跳とぶ力を弱めようと着地の際に膝ひざを曲げて、

「あはははっ！　見て見てクー太、すっごい跳とんだよ！」

「へっ…………ぅわっ?!」

　不意に呼ばれてそちらを向こうとした瞬しゆん間かん、これまで以上にトランポが揺ゆれて、もろにバランスを崩くずしたクルトは思わず尻しり餅もちをついてしまった。痛くはないし、尻しり餅もちでも軽く弾はずんでちょっと面おも白しろかったけど、無様に倒たおれて格好悪いのには変わりない。

　上う手まくやれない自分に苦く笑しようしつつ、クルトは大きく揺ゆれた原因のはずのゼナを見上げ──さっきまでの数倍の高さにいる彼かの女じよを見つけた。

「うわ高っ!?　どれだけ高く跳とんでるのっ?!」

「すっごいでしょ!?　上からの景色、さいこーだよ！」

「それはっ、いいんだけど…………うわわっ……!?」

　少し離はなれた隣となりにある二階建ての建物よりも高く跳とんでいるゼナはとても楽しげだけど、そんな尋じん常じようじゃない高さまで跳とんでいるだけに着地の影えい響きようは凄すさまじい。張られた布は座すわっているクルトが転がってしまいそうなくらい深く沈しずむし、その反発で跳とぶ時もクルトの体が浮ういてしまう勢いだ。

　これはこれで楽しいけれど、そんなことより重要な問題が一つあって、

「ちょっ、ゼナ!?　そんなに高く跳とぶと危ないって！」

「ヘーキヘーキ！　真まっ直すぐ跳とべてるもん！」

「そうじゃなくてっ、見えるから！　色々と見えちゃってるからね!?」

　平均的な大人の三倍くらいの高さまで跳とんでいるから、座すわっているクルトの位置からはもう完全に革かわ巻きの下が見えてしまっている。ゼナの肌はだが褐かつ色しよくだから余計に目立つし。

　すぐ近くで座すわっているクルトだけじゃなくて、他のトランポで遊ぶ人ひと達たちからも見えてしまう危険性が大だ。というか一番近くで遊んでいる子供は「おねーちゃんの白だ！」とはしゃいでいるし、それを止めなさいと窘たしなめているお父さんの視線もチラチラと高く跳とぶゼナに向いているし。向こうで跳とんでいた太めの男性がダイナミックに倒たおれたのも、ゼナに気を取られたせいなのかもしれないし。

　なのに当のゼナはあっけらかんとした笑え顔がおで、

「パンツくらい構わなくていーよ！　裸はだかじゃないし、そもそも裸はだかでも気にしないし！」

「いや気にしてよ!?　ゼナは構わなくても他の人に迷めい惑わくだからっ、とりあえず一回跳とぶの止めてって！」

「ぶー。クー太ってば小うるさいんだからー」

　可愛かわいらしく唇くちびるを尖とがらして文句を言ったゼナは、渋しぶ々しぶながら承しよう諾だくしてくれたらしく着地する。しかもどういう仕組みなのか、着地の際に大きく膝ひざを曲げ跳はね上あがることなく一発でピタリと止まる凄すご技わざを披ひ露ろうするおまけ付きで。向こうにいる子供達たちから拍はく手しゆが聞こえてきて、ゼナもそれに手を振ふって応えていた。

　ひとまずゼナを止められて良かったと、クルトは小さく息を吐はいて立ち上がる。他のトランポにいる男達たちから抗こう議ぎの視線が刺ささっている気もするけど、そこはもう無視で。ゼナは気にしなくても、親しくしている女の子が邪よこしまな目で見られているのはやっぱりもやもやするので。

　とはいえ楽しんでいたゼナは不満そうで、頰ほおを膨ふくらませてクルトの胸を突ついてきた。

「せっかく高く跳とべてたのにさー。パンツなんて気にしてたら楽しめないじゃん！」

「ゼナの感性としてはそうかもしれないけど……ズボンか何か借りて来ようか？」

「ヤだ、足隠かくすの嫌きらい！　あ、でも、クー太の穿はいてるのだったらいーよ」

「それやったら僕ぼくが変態露ろ出しゆつ魔まとして捕つかまっちゃうからね?!」

「じゃあ穿はかないよー……って、そだ！　いいこと考えた！」

　そう言うとゼナはにかっと笑い、クルトの肩かたを摑つかんでくるりと方向転てん換かんさせる。まるで抵てい抗こう出来ずにあわあわと不安定な足あし下もとによろめいたものの、いきなりの行動の意味はすぐに悟さとることが出来た。

　ゼナと向かい合わせになる形になったクルトの視界には、彼かの女じよ以外の人はいない。つまりこの構図は、

「あー……僕ぼくで隠かくすってこと？」

「そだよ！　これならクー太で他の人からは見えないでしょ？」

「それはまあそうだけど……でも、僕ぼくが倒たおれたりタイミングがズレたりしたら……」

「だからクー太も一いつ緒しよに跳とぶの！　ほらっ、二人で跳とんだらさっきの倍跳とべちゃうかもしれないし！」

「いやそれはないよ、むしろ一人の時より高くは跳とべないって」

「むー……でもいいのっ、一いつ緒しよに跳とんだ方がたのしーし！」

　ちょっとだけ残念そうな顔をしたものの、ゼナはすぐに気を取り直して笑え顔がおになる。そんな風に言われてしまうと、もうクルトに断る選せん択たく肢しはない。

　それにゼナが凄すごい高さまで跳とんでいるのを見て、憧あこがれに似た思いもあった。あそこまで行くと流石さすがに怖こわいけど、周囲の建物より高く跳とぶのはどれくらい気持ち良いんだろうか、やっぱり気になる。

「それじゃ、どうするの？　掛かけ声ごえに合わせて一いつ緒しよに跳とべばいい？」

「クー太はボクの肩かたを摑つかんで、タイミングだけ合わせてくれればいーよ。倒たおれちゃいそうになったら頑がん張ばってこっちに倒たおれて」

「ゼナの方に？　それって危なくないの？」

「ヘーキだよ！　クー太くらい軽いのなら全力でぶつかられたってビクともしないんだから」

　それはそれで傷付く発言だけど、事実だろうから言い返せない。実際、格かく闘とう技ぎの訓練で相手をして貰もらった時は、俯うつぶせになったゼナの体を仰あお向むけにすることすら出来なかったし。

　まあエルフが十人集まっても食オ人ー鬼ガ相手に力で勝てる見み込こみはゼロなんだから、恥はずかしがっていても仕方ない。男女の力の差なんて種族差に比べたら話にならないし。

　それでも一応男だし、女の子にくっつくのはかなり抵てい抗こうがあるので、クルトはちょっと遠えん慮りよ気味にゼナの肩かたに手を置く。

　するとゼナはこちらの脇わき腹ばらをわしっと摑つかみ、

「クー太はあんまし力を入れないでいーからね？　それじゃ、いっくよー！」

「えっ？　ちょっと早、」

　まだ心の準備が出来てなかったクルトが待ったをかけようとした瞬しゆん間かん、足あし下もとが消失したような感覚に陥おちいって──ほぼ同時に、向かい風に頭から突つっ込こんでいくような風圧に襲おそわれた。

「なんっ…………ぅえぇっ!?」

　思わず閉じかけた目を見開いたら、周囲はもうさっきまでいたトランポ場じゃなくて、完全に宙に浮ういている状態だ。

「高っ、高いよ!?　いきなり高いんですけど?!」

「ねー、気持ちいーね！」

　間近にいるゼナとまるで会話が成立していない。同じことをしているはずなのに、共感がゼロってどういうことなのか。

　それでも、余よ裕ゆうのゼナを見ることでクルトも少しだけ冷静になれた。

「……気持ちいい……けど……」

　何にも囚とらわれていない浮ふ遊ゆう感に、驚おどろきも吞のみ込こまれてしまい……しかしすぐに落下が始まり、クルトは思わず下を見る。たぶんだけど、身長の倍以上の高さにいて、どんどん地面というかトランポが迫せまってきた。

　そして足が着いたと思ったら、強きよう靭じんな布にかなりの勢いで沈しずみ込こむ。膝ひざ下したくらいまで沈しずんで、そこからまた一気に反発して──なのに足への負担は殆ほとんどないのは、先に着いたゼナが請うけ負おってくれているからだと思う。

　再び猛もうスピードで空中に打ち出されるけど、今度はしっかり目を開けたままでいられた。

「ぅ、わ……！」

「あは、あははっ、もっといけそう！　鳥みたいだね！」

「鳥っていうか、感覚的にはカエルみたいな……！」

　台無しな感想を言ってしまうけど、空を跳とぶ爽そう快かい感があるのはクルトも一いつ緒しよだ。

　何度も着地とジャンプを繰くり返かえすと慣れが生まれて、状じよう況きようを楽しむ余よ裕ゆうも出始めた。置いていただけの手はいつの間にかしっかりとゼナの肩かたを摑つかんでいて、本能はこれが命いのち綱づなだとちゃんと理解しているらしい。

「結構、あれだね！　町の遠くまで見えるね！」

「あっちが『叡えい智ちの森』でしょっ？　ボク達たちの家、見えないかなー？」

「館やかたは奥おくの方だからっ、流石さすがに無理だよ！　でも凄すごい、隣となりの屋根より上まで跳とんでる……！」

　少し離はなれた隣となりにある二階建ての家に跳とび乗れそうな高さだ。実際には横に跳とぶと距きよ離りの問題も出るから無理だろうけど、すぐ真横に建っていたら余よ裕ゆうで乗れている。

　元よりトランポは地上から少し高めの位置に設置されているとはいえ、これは凄すごい。精せい霊れい魔ま法ほうで浮ういたり飛んだりは出来るけど、あれは周囲の空気ごと操あやつるので、風を切って上下するのとは全然違ちがう感覚だ。

　何度か来たことのあるエスキノの町も、初めて見る角度だからかとても新しん鮮せんに映る。一番背の高い建物はやっぱり教会なんだとか、街かい道どう側と反対側だと全然違ちがう町並みなんだとか、ほんの数秒に満たない滞たい空くう時間で次々と発見があった。

　今までに覚えのない感動がクルトの胸に巻き起こり、ほぼ一人でこの状じよう況きようを可能にしているゼナへの感謝の気持ちで一いつ杯ぱいになり、

「あ、やばっ」

　……不意に聞こえて来た絶対聞きき逃のがせない呟つぶやきに、感動も感謝も吹ふき飛とばされた。

　アクシデントがあったら一発でとんでもないことになるので、クルトは慌あわてて正面のゼナへと視線を戻もどし、

「え、何!?　何かまずいことでも起きたのっ？」

「んー、まずいというか、ボクは別にいいんだけどさ」

「いや何なのその気になる言い方……?!」

「やー、着地の時に結構衝しよう撃げきが強いからかなー？　何度も跳とぶうちに、少しずつズレちゃったみたいなの」

「ズレたって……着地の位置のことっ？」

　だとしたら、それは危ない。布を留とどめているのはバネで、そこに着地したらたぶん壊こわしてしまう。いくら頑がん丈じようなゼナでも怪け我がをしてしまうかもしれない。

　まさかの事態が起こる前に、あまり得意ではないけれど風の精せい霊れい魔ま法ほうで姿勢制せい御ぎよくらいは出来ないかとクルトは頭のスイッチを切きり替かえ──

「やー、胸の革かわ巻きがズレちゃってさー。出ちゃいそうになってるのかなー？」

「は、ぃ!?　いやそれって……」

「だから、おっぱいが。なんか限界っぽい？」

　まるで予想していなかった言葉に、クルトは頭の中が真っ白になりながらも、ほぼ無意識に視線を下げる。

　そこでは小こ柄がらな体たい軀くに似つかない大ボリュームの胸が、丁度跳とぶタイミングと重なって、ぶるるっと大きく弾はずむように縦たて揺ゆれする光景があった。魅み惑わくの褐かつ色しよくの果実に思わず意識を奪うばわれそうになるけど、今問題なのはそこじゃなくて、普ふ段だんより大分上へとズレてしまっている革かわ巻きだ。

　ゼナの言う通り、もう殆ほとんど引っかかっているだけみたいな状じよう況きようで、このままだと──と、思った次の瞬しゆん間かん、ずるんと革かわ巻きがずり上がり、

「あー」

「ぅわあっ?!」

　やっちゃった、みたいな声を上げるゼナとは違ちがって、クルトは慌あわてて隠かくすように抱だきつく。肋あばらに当たる柔やわらかな感かん触しよくが猛もうアピールをしてくるけど、流石さすがに今はそこを気にしていられない。いつもの森ならともかく、ここは町中だ。
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　しかもチラリと確かく認にんすればトランポ場にいる人ひと達たちの視線はこちらに釘くぎ付づけで、いくらクルトの体が楯たてになっていても、密着していなければ角度次し第だいでは見えてしまう。

「どうしようっ、早く革かわ巻きを戻もどして……！」

「あ、くっついてくれた方が跳とびやすいかも！　良いい感じだよ、クー太！」

「今その感想が出るのおかしいからね?!」

　危機的状じよう況きように焦あせりまくるクルトに対し、ゼナはあくまでも楽しげだ。ハプニングにも動じず遊びに集中するってどういうことなのか。

　こうなったらクルトがどうにかするしかないけど、革かわ巻きは二人の体で挟はさみ込こむようにして留とどめている状態で、自然と戻もどることはまずない。となると、手で戻もどすしかない……が、この状じよう況きようで手を離はなすとか怖こわすぎる。片手だけ離はなして直すのは難しそうだし、かといって両手を離はなせば頼たよりになるのはゼナの支えだけ。人間性は信しん頼らいしているけど、性格を考こう慮りよすると一気に信用出来なくなる。

　しかしこうして抱だきついているだけじゃ何の解決にもならないし、半はん裸らの相手と密着しているこの状態は本気でまずい。胸で押おし潰つぶされている柔やわらかで弾だん力りよくの凄すごい物体が、こうしている間にもこちらの理性を溶とかしそうになっているし。

　早めにどうにかしないとクルトの頭がどうにかなってしまいそうで、もう一刻の猶ゆう予よもないと意を決して、

「ごめんゼナっ、僕ぼくの体をもっとしっかり支えてくれるっ!?」

「んっ？　ん、いいよいいよ、抱だきついちゃうね！」

　嬉うれしそうにそう言うと、ゼナが腕うでを背中まで回して抱だきついてきた。お互たがいに抱だき合あうみたいな形になったけど、これでクルトは手を離はなすことが出来る。

　ギュッと痛いくらいに抱だき締しめられていても怖こわいものは怖こわいけど、それでも勇気を出して、クルトはゼナの肩かたを摑つかんでいた手を離はなす……が、体は密着したままだ。

「っ…………よし！」

　これならいけると確信したクルトは、次にジャンプしてから着地までが勝負と決める。

　そして金具が軋きしむくらいの勢いでトランポが沈しずみ、その反発で上空へと跳とんだ瞬しゆん間かん、クルトは急いで脱ぬげてしまった革かわ巻きに手を伸のばし──

「んしょっと！」

「──え？」

　何な故ぜか視界がぐるりと縦に回った。

　……というか、視界だけじゃなくて体ごと縦に回っている。

　見下ろしていた地上を見上げる形になって、クルトは思考を真っ白に埋うめ尽つくされて、革かわ巻きを摑つかもうと両手を広げたまま硬こう直ちよくしてしまう。

　そしてふわりと一回転し、再び足からトランポで弾はずむ感かん触しよくが来て……そこでようやく、自分の身に何が起きたのかを把は握あくする。ただし理解は全然出来ていないけど。

「ぃ……な、んっ……どうしっ、何で?!」

「あははっ、上う手まく出来たね！　くっついてると回りやすくていいかも！」

「いやそれ以前にどうして回ったの!?　僕ぼくは今っ、ゼナの胸の革かわ巻きを、」

「そんなの後でいーよ！　盛り上がってきたから、今度は連続でいっちゃおう？　前に回って、次は後ろね！」

「だからどうしてこのタイミングでそんなやる気に満みち溢あふれてるのっ?!　あ、やっ、駄だ目めだってゼナ、考え直し──」

「やーだ！　ほらほらいっくよー!?」

　キラキラと瞳ひとみを輝かがやかせたゼナに、クルトの説得の言葉はまるで届くことはなく。

　屋根より高く跳とぶばかりか、縦じゆう横おう無む尽じんに回りまくりというとんでもなく大変な数分間を過ごす中で、革かわ巻きをずり下げて戻もどすという困難すぎるミッションに挑いどむ羽目になった。




「……うう……まだ頭がくらくらするし、地面の感かん触しよくがおかしい気がするよ……」

「そう？　ボクは全然ヘーキだけどなー」

「ゼナは元気すぎるよ……あんなに跳とんで、どうして汗あせ一つ搔かいてないのさ……」

　軽めとはいえ一人抱かかえて跳とんでいたのに、ちっとも疲ひ労ろうを感じさせない。

　一方クルトはというと、ちょっと休んだのにまだふらふらしている。何度目かのチャレンジでどうにかゼナの革かわ巻きを戻もどすことに成功した後、止まって貰もらって休きゆう憩けい……というか倒たおれていた。情けないにも程ほどがある。

「楽しかったなー。次はタダで出来る券も貰もらえたし、またやろうね！」

　クルトがダウンしている間もゼナは一人で、係員の人が気を利きかせて持って来てくれた布を腰こしに巻いて露ろ出しゆつ控ひかえめで跳とび続けていた。カラフルな布を付けて宙を舞まう姿はとても目立ち、いつの間にやらトランポ場にはたくさんの人が集まって拍はく手しゆを貰もらっていた。

　吸い寄せられた人ひと達たちは男性が多く、あれは絶対にトランポというより跳とんでいるゼナに惹ひかれたんだと思う。彼かの女じよと仲良く話すクルトに向けられた殺意にも似た嫉しつ妬との視線は、そりゃもう凄すごかったし。

　ともあれ、トランポ場は満員を超こえて順番待ちが何人もいるという盛せい況きようっぷりで、多大な貢こう献けんをしてくれたゼナにタダ券が渡わたされたのも自然な成り行きだろう。

「僕ぼくはしばらく来られないけど、ゼナはいつでも大だい丈じよう夫ぶなんだし、また来週にでも来たら？　きっと歓かん迎げいしてくれるよ」

「そーかなー？　んー……でもいいや、次もクー太がいる時で。一人で跳とんでも楽しいけど、クー太がいると楽しいだけじゃなくてドキドキするし」

「へっ……？　そう、なの？」

　ゼナの口から意外な言葉が出て、クルトは思わずまじまじと見つめてしまう。

　いつものように潑はつ剌らつとした笑え顔がおのゼナは、照れなんて微み塵じんも感じさせずに大きく頷うなずき、

「だって、ボクと全然違ちがうんだもん！　クー太と一いつ緒しよにいると飽あきないよー。なかなか好きって感じになってくれないのも楽しいし！」

「……そ、そういうものなの……？」

「ん、そだよー。狩かりだって簡単じゃつまんないもん。大物をじっくり観察して仕留めるのって、好きになるのと同じだってママも言ってたし」

「…………それはなんか違ちがう気がする……！」

　つい否定してしまったクルトだが、胸むねの奥おくが温かな気持ちになったのも確かだ。

　強い子供が欲ほしくて花はな嫁よめ候補になったという経けい緯いのゼナだから、結果を求めているだけで過程なんて気にしていないと思っていた。もっといえば、当人同士の気持ちという一番肝かん心じんな部分は度外視しているんだろう、と。

　でも、今の会話から結果を求めているのは変わらないだろうけど、それだけじゃないっていうのが伝わって来た。彼かの女じよなりに、『稀け有うな男エルフ』じゃなくて、クルトという一個人と接してくれているっていうことが。

　それがクルトには嬉うれしいし、ゼナという食オ人ー鬼ガの少女に対する理解が足りていなかったと申し訳なくも思う。

「動いたらお腹なか空いたね！　そだっ、あっちにお肉をパンで挟はさんだの売ってたから、あれ食べに行こ！」

「ちょっ、だから引っ張らないでって!?　それにそんなのどこで見たのっ？」

「跳とんでる時だよ！　炙あぶり焼やきしているお肉がおいしそーだったの！」

　今にも涎よだれが出そうな顔で待ちきれないといった様子のゼナに手を引かれ、クルトは慌あわてて彼かの女じよに付いて走り出す。

　いつも通りパワフルで真まっ直すぐなゼナに振ふり回まわされる形になりながらも、クルトの中で少しだけいつもとは違ちがう感覚が生まれていた。

　ただ、その正体がなんなのかは、まだ分からなかった。
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「さあ、ここからは満まんを持じして私の時間ですわ！　……って、クルト様？　ぐったりしてますけれど、大だい丈じよう夫ぶですの……？」

「…………あんまり大だい丈じよう夫ぶじゃないかも……」

　強がることも出来ずベンチに座すわり込こんだまま力無く首を横に振ふり、クルトは心配そうに自分を見つめるイツミに苦く笑しようを漏もらす。

「……まさか四軒けんも食べ歩きをするだなんて……移動はほぼ走りだし……」

　食欲旺おう盛せいなゼナはともかく、小食のクルトは一軒けんにつき一口か二口しか食べられなかった。なので自然と余ったのはゼナが食べて、それはそれでとてもデートらしい光景だったとは思う。食事直後のダッシュ移動がなければ、だけど。

　想像するのは容易だったらしく、イツミは露ろ骨こつに頰ほおを引ひき攣つらせて、

「聞いているだけで胃にきますわね……少しお休みになられます？」

「や、走り回るようなことしなければ大だい丈じよう夫ぶ……だと思う。ゆっくりなペースなら」

「でしたら平気ですわ。私がクルト様としたいのは買い物ですから」

「それなら行けるかな……あの、五軒けん梯子はしごとかしないよね？」

「しませんわっ。一軒けんか二軒けんをゆっくりと落ち着いて回ろうと思いますの」

　凄すごく普ふ通つうのプランなはずなのに、今のクルトにはとても心安まる提案だった。なんだかイツミに後光が差して輝かがやいて見える程ほどに。

　にこりと優やさしい微ほほ笑えみを浮うかべたイツミは、座すわったままのクルトへと手を差さし伸のべる。

「それでは参りましょう。向かうお店はもう決めてありますの、空いた時間にリサーチしておきましたわ」

「うん、それじゃ行こうか。ちなみにどんな店なの？」

「見てのお楽しみ……と言いたいところですけれど、一軒けん目は服ふく飾しよく店ですわ。クルト様には少しお付き合いして頂く形になりますわね」

　やや申し訳なさそうなイツミの手を取り立ち上がったクルトは、気にしなくていいよと首を横に振ふり、

「女の人の買い物に付き合うって初めてだから、ちょっと楽しみかも。うちの母親はあまり買い物好きじゃなかったし」

「あら、そうでしたの？」

「うん。面めん倒どう臭くさがりだけど、基本的に何でも自分で出来る人だったから。服は家族全員分作ってくれたし、その材料は父さんが買って来てたし」

「エルフは手先が不器用な人も多いと聞きますけれど、稀け有うなタイプですわね……でも、でしたらクルト様もきっと楽しめますわ！　さあ、目当てのお店はこちらですの！」

　曇くもりかけていた表情を明るくさせたイツミに先導されて、クルトも歩き出す。ゼナの時とは違ちがって走り回る展開にはならないだけでも少しホッとする。まあ、あれはあれで後から思い出せば楽しかったと言えるんだろうけど。

　店までの道中はイツミから促うながされてさっきまでゼナと何をしていたのかを喋しやべっていたが、食べ歩き三軒けん目の揚あげ鶏どり専門店の話に差さし掛かかったところで、袖そでを軽く引かれる感かん触しよくが。

「クルト様、目当てのお店はあちらですわ。右手側の、白い外がい壁へきの建物ですの」

「あ、あの店なんだ？　随ずい分ぶんと大きいね」

　店があるのは馬車も通れる広い道で、周りには他にも道具や雑貨を扱あつかう店がいくつもある。軒のき先さきに商品を並べて客引きしている他の店が割とオープンでこじんまりとしているのに対して、目当ての店はしっかりとした造りの大きな二階建てだ。他の建物がすっぽり三軒けんは入ってしまいそうなサイズで、これだけ立派な店はこの町でもそう多くはないはずだ。

「エスキノが『叡えい智ちの森』の最も寄よりにある利点はエルフの作り出す稀き少しような商品が並ぶというだけでなく、付近での戦せん闘とう行こう為いが禁止されていることもありますの。争いが起こらない場所は商業が盛さかんになりますわ。その結果、このお店のような珍めずらしい形態の商店がいくつかあるみたいですのよ」

「珍めずらしい形態って？　ただ大きいだけじゃないの？」

「この建物自体は町でも有数の資産家の物ですけれど、中に入っているお店は別の人が経営していますの。それも複数のお店が入っていて、云いわば間借りする形ですわね」

「へえー……じゃ、この建物自体が市場みたいなものってこと？」

「その通り、やはりクルト様は聡さといですわね。規模は小さいですけれど、似たようなものですわ。若い商売人にとっては個人で店を持つより安く済む上に、目的に合わせたお店を同じ建物に集めているようなので、客にとってもあちこち歩き回らずに済むと評判らしいですの」

　それは確かに便利だし、今のクルトにはとても有あり難がたい。

　こうして話している間にも二人組の女性が店に入っていくのが見えたし、今出て来た客は両手にたくさんの袋ふくろを抱かかえているから、どうやら繁はん盛じようしているみたいだ。

「僕ぼくのいた町にはなかったなぁ……それにしてもイツミさん、詳くわしいんだね。エスキノには何度も来ているの？」

「いいえ、クルト様の件があるまでは訪おとずれる機会がありませんでしたわ。館やかたに住み始めてから訪おとずれたのも二度だけですけれど、前々から噂うわさには聞いていましたの」

「え、有名なの？　それにしては初めて聞くけど……」

「商売に携たずさわる人間の間では、という限定の噂うわさですわ。私も錬れん金きん術じゆつを嗜たしなみ、刻印環キヤストリングや香こう水すいなどの売買を行う側でしたから」

　そういえばそうだった、とクルトは思い出す。館やかたで最年長の彼かの女じよは紋もん章しよう魔ま法ほうの使い手というだけではなく、滅めつ亡ぼうした国の皇族という血筋だったり占うらない師しをやったり、時には材料費ゼロから様々なアイテムを作ったりと、なんかもう何の人だか一言では表せない人だった。

　謎なぞが多いというかどこをどう生きてくればこんな謎なぞ特技だらけの人になるのか、改めてクルトが不思議に思っていると、イツミが軽く背中に手を当ててきて、

「お話ししているだけでも楽しいですけれど、折角ですし早く中へ入りましょう？　クルト様に見み繕つくろって貰もらいたいものもありますの」

「え、僕ぼくに？　服のことなんて全然分からないよ？」

「構いませんわ。いくつか選んだ中からクルト様好みのものがあるか訊ききたいだけですから、重要なのはクルト様がどう思うかですもの」

　それでは参りましょう、と心なしか楽しそうに促うながすイツミに言われるがままに、クルト達たちは店の中へと入っていく。

　木製のドアを開けると中は広々とした空間が広がっていて、一目でどこからどこまでがここの店のものなんだな、と分かるようにちゃんと区画分けされていた。

　正面には主に女性用の服を扱あつかっている店らしく、左側の店は靴くつが並んでいて、逆の右側には帽ぼう子しやバッグなどが綺き麗れいに飾かざられている。

「へえー……こんなに色々売られてるんだぁ……」

「服がメインの店も三つあると聞きましたわ。その気になればここを回るだけで一日潰つぶせそうですわね」

「いっ!?　そ、そんなに買い物に時間が掛かかるの……？」

　全く予想外だったクルトが引き気味に訊たずねると、イツミは少し慌あわてた風に手を横に振ふり、

「あ、あくまでも可能というだけですわよっ？　服だけならそこまで掛かかりませんけれど、このように靴くつや小物まで揃そろっているとなると、色々な組み合わせを試ためしてみたくなってしまうのですわ……」

「……そ、そうなんだ……僕ぼくならサイズと着き心ごこ地ちが良ければ、それでいいかなって思っちゃうから……」

　つい正直に全然共感出来ないことを言ってしまうが、イツミもそれはある程度予想していたようで苦く笑しよう混じりに頷うなずく。

「殿との方がたはそれで良いいと思いますわ。ただ、選びに選んで着き飾かざった結果が旦だん那な様の好みとかけ離はなれていたら悲劇ですので、意見を頂きたいんですの」

「それだけなら、まあ……旦だん那な様とかじゃないけど……」

「なら早さつ速そく、まずは向こうのお店から回りますわ！　下見の際に目星はつけていますの」

　さらっと流したら後で困りそうだったので小声で釘くぎを刺さしておくものの、イツミの耳には届かなかったようで、笑え顔がおで返されてしまった。そして早くも「こちらですわ！」と手招きをしてくる。

　ここまでノリノリなイツミを見るのも珍めずらしいので、クルトは仕方ないかと彼かの女じよに付いていきながら、素そ朴ぼくな疑問を口にした。

「あれ、ここの一番目立つ店じゃないんだ？」

「そこは後で回りますわ。今日必ず買っておきたいものがありますので、まずはそちらから選んでいきますの」

　言って、イツミは建物の奥おくの方へと進んで行く。下見をしたと話していただけに、足取りに迷いは無い。

　そして辿たどり着ついた店はというと、丈たけの短い露ろ出しゆつ度高めの上下からやたらと生き地じの分厚い長なが袖そでの服まで、不思議な服がずらりと並んでいた。

「これ、何の店なの？　服だけじゃなくて靴くつも売ってるけど……？」

「ここは主に運動用の衣服を販はん売ばいしているお店ですの。あちらは暑い地域の人向けの、そちらにあるのは寒冷地向けの運動着ですわね」

「へー……ただの薄うす着ぎや厚着とは違ちがうんだ？」

「聞きかじりになりますけれど、違ちがうみたいですわ。薄うすくても衝しよう撃げきや伸しん縮しゆくに強いしっかりとした生き地じだとか、防寒だけでなく水気にも強い生き地じだとか……特とく殊しゆな分、普ふ通つうの衣服より値ねは張りますのよ」

「そうなんだ？　……って、あれ一着で銀貨二十枚もするのっ!?」

　思わず声が大きくなりかけて、クルトは慌あわてて手で口を塞ふさぐ。周囲にいる他の客や店員からの視線が飛んで来なかったのでホッとするけど、衝しよう撃げきはまだ収まっていない。

　だって、ゼナの着ている革かわ巻き程ほどじゃないにしろ、腕うでは丸出しの短いシャツに短パンという生き地じの少ない組み合わせで銀貨二十枚だ。クルト一人なら切きり詰つめれば一ヶ月生活出来る金額で、普ふ通つうの服なら楽に数着は買えるはず。

　特とく殊しゆな素材を使っているとはいえ、そこまで高いなんて予想外だ。野の良ら仕事用の作業着なんて頑がん丈じような割に安いのに、どうしてここまで高くなるのかがクルトには分からない。

　その答えを教えてくれたのはこちらの様子を遠目に見ている店員ではなく、間近にいるイツミだった。

「この手の服は機能性だけでなく、芸術性も評価されて値段が決まるのですわ。当然、高すぎると思えば誰だれも買いませんけれど、専用の運動着を欲ほしがるのはある程度裕ゆう福ふくな人ひと達たちですからこの値段でもそう迷わないはずですわよ？」

「そ、そうなの……？……イツミさんも買っちゃう側の人なんだ……？」

「許容範はん囲いだとは思っていますわ。私の場合、錬れん金きん術じゆつに結構な大金を使いますし、祖国のものに近い衣服も高額ですし……」

「あー……」

　日ひ頃ごろから庶しよ民みんとは違ちがう金銭感覚で動いているから、まあいいかなと思えるらしい。ただし所謂いわゆるお金持ちと違ちがってイツミの場合はちょっとした失敗で極ごく貧ひんにもなるから、とんでもなく綱つな渡わたりな生き方と言える。

　その辺りのヤバさは自覚があるらしく、妙みよう齢れいの美人にしては茶目っ気のある笑えみを見せ、

「そ、そういう時もあるということですわっ。爆ばく発はつ一つで資産がゼロになることを思えば、良いい物なら金銭を惜おしんでいられませんもの。だからほら、爆ばく発はつしちゃったと思って買ってしまいますの！」

「その発想にはまるで頷うなずけないけど……まあ、自分のお金なら使い方は自由だし……」

「こ、これでも無む駄だ遣づかいはしていませんのよ？　他の方から見れば無用かもしれない物も、私にとってはとても有用な拘こだわりの品ということもありますし……！」

　イツミは口早にそうまくし立てると、この話はここまでと言わんばかりに胸の前でパンと手を叩たたき、

「そんなことより私の目的なのですけれどっ。今日の内に欲ほしい物があるんですの、どうぞこちらに！」

「やっ、そんなに焦あせらなくても……！」

　ぐいぐいと背中を押おされて店の奥おくの方へと連れて行かれてしまう。幸いにもこの店には店員はいても客の姿はなかったので、変な目で見られるのは最小限で済んだ。気を利きかせたのか、店員はチラッと見た後ですぐにそっぽを向いて棚たなの整理を始めてくれた。有あり難がたいけど、やっぱり周りからはアレな客に見えるんだなと自覚させられて、ちょっと辛つらい。

　店の奥おく側にはどちらかと言えば薄うす着ぎのものが増えていき、ここでイツミが何を買うつもりなのか少し興味も湧わいてきたところで、後ろからの猛もうプッシュがなくなった。

「ここですわっ。私が欲ほしい物はここにありますの！」

「ここって……えっ？　あの、すっごい薄うす着ぎだけど……？」

　見本にいくつか吊つるされている品は、どれも下着くらいしか面積のない物ばかりだった。あれじゃゼナが身に着けている革かわ巻きとそう変わらない露ろ出しゆつ度だ。

　上下で分かれている物だけでなく腹部も覆おおうタイプのやつもあるが、それにしたって腕うでや足は丸出しになるし、あのサイズだとピチッと体のラインが丸分かりになる。

　日ひ頃ごろから一枚布で出来た長なが衣ぎぬを着ているイツミは殆ほとんど露ろ出しゆつのない格好なので、真逆の服といえる。……というか、本当に下着じゃなくて服なのか怪あやしいレベルだ。

「……あの、イツミさん。もしかして日々の生活に不満とか、深刻な悩なやみとかある……？」

「いきなり全開で心配されてますわっ?!　ち、違ちがいますわよ？　別に気を病やんで過激な格好をしたくなった訳ではありませんのよ!?」

「えっ。あれ、違ちがうの？」

「全然違ちがいますわよっ！　クルト様にそんな風に思われていただなんて、心外にも程ほどがありますわぁ……」

　顔を真っ赤にして否定するイツミの反応に、クルトはほんのり安あん堵どする。同居している中で一番闇やみが深そうなのが彼かの女じよなので、もし本当に心を病やんだ結果がこれだったらどうしようかと思っていた。

　けど、そうなると余計に分からないのが、

「じゃあ急にこんな格好をしたくなったの？」

「したくなった訳ではありませんわ！　これは水着といって、川や湖で泳ぐ時に着る服ですのよっ」

「え、そんな服があるの？　これだと下着とあまり変わらないんじゃ？」

　普ふ通つう、泳いだり沐もく浴よくしたりする時は裸はだかか、濡ぬれるのを承知で服を着たまま入るかの二に択たくだ。他人がいる所なら乾かわきやすい薄うす着ぎで入るのが当たり前だし、水夫なんかはほぼ半はん裸らで作業すると聞いたことがある。

　わざわざこんな下着同然の格好をする意味が分からず首を傾かしげるクルトに、イツミはコホンと咳せき払ばらいをしてから解説を始めた。

「この水着は下着と違ちがって水を弾はじき易やすい素材を使っていますの。濡ぬれても透すけず、伸しん縮しゆく性もあるので簡単には破けませんわ。数年前から大陸の西側で流は行やり始めて、都市部ではかなり注目されているアイテムですのよ」

「へー……全然知らなかった。じゃ、イツミさんはどこかで泳ぐ為ためにこれを？」

「半分はそのつもりですの。残念ながら私は泳ぎが出来ないもので、『叡えい智ちの森』には綺き麗れいな川や湖があるのに勿もつ体たいないと前々から思っていたんですわ。だからこの機会に泳ぎ方を覚えてみようかと」

「それはいいことだと思うけど……もう半分は？」

「水着の生き地じに錬れん金きん素材が使われている、という噂うわさがありますの。なので解かい析せきをして私なりに作れないものかと考えているところですわ。製作の目め処どが立てば、かなりの商機になりますもの……！」

　目を輝かがやかせて語るイツミは活いき活いきしていて、魔ま術じゆつ師や皇族というより商売人の顔になっていた。

　まあでも、それも仕方ないのかもしれない。だって置かれている値札を見たら、どれも一着で普ふ通つうの人の月給が半分はなくなってしまいそうな額だ。あれを自作出来たら、確かに良いい商売になると思う。

　世の中には意外とお金持ちが多いんだなぁ、とクルトが感心していると、流れが変わったのを感じたのかイツミはホッとしたような笑えみを浮うかべる。

「素材調査や商売のことはさておき、ですの。泳ぎを覚えたかったのですけれど、『叡えい智ちの森』には時折探たん索さくや観光で訪おとずれる人ひと達たちもいますわ。いつ誰だれが通りかかるかも分からないのに裸はだかで泳ぐわけにはいきませんし、かといって薄うす着ぎでも服を着たままでは浅あさ瀬せでも溺おぼれてしまいかねませんでしたので……」

「あー、そうだね。慣れない内は服が体に纏まとわり付つくと沈しずんじゃうし泳ぎにくいし」

「ですので、水着の確保は重要事じ項こうでしたの。少し痛い出費になりますけれど、十分に元は取れますわよ。ただ、流石さすがに二着三着と買う余よ裕ゆうはないので、失敗のないようクルト様の意見も貰もらいたいのですわ」

「それはいいんだけど……どうやるの？　そこそこ数があるみたいだよ？」

　全体の数からすれば少ないが、それでも水着だけで三十着以上はあるように見える。ここから選ぶとなるとどれがいいのか、結構な難題だ。

　ちょっと不安になるクルトに対し、イツミは「ご安心を」と柔やわらかな表情で、

「先も言いました通り、目星は付けてありますの。まず下見した時に一番気に入ったものを見て頂き、それがピンと来なければ次点の水着を見て貰もらおうかと思っていますわ」

「あ、それならいいかも。イツミさんが選んだ水着っていうのは、どれ？」

　今も素す肌はだをほぼ隠かくしている彼かの女じよがどんな水着を気に入ったのか、そこは興味を惹ひかれる。これで派手な真っ赤な水着とかだったら、やっぱりストレスが溜たまっている説が再浮ふ上じようするかもだし。

　吊つるして並べられた水着の列に手を伸のばしたイツミはどことなく浮うかれた表情をしていて、何となくクルトに嫌いやな予感が走る。

　まあでも、たぶんこっちの考えすぎだろうと思い直していると、目当ての物を手に取れたらしくイツミが振ふり向むいて、

「数ある中から吟ぎん味みして私が気に入った水着は、こちらですの！」

　明るくそう言った彼かの女じよが手にしていたのは──水着というか、紐ひもだった。

　布面積がどうとかそういう問題じゃなくて、ただの太めの白い紐ひもだ。水に濡ぬれても問題はないかもしれないけど、そもそもあんなの服じゃない。

　愕がく然ぜんとするクルトに気付いていないのか、イツミはほんのり頰ほおを赤く染め、

「折角ですので、普ふ段だんの私のイメージとは違ちがうものを意識して選びましたの。少し大だい胆たんかも知れませんけれど、時には冒ぼう険けんも大事だと思いまして」

「……………………」

　冒ぼう険けん心よりも常識を大事にして欲ほしいと思うクルトだったが、言葉にならない。

　まさかあのイツミが、あんな紐ひもを身に着けるつもりだなんて。服の上から当てているけど、あれじゃちっとも隠かくれない。むしろ裸はだかよりおかしい光景になる。

「クルト様、どう思います？　やはり私には少し派手ですの？」

「…………派手というか…………あの、疲つかれているならどこかでゆっくり静養した方が……」

「あ、あら？　どうなさいましたの？　どうしてそんな哀あわれんだ目で私を……？」

「……だって…………一いつ緒しよに暮らしていたのに、こんなになるまで気付かず…………うぅ……」

「なっ、涙なみだを?!　本気で涙なみだを浮うかべられて……どういうことですの……!?」

　哀かなしみと悔くやしさが綯ない交まぜになって自分を責めるクルトに対し、イツミはあわあわと取り乱してしまう。

　……と、そこで手に持っていた水着に視線を落とし、何な故ぜかギョッとした表情になった。

「ふぇっ!?　あ、やっ、間ま違ちがえましたわこれじゃありませんわっ！　こっちじゃなくて隣となりのこれですのっ！」

　そう言って慌あわてて紐ひも水着を戻もどし、隣となりにあった水着を取って、突つき付つけるようにしてクルトに見せつけてきた。

　今度の水着は、胸の部分は三角形の布が二つ並びで、下はそれとはちょっと形の違ちがう逆三角形の布で造られている。下の方は普ふ通つうのパンツみたいに穿はく形らしく、上は首の後ろと背中部分を紐ひもで結ぶみたいだった。

　鮮あざやかな緑色の水着で、露ろ出しゆつは多めだけれど、さっきの紐ひもオンリーのヤツに比べれば随ずい分ぶんと大人しい。

「あ、うん……これならいいんじゃないかな。とてもまともで」

「だからあれはただの間ま違ちがいですのっ！　あんな格好、誰だれかに見られたら恥はずかしくて悶もん死ししかねませんわ……！」

「そこまでなんだ……でも安心したよ。イツミさんが遠いところに行っちゃった訳じゃ無くて」

「むしろ私としては、手て違ちがいではなく有り得ると思われてしまったことが心外ですわぁ……こんなにも慎つつましく過ごしていますのに……」

「そういう人の方が爆ばく発はつする時は凄すごいんだ、って妙みような納なつ得とくしちゃって。でも、その水着なら本当に似合うと思うよ？」

　少し落ち着いたので改めて見てみると、確かに普ふ段だんのイメージとはかなり違ちがうけど、イツミには良く似合いそうだ。さっきのはドン引きしてしまったので露ろ出しゆつが多くても魅み力りよくにはまるで繫つながらなかったものの、今の水着は着ているのを想像すると……これはかなり、ドキッとくる。

　素す直なおにそう思ったのが伝わったのか、ショックを受けていたイツミの表情がほんのり誇ほこらしげというか満足げになり、

「良かったですわ。では第一段階は突とつ破ぱということで、試ためしに着てみますの」

「えっ？　この場で着き替がえるの？」

「ええ、試着が出来るはずですの。高い買い物ですし、実際の様子や着き心ごこ地ちが想像と違ちがえば、この場で別の物を試ためせますもの」

　そう言うとイツミは水着を手に、商品のチェックをしていた店員の元へと歩いて行く。クルトがその場で眺ながめていると、二人は何やら簡単なやり取りの後で、店員が奥おくの方を指差した。

　示された方を見てみると、壁かべ際ぎわに背の高い箱のようなものが設置されている。手前が布で覆おおわれていて、外からは中が見えないようになっていた。

　あれの中で着き替がえるのかな、とクルトが予想していると、どうやらそれが正解だったらしくイツミが箱の方へと向かいつつこちらを手招きする。

　請こわれるがままに近付くと、布を横に除のけて中の様子を見ていたイツミが振ふり返かえり、

「この中で試着しろと言われましたわ。少し狭せまいですけれど、ちゃんと脱ぬいだ服を吊つるすことも出来ますわね」

「へええ、こうなってるんだぁ……でも、鍵かぎは付いてないんだね」

「そこは仕方ありませんわね。あまり厳重にしてしまうと、客の中に良からぬ考えを持つ人がいた場合、窃せつ盗とうの可能性が上がりますもの」

「そういうものなんだ……？」

　盗ぬすむなんて発想はクルトにはなかったが、よくよく考えてみればここの商品はどれも高額で、欲ほしいけど買えないという人もいるかもしれない。これくらいの方が心理的な意味で防犯に繫つながるのかもだ。

　そういう工く夫ふうの仕方もあるんだなぁ、とクルトが感心していると、履はき物ものを脱ぬいで中へ上がったイツミが目め隠かくしの仕切りを半ばまで閉めて顔を出す。

「それではクルト様、私は着き替がえますわ。少々時間が掛かかると思いますが、そこでお待ち下さいませ」

「待つのはいいんだけど、ここで？　着き替がえ終わったら呼んでくれれば……」

　二人でいたから良かったものの、ここは女性服の中でもちょっと特とく殊しゆな部類の物ばかりで、正直一人だと居たくない場所だ。店員の視線も気になるし、他の客が来たら本格的に居い心ごこ地ちが悪くなる。

　出来れば少しの間だけでも外に避ひ難なんしたいな、と腰こしが引けるクルトだったが、それを汲くんでいるのかイツミはやや済まなさそうな表情で、

「水着に着き替がえるには裸はだかにならなければなりませんので、流石さすがに少し不安ですの。それに水着が下着とは違ちがうとはいえ、露ろ出しゆつ度合いは変わりませんわ。そんなあられもない姿、同性にも見られたくありませんの」

「あー……」

　確かに、イツミは館やかたに住む女性陣じんの中で服の露ろ出しゆつが一番少ない。子作り目的で参加しているから誘ゆう惑わくっぽいこともしてくるけど、そういう時でさえ肌はだは露あらわにしないし、ちょっと暑い時も手足が隠かくれる丈たけの衣ころもを着ている。

　そんな彼かの女じよが下着同然──つまりゼナとほぼ変わらない露ろ出しゆつ具合になるのだから、不安にもなるだろう。

「……うん、分かったよ。じゃ、ここで待ってるから」

「申し訳ありませんわ。なるべく急ぎますので」

　丁てい重ちように頭を下げるイツミには笑え顔がおで「気にしないでいいよ」と返し、クルトは箱に背を向ける形で傍そばに立つ。

　すぐに仕切りの布が閉じられて、イツミが着き替がえ始めた……の、だが……

　──分厚い布の向こうから、衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。

　シュルシュルという微かすかな音に、脱ぬいだ服を吊つるしに掛かけたらしいカチャンという音。そして体重をかけたのか床ゆかが僅わずかに軋きしむ音。

　それら全てが、リアルに脱だつ衣いの現状を伝えてくる。

「…………なんか、これ……妙みような気分に……」

　ただでさえ居づらい場所なのに、余計にそわそわしてきた。あと、ドキドキもする。振ふり返かえってもそこには姿を遮しや断だんする分厚い布があるだけなのに、絶対に振ふり向むいたらいけないって気分になってくる。

　それに、着ていた服が吊つるされたということは、裸はだかの可能性が高いってことだ。

　想像したらヤバいと考えないようにするけど、背後で人の動く気配が、イツミの放つ微かすかな息いき遣づかいと漏もれる声が、クルトの頭を埋うめていって……

「──ト様。あの、クルト様？」

「はィっ!?　えっ、あ、何っ?!」

　邪よこしまな想像に頭がやられかけていたところに声を掛かけられ、クルトは思わず背筋を伸のばして返事をする。

　すると後ろで仕切りが少しだけ開く気配があって、

「少し問題が起きましたの。近くに人はいます？」

「え、と……いないよ。店員さんは向こうの方に見えるけど、呼ぶ？」

「いいえ、それには及およびませんわ。クルト様、この中に入る……のは流石さすがにまずいですわね。頭と手だけ入れて貰もらえます？」

「………………ごめん、どういう罠わななの？」

　唐とう突とつな申し出に、そんな返ししか出来ない。というか、罠わな以外の意図が全然思いつかない。

　あれに頭と手だけ入れるって、外側から見たらとんでもない光景だ。警備の人がいたら一発でアウト判定を食くらうはず。

　常じよう軌きを逸いつした発言をしたイツミはやや恥はずかしそうな声で、

「その、水着の紐ひもが上う手まく結べないのですわ。背中側は前で結んでから後ろへ回すことで解決したのですが、首の後ろ部分の紐ひもが……申し訳ないのですけれど、お願い出来ます？」

「お願いって……え、僕ぼくに結べってこと?!」

「そうですの。お手を煩わずらわせて本当に申し訳ないですが、他の方には頼たのめませんので……」

「…………や、でも…………む、結ぶだけ、だよね？」

「勿もち論ろんですわっ。私としてもこのように破は廉れん恥ちな真ま似ねはしたくなかったのですけれど、他の人に肌はだを晒さらす方が嫌いやですし……」

「…………………………だったら……うん……」

　説得材料が十分なので、これは仕方のないことだからとクルトは受け入れる。

　決して疚やましい気持ちはなくて、善意から手伝うだけ。それに後ろの紐ひもを結ぶだけだから、隠かくすべきところは見えないはずだ。あの水着のデザインからすれば、元から背中は紐ひも部分以外丸見えだったし。

　……まあ、その背中が見たいという気持ちは少なからず存在すると自覚があるから、迷ってしまった訳だが。

　とりあえずやると決めたんだから早く済ませようと、クルトは振ふり返かえって試着用の箱と向き合う。

「……そ、それじゃ、入るよ？」

「ええ、どうぞ。お願いしますわ」

　一つ深呼吸をし、店員がいる方を見てこちらに注目していないことを確かく認にんしてから、恐おそる恐おそる仕切りの布の中に頭を突つっ込こませた。

　すぐ目の前にイツミの後ろ姿が見えて、腕うでは胸を隠かくすように交差させているらしい。やや前まえ屈かがみになっているから、あまり身長の変わらないクルトが見下ろす形だ。

「……………………」

　予想通りと言うべきか、予想以上と言うべきか、イツミの背中は驚おどろく程ほどに白かった。単純な色素の薄うすさで比べればエルフの方が白いけど、イツミの場合はほんのりと女性らしい肉感があるせいか、とても柔やわらかそうに見える。

　しかも露あらわになった背中と、長い後うしろ髪がみを前へと流している光景が、とても艶なまめかしい。

「あの、クルト様。紐ひもはどこにあるか分かります？」

「へっ?!　ああ、うん、ちゃんと分かるよ」

　思わず息を吞のんでいたクルトだが、すぐに目的の紐ひもは見つけられた。首の横から一本ずつ、黒く細い紐ひもが出されている。
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　これを既すでに結ばれている背中の紐ひものように、首の後ろで結べばいいはずだ。簡単な仕事で、十数秒もあれば終わる。

　……なのに口の中がカラカラになるくらいに緊きん張ちようしてしまい、クルトは心臓をバクバクいわせながら、確かく認にんの意味で訊たずねた。

「この紐ひもを結べばいいの？　えっと、どんな風に……？」

「軽く結んで頂ければ。すぐに脱ぬぐことになりますので、あまり硬かたく結ばない方がいいと思いますの」

「そういえばそうだね。それじゃ、失礼して……」

　話しているうちに少し落ち着いたので、クルトは慎しん重ちように紐ひもへと手を伸のばす。あまりのんびりしていると店員に発見されて不ふ審しん者扱あつかいされかねないし。

　迅じん速そくに、かつ出来るだけ肌はだには触ふれないように。

　そう心こころ掛がけて、クルトは左右の紐ひもを同時に摑つかみ、

「ひぁっ!?」

「ふぁっ?!　なんっ、どうかした!?」

「す、すみませんの。人に触ふれられることが殆ほとんど無いので驚おどろいてしまって……」

　紐ひもを摘つまむのにちょっぴり触ふれただけであんな反応をされると、クルトの方も参ってしまう。しかも項うなじの辺りがほんのり熱を帯びて朱しゆに染まりだした気もして、色っぽさが増している。

　こうなると本格的にグズグズしていられない。刺し激げき的すぎる光景だし、今の声で店員が寄って来てしまう可能性もある。

　覚かく悟ごを決めたクルトはキッと表情を引ひき締しめて、真しん剣けんそのものの姿勢で挑いどむ。

「…………っ……！」

　息を止め、素す早ばやく紐ひもを摑つかむと首の後ろで軽く交差させる。くるりと輪を作ってそこにもう一つの紐ひもを通し、すっと引いて結び終えた。

「出来たよっ」

　ほんの数秒で仕事を終えたクルトはパッと離はなれて仕切り布から頭と手を抜ぬき、一歩横にずれて何事も無かったですよと言わんばかりに知らん顔をする。横目で確かく認にんしたら店員はまるでこっちを気にしていなかったから完全な取とり越こし苦ぐ労ろうだけど、見られていたよりも千倍マシだ。

　やっとで安あん堵どの息を吐はいたクルトだが、その耳に仕切り布の開かれる音が届いて、反射的にそちらを見ると──

「ど、どうでしょうか、クルト様。おかしいところはありません？」

　緑色の水着を着たイツミが、照れながらも姿を現す。箱の中から出て来ないのは、やっぱり恥はずかしいからだろう。

　普ふ段だんは隠かくれている手足は思ったより細く、それでいて胸は意外と大きく見えた。ゼナのように弾はじけそうな感じではないけど、スレンダーだから存在感がある。

　ティアと違ちがって細いだけでなく適度に肉付きも良く柔やわらかそうで、夜に咲さく花のような美しさだ。しかもそれでいて艶なまめかしくもあるという、凄すさまじい破は壊かい力のある姿だった。

　真っ当な男なら一発で頭をやられてしまいそうな光景に、男になって日の浅いクルトもくらっときそうになる。それでも何とか耐たえられたのは、日ひ頃ごろから刺し激げき的な光景やアプローチをされ続けていたからだ。

　だからどうにかフリーズせずに、内心の動どう揺ようを全力で隠かくして笑えみを作り、

「全然おかしいところなんてないよ。イツミさんに凄すごく似合ってると思う」

「そ、そうですの？　自分で選んでおきながら、少し肌はだを見せすぎていて恥はずかしいのですけれど……」

「露ろ出しゆつが多いのは間ま違ちがいないけど、泳ぐのならそれくらいの方がいいんじゃないかな。川だと下着姿の人もいるし、裸はだかの人だっているくらいだから」

　わざわざ水着なんて用意して泳ぐ人は、少なくともクルトは見たことがない。大都市付近は別としても、服のまま遊んだり半はん裸らで沐もく浴よくしたりする方が普ふ通つうだろう。

　……ただ、まあ。

「おかしいところはないから、他の人がいる場所でも大だい丈じよう夫ぶだよ。ちょっと注目は集めちゃうかもしれないけど」

「注目はされるんですのっ？　私、あまり目立ちたくは……」

「それは仕方ないよ。似たような格好や露ろ出しゆつ度合いの人は他にたくさんいたとしても、これだけ綺き麗れいだとつい見ちゃうだろうし」

　イツミなら男だけじゃなくて、同性からも注目の的になりそうだ。黒くろ髪かみと白い肌はだで目を惹ひいて、それで見て見たら美人がこれだけ魅み力りよく的なスタイルをしているんだから、目立つなっていう方が無理だ。

　ただしゼナと違ちがって人目は寄せても近付きやすい雰ふん囲い気きはないから、少し離はなれて見つめられるって感じだろうけど。今も外していない刻印環キヤストリングを見れば彼かの女じよが紋もん章しよう魔ま法ほうの使い手だっていうのも分かるから、下へ手たに機き嫌げんを損そこねる真ま似ねをしたら大怪け我がじゃ済まない可能性もあるし。

　……と、クルトとしては率そつ直ちよくな感想を伝えただけなのに、何な故ぜかイツミは瞳ひとみを潤うるませて上気したような表情になって、

「まあ……！　クルト様がそのように私を評価して下さっていただなんて……！」

「えっ？　だってイツミさんは美人だし……自覚あるっぽい発言も今まで結構あったはずだけど……」

「自負はありますわよ？　ですがそれは自己評価、他者からの……それも旦だん那な様として迎むかえるつもりの方からの評価となれば全然別ですわ」

　嬉うれしそうにそう言うと、イツミは喜びを抑おさえきれないのか身をくねらせ始める。

　ただ、そうしながらも目的は忘れていないようで、自身の体を様々な角度から見下ろしてチェックをし、

「高いだけあって、着き心ごこ地ちは悪くないですわね……でも下着とは違ちがって…………内側と外側では違ちがう素材の布を使っているのでしょうけど……」

　ブツブツと呟つぶやきながら、外見だけでなく水着の分ぶん析せきまで始めた。

　こうなるともうクルトの出番はないだろうから、一声かけて身を引こうとする……が。

　たまたま後ろを向いたイツミの首の後ろにある紐ひもが、さっき自分が結んだ時と違ちがって、結び目が緩ゆるんでいることに気付く。触ふれないように、早くしなければと急いだせいで、しっかり結べていなかったらしい。

「…………ぃっ!?」

　……しかもその結び目が、たった今はらりと解けてしまうという大事件が発生したのを見てしまって、思わず体が硬こう直ちよくする。

　まだ首の後ろで引っかかっている状態だから、慌あわてちゃいけない。イツミが動かずにいればこれ以上の悪化はないし、仕切りの布を閉めてしまえば紐ひもが落ちても問題ない。

　焦あせるな、手順を間ま違ちがえるなと自分に言い聞かせ、クルトは慎しん重ちようにイツミへと声を掛かける。

「あの、イツミさん。ちょっとそのまま、」

「はい？　何ですの？」

　──動かないで、という肝かん心じんの言葉を言う前に、イツミはくるりとクルトの方を振ふり向むいてしまい。

　その拍ひよう子しに、胸むな元もとを隠かくしていた布がふわりと前に倒たおれた。

「……………………ぁ」

「………………えっ？」

　背中側の紐ひもは結ばれていたままだけど、そんなことまるで関係無い。だってバッチリ見えてしまっているから。

　そして違い和わ感かんに気付いたイツミがゆっくりと視線を落とし……

「………………………………………………」

　すぐには事態を吞のみ込こめなかったのか、しばしの硬こう直ちよくが続いて。

　それが解けた瞬しゆん間かん、

「なっ…………ひぁあっ!?」

　顔を真っ赤にすると同時に座すわり込こんだイツミは、露あらわになった胸を両りよう腕うでで隠かくしながらクルトを見る。

　瞬しゆん時じに顔を背そむけるけど、どうやらあまり意味はなかったようで、すぐにこちらを咎とがめる声が飛んできた。

「くっ、クルト様!?　見ましたの、見えましたのねっ?!　私の……っ、その……お乳を！」

「色んな意味でその言い方はどうかと思うよ?!　やっ、違ちがうよ、見る気は全然なかったよ!?」

「意思の問題ではありませんわっ。結果はどうですの!?」

「ぅ…………み、見えた、かな？　ほんの少し、ちらっとだけ……」

「やっぱり見えたんですのね……！　これはもう責任を取って頂くしか……！」

「だから事故だよっ?!　そんな気はちっともないよ、見ようと思ってた訳じゃないよ!?」

「わ、私には見る価値がないと!?　やっぱり先さき程ほどのは社交辞令、若い子に囲まれているクルト様には年増なんかに興味は無いということですのね…………ううっ……！」

「やっ、待って泣かないで!?　泣くならちゃんと隠かくしてからで……！」

　胸が曝さらけ出だされたままさめざめと泣き出したイツミを、クルトは必死に宥なだめようとする。

　と、同時に。今の声で店員が顔を上げてこちらを向いて近付いて来るのを、視界の端はしで捉とらえてしまった。

　──これは終わったかな、と心のどこかで冷静な判断を下す自分がいるものの、クルトは全力でイツミを慰なぐさめて誤解を解く努力をする羽目になった。




「……全く。クルト様には困ったものですわ」

　十数分に及およぶ説得とご機き嫌げん伺うかがいでどうにか立ち直ってくれたイツミからそんなことを言われ、クルトはもう苦く笑しようで返すしかない。

　結局、店員から誤解されかけたものの、少ししたら何な故ぜか二人がかりでイツミを宥なだめるという謎なぞ展開に発展した。おかげで事件にはならずに済んだし、イツミが機き嫌げんを直し着き替がえを始めたところ、クルトと店員で無言のまま握あく手しゆをするという妙みような連帯感まで生まれた。

「クルト様。私が泳ぎの練習をする際に付き合うという約束、お忘れなきよう」

「それは、うん、大だい丈じよう夫ぶ。でも、水着以外にもあそこで買い物をするんじゃなかったの？」

　運動着を中心に取とり扱あつかっていたあの店以外にも数軒けんの店が入っていたから、あそこでのんびり回るのかと思っていた。

　予想が外れたクルトに、やや先を歩くイツミは小さく首を横に振ふって、

「そのつもりでしたけれど、変へん更こうですわ。泳ぎの件は別として、クルト様には責任を取って頂かなければ」

「……責任って言っても、どうするつもりなの？」

「別に重い要求をするつもりはありませんわ。向こうに小物を専門に扱あつかうお店がありますので、そこで何か私に似合う物を見み繕つくろって頂きますわよ。まさか嫌いやだとは言いませんわね？」

「それくらいでいいのなら、喜んで」

　思っていたよりずっと緩ゆるい交こう換かん条件を出されて、クルトは内心でホッとする。

　そんな気持ちが伝わったのか、イツミの方も表情を和やわらげて微ほほ笑えみ、

「それでは参りましょう。まだ時間はありますけれど、過ぎてしまうのはあっという間ですわ。クルト様もいくらか歳としを重ねられれば分かりますわよ」

「そういうものなの？　エルフは長ちよう寿じゆだからか、時間の捉とらえ方が平へい人じん種しゆとは違ちがうって聞くけど……」

「ええ、種族寿じゆ命みようは大いに関係ありますわ。どちらかといえば短命な獣じゆう人じん種しゆに気が短い傾けい向こうがあるように、平へい人じん種しゆは肉体的な最盛せい期きがとても短いせいか、どれだけ有意義な時間の過ごし方が出来るかに拘こだわりがありますの。恐おそらくティアリーズさんには共感して貰もらえないでしょうけれど、クルト様なら話は別になりますわ」

　言って、イツミは振ふり向むき立ち止まる。

　そしてつられて止まったクルトの顔を正面から見み据すえ、

「クルト様はエルフですけれど、森の外で生まれ育ち人と交わって暮らしてきたのでしょう？　環かん境きようは時として種族としての特とく徴ちよう、性質を簡単に塗ぬり替かえますわ。どちらかといえばクルト様は平へい人じん種しゆ寄りの考え方をしていますしね」

「そうなのかな……？　自分では良く分からないけど」

「他のエルフとは全然違ちがいますわよ？　外見や性別ではなくて、もっと根本的な部分が。エルフは研究者気質かたぎで我関せずというタイプばかりですけれど、クルト様は和を大切とされる方ですもの」

「うーん……でも、それっていいことなのかな？　ただでさえ外見とか能力とか、他のエルフに比べて劣おとっているのに……」

　今ではもうあまり気にしない……というか、気にしない振ふりが出来るようになった。でもやっぱり、他のエルフとは違ちがうという劣れつ等とう感は根強く残っている。

　だからエルフとしての評価じゃないにしても、何かしろの結果や成果を残せるようにはなりたい。別に偉い業ぎようとか記録に残るとかそういうのじゃなくて、平へい凡ぼんでもいいから、自分で納なつ得とく出来る『何か』になりたかった。

　かといって、体力は平へい人じん種しゆよりもない。誇ほこれる特技もない。努力はしているしこれからも続けるつもりだけど、成長はあまり感じられず、自分では伸のびしろが見えなかった。イツミも含ふくめて周りにいる人ひと達たちは皆みな凄すごいから、余計に自分の至らなさが不ふ甲が斐いない。

　話しているうちにコンプレックスが刺し激げきされてちょっと気落ちするクルトに対し、イツミはこちらの胸に手を当ててきた。

「私が宿願の為ために求めているのは強い魔ま力りよくを持つ子供、そしてそれを産ませてくれる旦だん那な様ですけれど……好みだけで言うのであれば、能力などおまけに過ぎませんわ。重要なのは人ひと柄がら、一いつ緒しよに居たいと思える相手かどうかですの」

「そう、なの？　それだとある程度の付き合いがないと判断出来ないんじゃ？」

「ええ、ですからこの歳としまでお付き合いしたいと思う殿との方がたはいませんでしたの。その点、クルト様は男エルフでなかったとしても、好ましいと思う相手ですわ」

「…………うーん……理由がいまいち分からないんだけど……」

「色々ありますわよ？　すぐ思いつくだけでも、優やさしさ、寛かん容ようさ、献けん身しん性、努力家なところ、付き合いのいいところ……並べていくと、少し照れますわね」

　そう言って頰ほおを赤く染めるイツミだが、やられている側としてはその程度じゃ済まない。途と中ちゆうから話を聞いていられないくらいに顔が熱くなった。

　そんなクルトに、イツミは年上らしいこちらを包つつみ込こむような微ほほ笑えみで言う。

「クルト様はエルフとして特別ですわ。男だからではなく、その在り方が。そこに惹ひかれる女性は、決して少なくないと思いますわよ？」

「……………………」

　励はげますような言葉だが、決してお世辞には聞こえなかった。

　だからこそ余計にクルトは素す直なおに受け止めきることが出来ずに、沈ちん黙もくするしかなく。

　気を利きかせたイツミが話しながら歩みを再開しても、内容は全然頭に入って来なかった。




　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　◆




「……少し疲つかれた顔をしているわね？　はしゃぎすぎたのかしら？」

　最後になる三人目のデート相手のティアは町の中心にある小さな花時計の前で待っていたが、顔を合わすなりそんなことを言ってきた。

　とはいえ、クルトにも自覚はあるので苦く笑しようするしかない。

「短時間に色々あったから。でも、まだまだ歩く元気はあるよ」

「だったら良かったわ。なら早さつ速そく、行きましょうか」

「うん。でも、そんなに時間はないよ？　本当に良かったの？」

　もう小一時間もすれば夕方になる。その頃ころには『叡えい智ちの森』に入っておかないと、日が落ちる前に住んでいる館やかたに着くのは難しい。

　別に暗くても帰れるけど、光の精せい霊れいを出して足あし下もとを照らしたところでどうしても速度は落ちるし、道に迷う可能性も多少はある。木々に訊きけば最終的には帰り着くものの、時間が掛かかりすぎるとレインが作る夕食に間に合わなくなってしまう。

　そう考えると、ティアと二人で過ごせる時間は三十分もないが、

「ええ、時間は十分過ぎるくらい残っているから。ゆっくりでも歩けば間に合うわよ」

「じゃあ行こっか。それで、どこに？」

「秘密よ。行けば分かるわ」

　素っ気なく言うと、ティアは早さつ速そく歩き出す。クルトもそれに続くが、行き先とは別に気になったことが一つある。

「僕ぼくは色々と回ったけど、ティアはどうしていたの？　何か買ったみたいだけど……」

　行く時は持っていなかった紙かみ袋ぶくろが、右手に握にぎられている。ティアは買い物する予定を口にしていなかったので、突とつ発ぱつ的に何かを買ったのだとしたらこれは珍めずらしいことだ。

　なので興味を惹ひかれたクルトだが、残念ながらティアの返事は、

「着いてから教えるわ。すぐそこだから」

「ん……」

　冷たく拒きよ絶ぜつされたようにも聞こえるけど、クルトはそうは思わず言葉通りに受け入れる。この同年代のエルフは無む駄だを好まず、余計な手間を極力省く。しかもそれでいて頑がん固こというおまけ付きだ。

　なのでティアがこの場で言わないのなら、彼かの女じよの中ではそれが正解で、追つい及きゆうしても答えは貰もらえない。後で教えてくれるんだし、これ以上突つっ込こむだけ無む駄だだ。

　エルフの中でも特に素っ気ないタイプのティアだけど、こういう子だと理解しているから腹も立たない。本人に悪意がないんだから尚なお更さらだ。

　道行く人からほぼ必ず見つめられて注目の的になっているのに、それを全く気にしていないのも彼かの女じよらしい。一いつ緒しよに歩いているクルトの方が緊きん張ちようするくらいだし。

　そんなティアがどこに向かっているのかというと、途と中ちゆうで何となくクルトも気付いた。この町のことは詳くわしくないけど、それでもいくつか知っている場所がある。

　待ち合わせていた花時計の場所からすぐで、この緩ゆるい坂道を上った先にあるものなんて一つしか無い。ただし店や施し設せつの類たぐいではなく、ちょっとした名所みたいな場所だ。

　そしてティアが「ここよ」と言って足を止めたのは、クルトの予想通りの場所だった。

「……やっぱり、教会だったんだ」

　この町で一番背の高い建物として有名で、今はもう使われていないはずだ。取とり壊こわされていないのは、昔は町のシンボルだったらしく、今でも建造物としての美術的な価値は多少あるからだとか。

「ええ。折角だから入りましょうか」

「そうだね。中は……思っていたより綺き麗れい、かな？」

「町の人ひと達たちが定期的に掃そう除じと修しゆう繕ぜんをしているそうよ。そこのイスも、元々あった物は壊こわれていたから新しく古材で作ったらしいわ」

　大きな建物だけど、光を取とり込こむ窓が多いせいか薄うす暗ぐらさはあまり感じない。壁へき画がや装そう飾しよく品といった教会らしい物もあるし、石造りの床ゆかも欠けた部分は補修の跡あとがある。

「誰だれも居ない……運が良かったわね。老人の憩いこいの場になっていると聞いていたのだけれど」

「あ、そんな扱あつかいなんだ？　前は子供の遊び場だって聞いていたけど」

「子供が中で球遊びをして色々と壊こわしてしまってから、保護者連れでなければ子供だけの立ち入りは禁止になったそうよ」

「それはちょっと可哀かわい相そうかなぁ。でも……そうなると、僕ぼくらが来ても入れなかった可能性もあったんだ？」

「そうね。禁止になったのが八年前だから、残念な結果になったかもしれないわ」

　二人だけの空間で、スムーズに会話は進んで行く。他の人なら通じないかもしれないけど、ここに連れて来てくれたティアには理解出来る内容だ。

　何な故ぜならこの教会は、

「……少し懐なつかしいわね。ここに来ようという話をしたのは、クルトが三度目に『叡えい智ちの森』へやって来た時だったわ」

「えーっと……十歳さいの時かぁ。言い出したのはティアだったよね？」

「あら、冒ぼう険けんがしてみたいと言ったのはクルトよ。わたしがしたのは提案だけ」

「…………僕ぼくは二人だけで森を抜ぬけて町まで行こうって計画を、かなり必死で阻そ止しした覚えがあるんだけど。それに冒ぼう険けんっていっても、どちらかというと森の中を冒ぼう険けんしたいって意味だったような……」

「わたしにとってそれは冒ぼう険けんにならないもの。まだ町に行ったことが無かったから、その方が冒ぼう険けんになるでしょう？」

「僕ぼくにとっては帰り道に寄る町だったんだけどね……長老さまが止めてくれて助かったよ」

　ここに来た理由はとっくに気付いていたクルトだが、話している内に色々と詳しよう細さいも思い出してきた。

　幼い頃ころにクルトが母親と共に『叡えい智ちの森』へ訪おとずれた時、毎回ティアと会って様々な話をした。その中で出て来たのが、この町の教会だ。

　馬車で辿たどり着ついたエスキノの町の話をする中で、森から出たことのないティアが『わたしも行ってみたい』と言い出した。最初はクルトも乗り気で『行くなら教会かな』と話していたものの、どうやらティアは二人だけで行くつもりらしいと気付き、若木こどもだけでは無理だと説得する側に回る羽目になり……

　最終的にはティアの保護者だった長老の助けもあって中止となり、この件は延期になったのだが……その説得の際に、クルトは一つ約束をした。

「……『大人になったら一いつ緒しよに行こう』とは言ったけど、こんな形になるなんてなぁ……」

「どんな形でも良いいわ。わたしとしては、約束が果たせたことが大事だもの。それからクルト、これを」

「えっ？　これ、ティアが買ったものじゃ……？」

　差し出されたのはティアが持っていた紙かみ袋ぶくろで、反射的に受け取ったクルトに目で開けろと促うながしてくる。

　どういうことなんだろうと思いながら紙かみ袋ぶくろを開けると、中には一冊の本が入っていた。

「…………え、これ……僕ぼくが欲ほしかったヤツだ……！」

「間ま違ちがって無くて良かったわ。元々、それを買う予定だったのでしょう？」

「うん……ありがとう、ティア」

　当初の予定ではあったものの、デートがメインになってからはほぼ諦あきらめていた。他にも読んでいない本はあるし、また次の機会でもいいかな、と。

　なのにティアは気を利きかせて、買って来てくれた。どの本か具体的には言ってなかったけど、何の本が欲ほしかったのかは日々の会話で察してくれたのだろう。

　嬉うれしいサプライズにクルトは感激し、その様子を見てか普ふ段だんは無表情のティアも口元に微び笑しようを浮うかべる。

「これで町に来た目的は果たせたわね。まだ他に心残りはある？」

「なくはない、けど……それは次の機会にしておくよ。どちらかというと、館に戻もどってから考えなきゃいけないことが出来たかな」

「あら、悩なやみ事？　わたしに答えられることなら相談に乗るわよ」

「ん…………じゃあ、ティアに一つ質問してもいい？」

　紙かみ袋ぶくろの中に本を仕し舞まい、クルトは近くにあった長イスに座すわる。まだここで話していられる時間はあるはずだ。

　同じイスのすぐ隣となりにティアも腰こし掛かけたところで、クルトは小さく息を吐はき、

「こんなの今いま更さら訊きくのも変なんだけど……ティアは、僕ぼくの花はな嫁よめ候補のままでいいの？」

「そんなこと？　別に構わないわよ。大事な友人だもの」

　さらりと返って来た答えは予想外すぎる理由で、クルトは思わず手で待ったをかける。

「……や、友人なら良いいっておかしな話だよ？　だって、結けつ婚こんや子作りをする相手だよ？」

「わたしにとってはそこまで変わらないわよ。どちらも一生続く関係でしょう？」

「いや中身が全然違ちがうよっ?!　どういう基準なの、それ!?」

「だって、わたしの友人はクルトだけだもの。他の誰だれもそんな関係をわたしに期待していなかったわ。望んでくれたのは、クルトだけよ」

「それは……小さい時の話、じゃなくて？　最近まで、ずっと？」

「ええ。交際の希望ならあったけれど、友人関係を望んだのはあなただけ。そして友人でいたいと思った相手も、あなただけ」

　いつも通りの端たん整せいすぎる顔は、こちらをからかう気配を微み塵じんも感じさせない。表情は乏とぼしくても本当のことを話していると、すぐに分かる。

　何な故ぜならティアは、クルトにとって大事な友人だからだ。

「分化前は同性の友人として一生の付き合いをするつもりだったのだけれど、クルトが異性になったのならば違ちがう立場でも構わないわ。ただし、あなたが望むような夫ふう婦ふ関係は叶かなえられないかもしれないけどね」

「…………僕ぼくが望む、って……」

「何かあるのでしょう？　他の二人を受け入れないのだから、クルトなりに望んでいる夫ふう婦ふの形が」

「………………」

　言われてみて、ようやく腑ふに落ちる感覚があった。

　ゼナとイツミは結けつ婚こんというより、子供を作る目的で花はな嫁よめ候補になったから、どれだけ迫せまられても受け入れられない……と、思っていた。でも、今日のデートで少なからずクルト自身に対する好意もあるのだと知って、正直かなりの戸と惑まどいがあった。

　そこに加えて、ティアの価値観だ。クルトの望む夫ふう婦ふの形は受け入れられないかもしれないが、だとしても結けつ婚こんするのはありなのだという。

　……だから、もしかしたら。夫ふう婦ふの形に正解がないのだとすれば、二人の間で擦すり合あわせが可能だと判断したのなら、子作りが目的でも結けつ婚こんはありなのかもしれない。

　そう思えてしまう程度には、クルトもゼナやイツミを──そして勿もち論ろんティアのことを、好きになっている。異性としても、友人としてもだ。

　そのことに気付いてしまって、思わずクルトは脱だつ力りよくをして天を仰あおぐ。教会の高い天てん井じようには補修された跡あとがあるだけで、装そう飾しよくの類たぐいはない。当然、最善の解決策も降ってこない。

「……やっぱり、ちょっと真しん剣けんに考えないといけないかな……」

　独り言をごちるクルトに、ティアは何も言わずに太ふと腿ももの辺りをポンポンと叩たたいてくれた。




　──そうして数分間を沈ちん黙もくのまま過ごした後、クルト達たちは集合場所の町の入り口まで移動し、他の二人と合流して『叡えい智ちの森』にある館やかたまで帰き還かんした。

　町での濃のう密みつな一日を過ごした結果、クルトはその日の夕食が半分も食べられない程ほどに悩なやんでしまい……

　結局その答えが出たのは、数日後にある事件が起きてからだった。







[image: 四話・これからへの交差路]







　──人生にはいくつもの分ぶん岐き点がある、らしい。

　クルトはまだ生まれてから十六年しか経たっていなくて、長ちよう寿じゆのエルフからすればまだ二本足で立てるようになったばかり、くらいの認にん識しきだ。分化して成人の仲間入りはしたけれど、大人と認められるにはまだまだかかる。

　それでも、たった十六年の間に人生の転機と思える出来事がいくつもあった。

　恐おそらく最初の転機は、初めて『叡えい智ちの森』を訪おとずれた時。自分がエルフの中では容姿も能力も劣おとる存在だと、ハッキリ理解した瞬しゆん間かんだった。

　二度目の転機は分化をして男になった時で、これは恐おそらく人生最大の転機で間ま違ちがいないと思う。百年近く生まれなかった男になったことで生活は一変し、親元を離はなれるだけでなく複数の花はな嫁よめ候補と一いつ緒しよに暮らすことになったのだから、確定だ。

　……と、思っていたのだけれど。

　もしかしたら今日はそれ以上の転機になるかもしれないと、クルトは感じていた。

　何な故ぜなら──

「あれが噂うわさの男エルフか……百年振ぶりなんだっけ？」

「そうらしいな。想像していたのとは全然違ちがう容姿だが」

「まさか初日でいきなり遭そう遇ぐうするなんてなぁ。俺おれ達たちにも運が巡めぐってきたか？」

　……少し離はなれた所でこちらを見ながら何やら話している複数の男達たち。パッと数えて十人近くはいる。

　どうやらクルトはあの連中に──誘ゆう拐かいされた、みたいだった。

「………………なんで…………こんなことに……？」

　呟つぶやきを漏もらすけど、答えは返ってこない。そして当然、イスにガッチリ縛しばられて身動きが取れないこの状じよう況きようも変わらない。

　ズキズキと痛む後頭部を擦さすることも出来ないし、どこかの小屋らしいここがどこかも分からなくて、ついでにこの先どうなるのかも分からなかった。

　ただ一つ分かるのは、

「……これが絶体絶命、ってヤツ…………なのかな……」

　生まれてから最大のピンチが目の前に迫せまっているということだけが、体に食くい込こむ縄なわの感かん触しよくが強ごう引いんに理解させてきていた。




　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　◆




　──起きたら見知らぬ連中に囲まれてイスに縛しばられ拘こう束そくされているという有り得ない状じよう況きように陥おちいる、数時間前。

　まだ『叡えい智ちの森』にある館やかたにいたクルトは、リビングで花はな嫁よめ候補の女性陣じんに囲まれていた。

「ねーねークー太、遊びに行こーよ！　狩かりでも競争でもえっちなのでもいーよ？」

「ゼナさん、少しくっつきすぎですわよ。そんな羨うらやまし……ではなくて、迷めい惑わくなことをしてはいけませんわ」

　窓まど際ぎわに置かれたイスに座すわって本を読んでいたところ、後ろから抱だきついてきて構ってアピールをしてくるゼナに、お茶の用意をしてくれていたイツミが窘たしなめているのか牽けん制せいしているのか良く分からないことを言う。

　そしてもう一人の花はな嫁よめ候補はというと、我関せずで大きな窓の向こうに見える花か壇だんで水やりをしていた。ただしそこに生えているのは花ではなく、毒草だ。ちゃんと育てて調合すれば薬になるのだとか。

　たまにこちらへ視線をくれるものの、ティアはティアで過ごしている。それでいてクルトの目の届く場所にいることが多いから、やっぱり気にはしてくれているらしい。

　なので、一人は窓を挟はさんではいるものの、数日前にエスキノの町でデートをした三人がこの場にいる。

　直接的かつ直球でアプローチしてくるゼナに、やんわりと婉えん曲きよく的に遠回しなアプローチをしてくるイツミ、という構図そのままの状じよう況きようだ。同じ花はな嫁よめ候補でもティアは消極的で、どちらかといえば友人として協力者の立ち位置にいる。だから今も関わらないまでも観察はしているのだろう。

　いつも通りの光景、といえばそうなのだけれど、違ちがうとすれば……

「んー？　なんかクー太、反応悪いね？　疲つかれてるの？」

「へっ？　そ、そんなことないはずだけど……」

「ゼナさんが気にかけるのも無理もないですわ。少しぼんやりなさっているというか、心ここに在らずといった風ですもの」

「…………そんなつもりは……」

　ない、と言おうとしたものの、最後までは発せられなかった。クルト自身、分かっているからだ。

　二人の指し摘てきはその通りで、それを自覚している。だから噓うそを吐つくことになるのを心のどこかで拒きよ否ひしたんだろう。

　──そう、ここ数日クルトは元気がない。そしてその原因は、他ならない花はな嫁よめ候補の彼かの女じよ達たちとの関係にある。

　しかしそれを説明するのは憚はばかられて、結局誤ご魔ま化かす以外の選せん択たく肢しを取れなかった。

「僕ぼくは別にどうもしないよ。二人の勘かん違ちがいじゃない？」

「むー…………そーかなー……？」

「自覚はなくとも疲つかれが溜たまっている可能性もありますわ。すぐに滋じ養よう強きよう壮そうに良いいお茶を煎いれ直しますわね」

「あっ、や、わざわざそんなのいいよ。これから出で掛かけようと思ってたし」

　そんなに気を遣つかわれると後ろめたくて居い心ごこ地ちが悪く慌あわてて断りを入れると、すぐにゼナが紅あかい目を輝かがやかせる。

「遊びに行くのっ？　じゃあ探検しよ、洞どう窟くつの方とか！」

「そういうのじゃなくて、その……ちょっと湖まで行って精せい霊れい魔ま法ほうの練習するだけだから。悪いけど一人の方がいいんだ」

「むー……じゃあ帰ってきたら遊んでね！　今日はボクが夜の当番なんだし！」

「ちょっとゼナさん。夜よ伽とぎの時間が使えるのですから、帰宅後の一いつ時ときは私に譲ゆずって貰もらえません？　私だってクルト様と占うらないを交えて相あい性しようをより良くする儀ぎ式しきを行うつもりでしたのよ？」

「ボクの方が言うの早かったもんねー。それが嫌いやなら勝負しよーよ、勝負！」

「うっ……勝負は別にいいのですけれど、内容は協議させて頂きますわよ!?　この前のように一方的に決めて相手の服を全部脱ぬがせた方が勝ちという変な内容は絶対に嫌いやですわ……！」

　矛ほこ先さきを変えてはしゃぐゼナに、淑しとやかそうに見えて負まけず嫌ぎらいのイツミがたじたじながらも応じ始めたのを横目に、クルトはそっとリビングから抜ぬけ出だした。

　居づらくてああ言ったものの、口にした以上はやらなきゃという思いがあるので、館やかたから出て森の中にある湖へと向かう。

「あら。どこかに行くの？」

　……と、出てすぐに森の中に入る小道のところでティアとバッタリ鉢はち合あわせした。

　何も悪いことはしていないのにやはり気まずさがあって、クルトはつい目を逸そらしてしまいながら、

「う、うん。ちょっと湖の方まで」

「一人で？　森の奥おくならともかく、湖には観光で来る人もいるわ。クルトだけで行くのはどうかと思うわよ」

　クルトとは違ちがってエルフらしい端たん整せいな顔でにこりともせず話すティアだけど、彼かの女じよが友人想おもいなのは十分に知っている。だから当然、こちらを心配してくれたティアが次にどうしようとするのかも分かる。

「何かあったら大変ね……わたしが付いていってあげるわ」

「やっ、僕ぼく一人でも平気だよ！　すぐに帰るつもりだしっ」

「そうなの？　そもそも何をしに行くつもり？　魔ま法ほうの練習なら、それこそわたしがいた方がいいはずよ」

「あの、それもするけど、体も動かしたいからっ。湖まで走ろうかなって……だから行ってくるね！」

　言うが早いか、クルトは逃にげるようにその場から走り出す。後ろからティアが何か言おうとする気配がしたけど、振ふり向むかずに森の中へと入る。

　普ふ段だんからレインに鍛きたえられているから、エルフにしては体力がある方だ。天才とはいえ全然体を動かさないティアなら、まず追って走るような真ま似ねはしないし、されても追い付かれない。まあ精せい霊れい魔ま法ほうを使われたら簡単に立場は逆転してしまうけど、どうやらそこまでして追うつもりはないらしく、少ししてから後ろを見ても姿はなかった。

　それを確かく認にんしてクルトは速度を緩ゆるめ、ようやく一人になれた安あん堵どで大きなため息を吐つく。

「はぁ…………やっぱり、このままじゃ駄だ目めだよね……」

　とぼとぼと重い足取りで森を進みながら、ついそんな独り言が零こぼれる。

　花はな嫁よめ候補の三人に護衛兼けん世話役のレインと一いつ緒しよの館やかたで暮らし始めて、もう三ヶ月以上が経たつ。最初はクルトが強い抵てい抗こうの意志を見せていたこともあって、やや硬かたいというか空回った日々だった……けど、生活を共にする中で互たがいの人となりを知り、少しずつ仲良くなっていって、最近では中々いい関係になりつつあった気がする。

　それがここ数日、クルトが初期よりも露ろ骨こつに花はな嫁よめ候補の女性陣じんを避さけているのは、彼かの女じよ達たちとのデートが原因だ。

　──そもそもクルトがゼナやイツミからのアプローチを拒きよ絶ぜつしていたのは、子作りが目的という見ず知らずの相手と、そういう関係になるのが嫌いやだったからだ。子供を作るというのはつまり、家庭を持って子を育てるということだというのがクルトの認にん識しきで、勿もち論ろんその相手は好きな相手がいい。

　だからわざわざエルフとの間に産まれる優ゆう秀しゆうな子供が欲ほしくてやって来たゼナとイツミからの性的なアプローチは避さけていたし、そちらには消極的なティアには世話になっていた。ティアだけは花はな嫁よめ候補というより友人として参加してくれていたから、他の二人には言えない相談も出来たし、彼かの女じよが夜よ這ばい当番の時は何事も無く過ごせたのでとても助かった。

　それが今になって上う手まくいかなくなっている理由はというと──ゼナとイツミが、クルトに対して純じゆん粋すいに好意を抱いだきつつあると知ってしまったからだ。

「……本来なら喜ぶべきことなんだろう、けど……」

　二人が単に子作り目的というだけでなく好意を抱いだいてくれていてアプローチをしてくるのなら、前提条件が変わってくる。クルトだって一いつ緒しよに暮らすうちに二人のことを好ましく思ってきているし、強く拒こばむ理由がなくなるからだ。

　ただしそうなると、一つ問題が出て来る。クルトがこの状じよう況きようをすんなりと喜べない、大きな問題が。

　それは以前にエルフの長老に告げられたこと──クルトの血と精水晶ピユアクリスタルを使った検査の結果、これまでにない反応が出たという件だ。

　つまりクルトとの間に産まれる子供は、これまで確かく認にんされてきた男エルフとの子供とは違ちがって、優ゆう秀しゆうな子供にはならない可能性があるということ。勿もち論ろんこれは可能性で、ちゃんと優ゆう秀しゆうな子供になるかもしれない……が、どうなるかは分からない。

　こうなるとティアを含ふくめた三人の花はな嫁よめ候補の期待には応えられないかもしれない、という危き惧ぐが出て来る。

　そのことがクルトを悩なやませていて、皆みんなとの関係性をギクシャクさせていた。

「どうしようかなぁ……正直に話すべきだとは思うんだけど……」

　産まれてくる子供に関する疑ぎ惑わくがもっと早く知れていれば──例えば同居開始直後くらいに知っていれば、すぐに皆みんなに伝えていた。

　しかしクルトが知ったのは一ヶ月程ほど前のことで、その頃ころには皆みんなとの仲も良くなりつつあったから、言うと悲しませてしまうんじゃないかと思ってしまった。だから実験期間の一年が過ぎてこの関係が終わるまで黙だまっているつもりだった……の、だが。

　ゼナやイツミがクルト個人に好意を持ってくれているのなら、一年が過ぎて同居しなくなったとしても、関係は続くかもしれない。そしてその頃ころにはクルトも一いつ緒しよに暮らす誰だれかのことを結けつ婚こんしたいなと思うくらい好きになっている可能性も、十分に有り得る。

　その時になってから伝えるのは絶対に駄だ目めだと思う。それは分かっているし、伝えると決めたのなら早い方が良いい。

　なのにまだクルトが言えずにいるのは、

「はぁ…………子供目当てで好かれるなんて嫌いやだと思ってたのに、逆に嫌きらわれるかもと思うことになるだなんて……」

　──あくまでもスタートラインは、産まれてくるはずの子供が優ゆう秀しゆうになるというところだ。そうでなければ将来の長老候補と目されているティアは勿もち論ろん、強い子供や魔ま力りよくに優すぐれた子供が欲ほしいゼナとイツミも婚こん姻いんの申もうし込こみなんてしてこなかった。

　前提条件が崩くずれるということはつまり、同居する理由もなくなることに繫つながる。

　もしかしたらそこまではいかないのかもしれないが……どちらにしろ、嫌きらわれたくないという気持ちが告白を邪じや魔ましていた。言わないのは自分を好きになってくれつつある彼かの女じよ達たちに対してフェアじゃないから、絶対に言うべきだと分かっているのに。

　情けないと自己嫌けん悪おで夜はあまり眠ねむれないし、後ろめたさが邪じや魔まをして今まで通りには振ふる舞まえない。今日だって午前中の暇ひまな時間に伝えようと思っていたのに、結局は言えないまま午後になってしまった。

「どうしようかなぁ…………何とか話す切きっ掛かけを作って……いっそレインか長老様に協力して貰もらって……」

　呟つぶやきながら森の中を歩くけど、解決策は湧わいてこない。

　というか、どうすればいいかなんて最初から分かっている。キチンと話す、その一いつ択たくだ。

　それが出来ずにいるから、こうして足取り重く一人の時間を過ごす羽目になっていた。

「…………とりあえず、精せい霊れい魔ま法ほうの練習をしようかな……すぐには帰り辛づらいし……」

　宣言通り湖には向かっていたし、出で掛かけているレインが戻もどるまでの時間潰つぶしの意味も込こめて、ちゃんと練習しようと決める。言っておいてやらないのは後味が悪いし、これ以上負い目が増えるとストレスで寝ね込こみかねないし。

　道と呼ぶには人も獣けものも殆ほとんど通った形けい跡せきのない茂しげみの間をクルトは歩き、湖を目指す。

　いつの間にか館やかたからは結構離はなれた場所まで来ていて、湖まではもう五分かそこらの距きよ離りだった。となると、どれだけ長い間、情けない思考に没ぼつ頭とうしていたのか。途と中ちゆうで転ばなかったのが不思議なくらいだ。

「怪け我がしたら心配かけちゃうし、魔ま法ほうの練習の時は集中しないと…………ん？」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやいていたクルトだが、進行方向のやや左手にある茂しげみが不自然に揺ゆれた気がして、足を止めてそちらを注視する。

　するとまた茂しげみが揺ゆれ、その横から一つの影かげが現れた。

　一いつ瞬しゆん大型の獣けものか何かかと思ったが、『叡えい智ちの森』には凶きよう暴ぼうな獣けものはいないのでそこまで慌あわてずに見てみると、どうやら女性らしい。それもエルフではなくて、平へい人じん種しゆか、もしくは外見特とく徴ちようの少ない種族に見えた。

　薄うす手でのコートにロングブーツという格好の彼かの女じよもクルトを発見したらしく、何やらパッと表情を明るくしてこちらへと小走りで寄って来て、

「あのっ、現地の人でしょ!?　集落の場所って分かるっ？」

「へっ？　集落って……エルフの？」

「そうそう、この『叡えい智ちの森』に一つだけある集落！　私、そこから来たはずなんだけど迷っちゃって……それで、場所は分かるのっ？」

　寄って来た彼かの女じよは平へい人じん種しゆなら恐おそらくイツミと同じ年とし頃ごろのはずだけど、興奮気味で落ち着きは全然感じられない。

　そんな彼かの女じよに圧おされつつ、事情を理解したクルトは安心して貰もらえるよう笑え顔がおを作り、

「あ、はい、一応。案内しましょうか？」

「お願い！　ああもう、本当に助かったわ！　こんな所で集落のエルフさんに出会えるなんて、私にもまだ運が残って…………？」

　歓かん喜きに涙なみだぐんでいた彼かの女じよだけど、何な故ぜかクルトの顔をまじまじと見て、小さく首を傾かしげる。

「……あの…………エルフ、だよね？」

「……はい、エルフです。あんまりそれっぽく見えないですけど」

　苦く笑しようするしかない質問に、クルトは怒おこることなく返す。初対面なのに割と酷ひどい反応だけど、まあ仕方ないといえば仕方ない。

　だってエルフといえば、容姿端たん麗れいでガラス細工のように華きや奢しやな種族だ。例外なくそのはずなのに、クルトの外見は全然それに足りていない。特に集落から来たのなら、何人ものエルフを見たはずだから違い和わ感かんがあってもおかしくない。

　男エルフに分化する前からそういう意味では特とく殊しゆだったので、今いま更さらこの程度の反応で傷付いてなんていられなかった。……まあ、ほんのちょっと心が曇くもる時もあるけど。

　言った女性も失言だと思ったのか慌あわてて手を横に振ふり、

「あっ、違ちがうの、変な意味はなくて……気を悪くさせたらごめんなさいっ」

「や、大だい丈じよう夫ぶです。それより、集落に向かいましょうか」

　気にされる方が厄やつ介かいなのでそう促うながして、クルトは集落に向かって歩き始める。すぐに迷子の女性もクルトの横に寄より添そうように付いて来て、やや気まずそうに笑えみを見せた。

「ごめんなさいね、迷めい惑わくかけちゃって。私、シーダって名前で、ここには観光で来て……他にも一いつ緒しよに来た人ひと達たちがいたんだけど、珍めずらしい花があったからつい観察していたら、私だけはぐれちゃって……」

「この辺りは木と茂しげみが多くて視界が悪いですから。お姉さんは観光に来たんですか？」

「ええ、伝説の湖に行きたくて。『湖岸の主の恋こい人びと』が笛を吹ふいていたという場所を一目見たかったの。ガイドはなかったからどの辺りで彼かれと人魚が語らっていたのか、笛を吹ふく時に座すわっていた場所はどこなのかも分からなくて、逆に想像を搔かき立たてられて良かったわ……！」

「…………」

　感動した面おも持もちのシーダに、クルトは何も言えない。その伝説の男エルフが、『叡えい智ちの森』の住民には伝説の変態として扱あつかわれているのは、彼かの女じよには知らせない方がいいだろう。

　うっとりとした表情をしていたシーダだが、すぐに顔色を曇くもらせ、

「……でも、迷子になるだなんて思わなかったわ。地図を持っていたのは他の人だし、そもそもあの地図を見てもざっくりとした場所しか書いてなかったし……何度も湖に行ったことがあるって人が先導してくれたから何とかなったけれど……」

「『叡えい智ちの森』はエスキノの町側ならともかく、集落を越こえて奥おくに進むと似たような景色が多いし、季節が変わったり次の年になったりするとガラッと変わっちゃうから。エルフの案内がないと厳しいと思いますよ？」

「それは痛感したわ……そういえば、あなたは集落の人でしょ？　どうしてあんな所に？」

「あ、僕ぼくは集落じゃなくて近くに住んでいて、湖に行く途と中ちゆうだったんで……でも集落の場所はちゃんと分かりますから、安心してください」

　不安にさせるとまずいかな、と思って慌あわてて付け加えると、シーダはやや不思議そうな表情になる。

「近くって、エスキノの町のこと？　『叡えい智ちの森』にはエルフの集落以外の町はないって聞いていたけど……」

「あ、や、集落とはちょっと離はなれた場所に家があるってだけです」

「そうなんだ……あの集落以外の場所に住んでいるエルフもいるのね」

　納なつ得とくしたように頷うなずくシーダの姿に、クルトも良かったと胸を撫なで下おろす。流石さすがに事情を一から説明する気にはなれないし、言えないことも多いのでたぶん怪あやしい説明になる。

　なるべく遠い話題にしようと考えるクルトだったが、その時前方に人ひと影かげがあることに気付いた。それも複数で、共通しているのは軽装の男性ということ。

　もしかして、と思いながら彼かれ等らの方を指差し、

「あの、シーダさん。一いつ緒しよに来たのって、あの人ひと達たちですか？」

「えっ、どこに…………あっ、そうよ！　良かった、探しに来てくれてたんだ……！」

　嬉うれしそうにはしゃいだ彼かの女じよはクルトの腕うでに抱だきついてきて、そうしながらもブンブンと大きく手を振ふる。

　それに気付いたのか男達たちもこちらへと寄って来て、数えてみると年ねん齢れいがバラバラな五人が皆みな安あん堵どの表情を浮うかべていた。

　クルトもつられて顔を綻ほころばせながら、しがみつくシーダに声を掛かける。

「無事に合流出来て良かったですね。一応、集落まで僕ぼくも一いつ緒しよに行きます？」

「うん、一いつ緒しよに来てくれるのは嬉うれしいな。でもごめん、行くのは集落じゃないよ」

「……へっ？」

　彼かの女じよの言っている意味が分からず、どういうことなのか訊きこうとして──ゴッ、と強い衝しよう撃げきがクルトの後頭部を襲おそってきた。

「っぐ……?!」

　籠こもった呻うめき声をあげたクルトだが、何が起きたのか分からず、痛みさえ感じないまま目の前が急速に暗くなり……意識を失った。




　──そして次に目を覚ましたのは、見知らぬ場所でイスに縛しばられているという、冗じよう談だんとしか思えないシチュエーションでだった。




　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　◆




「…………………………えらいことになっちゃった……」

　ぽつりと呟つぶやいたクルトの言葉は、同じ室内とはいえ入り口近くの少し離はなれた場所にいる連中には聞こえなかったみたいだった。

　しかし彼かれ等らの話はクルトの耳に届き、おかげでというか何というか、どうしてこんな状じよう況きようになったのか少しずつ理解は出来ている。

「しかし運が良いいというか、良すぎて拍ひよう子し抜ぬけだな。どこにいるかも分からない金の卵を産む鶏にわとりを探しに来たら、向こうから袋ふくろの中に入って来たようなもんだ」

「じっくり数週間は偵てい察さつに費ついやす予定だったもんな。まさか初日にターゲットを捕つかまえるだなんて、別働隊の奴やつ等らは信じられないだろうよ」

「普ふ通つうは信じないさ。何しろ『叡えい智ちの森』だ、力ちから業わざが殆ほとんど通じない場だからな」

「攻こう撃げき意思のある魔ま法ほうは駄だ目め、火を使えば神しん霊れい樹じゆを介かいして長老にバレる、物理的に狙そ撃げきしようにも対象を殺したら意味が無い……八はつ方ぽう塞ふさがりで地道に進めていくしかないから、こんな面めん倒どうな作戦になった訳だ」

「完全に無む駄だに終わったけどな。準備にしこたま金使ったってのに」

　交かわされる男達たちの会話を聞いて、クルトは事態をほぼ把は握あく出来た。

　つまり自分は、彼かれ等らに誘ゆう拐かいされたらしい。それも計画的に誘ゆう拐かいするつもりが不意にチャンスが訪おとずれたので思わず攫さらっちゃいました、みたいな感じで。

　よくよく見れば、森にいた連中も混ざっている。シーダと名乗った女性はいないみたいだけど、グルなのは間ま違ちがいないはずだ。

　この小屋だって、建物自体は古そうだけど床ゆかは掃そう除じしてあるみたいだし、隅すみに置いてある彼かれ等らの荷物や寝ね袋ぶくろ以外に余計なものが殆ほとんどない。箱に入った山盛りの食料からすると、かなりの人数がいるか、もしくは長期戦を覚かく悟ごしていたのが分かる。

　いつから計画していたのか、少なくとも思い立って数日ではないだろう。もしかしたら男に分化したエルフがいると情報が流れた直後から練られていたものなのかもしれない。

　……なのに思いがけずあっさり捕つかまえたものだから、小屋のムードは喜びより戸と惑まどいの方が強かった。おかげでこんな状じよう況きようなのに、クルトもいまいち恐きよう怖ふが湧わいてこない。

　と、話していた男達たちの一人がこちらを見て、

「機会を逃のがさず咄とつ嗟さに上う手まくやったもんだが……本当にあれがターゲットなのか？　あんまりエルフっぽくないぞ？」

「確かに耳はエルフの特とく徴ちよう通りだが、どちらかというと俺おれ達たち平へい人じん種しゆに近いな……エルフは男も美形だって聞くが」

「ターゲットと間ま違ちがって無関係なのを連れて来たってことはないよな……だとしたら計画の漏ろう洩えいを防ぐ為ためにも始末しないとならないぞ」

　会話の流れで『そうです、僕ぼくはエルフじゃないんです』と口を挟はさもうとしていたクルトだが、慌あわてて口を噤つぐんで様子見を続行する。危あやうく自分から死にに行くところだった。

　ただ、こうしているだけじゃ状じよう況きようは変わらない……というか、悪化するだけなのは間ま違ちがいないと思う。

　まさかエルフの集落に移動したってことはないだろうから、この小屋は『叡えい智ちの森』の外にあるはずだ。急に誘ゆう拐かいが成功したから移動手段が追い付いていなかったんだろうけど、さっき話していた別働隊とやらが馬車を用意して来たらそこで終わりになる。

　どうにかして逃にげ出ださなきゃいけない。イスに縛しばられて、手も一いつ緒しよに後ろで固められてしまっている、この状態で。

　幸いにも口は塞ふさがれていないから、集中すれば精せい霊れい魔ま法ほうは使える。ただしクルトの実力だと、発動まで時間は掛かかるし、同時に数人を倒たおすか動けなくするのは難しい。

　やるなら一発勝負になるから機会を窺うかがわないと、と状じよう況きよう打破の為ために頭を働かせ始めたクルトだが、その時誰だれかが小屋の中に入って来るのが見えた。

　その姿に、思わず口を小さく開ける。現れたのはシーダで、森で見かけた時と違ちがってコートの代わりにジャケットを羽織っていた。森で話していた時のやや子供っぽい雰ふん囲い気きはなくなって、落ち着きの中に鋭するどさを潜ひそませている。

　ちらりとこちらを見たシーダはすぐに男達たちの輪に加わり、彼かれ等らの疑念を一いつ蹴しゆうした。

「間ま違ちがいなく彼かれがターゲットの男エルフよ。長老に匿かくまわれているという情報があったけれど、集落には住んでいないと分かっていたわ。長老の孫まご娘むすめや護衛を含ふくむ数人と、集落とは別の場所で暮らしているらしい、って」

「それは聞いている。だが、こいつがターゲットだって保証は？」

「数日前にエスキノの町で長老の孫まご娘むすめが目もく撃げきされて、その時に一いつ緒しよにいた人物がいるという証言があるのよ。複数人で、ここにいる彼かれ以外は女性だったと聞くわ」

「それだけだと確証には至らんぞ。こいつがエルフだっていうのは何となく分かるが……」

「じゃあ折角のチャンスをふいにしろって言うの？　エスキノの調査班が今日は週に一度の護衛らしき有ハ翼ー人ピ種ーが町に来る日だって言っていたから、彼かの女じよを尾び行こうして住すみ処かを突つき止とめてからの方が確実だと思っているのかもしれないけど、気取られたらもっとやりづらくなるわよ。それに、ちゃんと話をして情報と一いつ致ちしているのを確かく認にんしているわ」

「あー……分かった、了りよう解かいだ。脱ぬがしてモノがあるか見れば済む話だしな」

「それは……どうかしら。エルフは分化してから体が作り変わるのに時間が要いるっていう話だけれど……」

　よく調べているシーダの言葉に、話をしていた全員の視線がクルトに集中する。

　求められていることは分かるし、無言でいても強ごう引いんに脱ぬがされたら結果は同じなので、クルトは言葉を選びながら答えた。

「……シーダさんの言う通り、僕ぼくの体はまだ生せい殖しよく機能がないよ。脱ぬがされたって何もないし、当然子供だって作れないから」

「やっぱりそうなの？　まあいいわ、そこは時間が解決してくれるものね。クライアントも織おり込こみ済みのはずだから」

　シーダの言葉に、クルトは奥おく歯ばを嚙かんで悔くやしげな表情をしつつ、情報を整理する。あの感じだと、やっぱり営利誘ゆう拐かいだろう。彼かの女じよ達たちが必要だから誘ゆう拐かいしたんじゃなくて、仕事として誘ゆう拐かいした……となると、普ふ通つうの説得は無む駄だなだけだ。

　だとすれば、誘ゆう拐かいする意味がないと納なつ得とくさせなければならない、けど……

「……シーダさん達たちが僕ぼくを狙ねらったのは、子供目当て？」

「ええ、そうよ。優ゆう秀しゆうな子供を血族に、という人は多いの。親切にしてくれたあなたには悪いけど、お金には換かえられないから。ごめんなさいね」

「謝あやまられても困ります、けど……その依い頼らい、失敗になるかもしれませんよ」

「あら。どういうこと？」

　どこか余よ裕ゆうを感じさせる微ほほ笑えみを浮うかべて近寄ってくるシーダは、聞くつもりがあるように見せて、実際は行動を変えるつもりはないんだろう。それくらいクルトにも分かる。

　だが、彼かれ等らがプロだというのなら無視出来ないはずの情報がある。あまり言いたくないけど、少なくとも時じ間かん稼かせぎにはなりそうな情報が。

「依い頼らいをしてきた人が求めているのは、優ゆう秀しゆうな子供を作れる相手でしょう？　でも、僕ぼくとの子供がそうなるとは限らないんです」

「…………へえ、興味深い話ね？　男エルフとの間に出来る子供は、女性側の種族で優ゆう秀しゆうな子供になるって決まっているのに？」

「僕ぼくの場合、ならないかもしれないって。分化してからの検査結果を見た長老様がそう言ってましたから、噓うそだと思うなら集落にいる長老様に訊きいてみるといいです」

　そうクルトが言い放つと、小屋の空気が一変した。

　重い沈ちん黙もくが部屋の中に満ちて、男達たちは互たがいに顔を見合わせる。シーダだけはクルトをじっと見てくるけど、表情からは笑えみが消えていた。苦くるし紛まぎれの噓うそか、それとも真実を口にしたのか、窺うかがっているのが分かる。

　ここは勝負に出るべきだと、クルトは真しん剣けんな面おも持もちで続けた。

「僕ぼくが男の体になるのにまだ数年は掛かかるし、その後で子供を作ったら凡ぼん庸ような子しか産まれなかったとなったら、依い頼らいした人は絶対に怒おこると思いますよ。僕ぼくの命は勿もち論ろん、シーダさん達たちだって危険です」

「……そう、かもね。今回のクライアント、割と大きな国の王族だから。政略結けつ婚こんにも使える大事なカードを切って、時間もたっぷりかかって、それが無む駄だに終わったら……うん、私わたし達たちにも制裁が下りそう」

「おいおい、こいつの言うことを信じるのか？　それに、本当だとしても金を貰もらったら他よ所その国に逃にげればいいだけだろう？」

「いや、そいつは悪手だろ。俺おれ達たちみたいな悪党だからこそ信用がなけりゃ潰つぶされて終わりだ。大金が手に入るって言っても、皆みんなで分けたら数年遊べる程度の金だぞ？　仕事が出来なくなる上に狙ねらわれる羽目になるんじゃ、割に合わん」

「じゃあどうするって言うんだ？　これだけの大仕事、もう二度とないかもしれんぞ。それを捨てるっていうのか？」

　もたらした情報は予想以上の効果で、誘ゆう拐かい犯達たちは口々に意見をぶつけ合う。さっきまでのやや緩ゆるんだ空気から一気にピリついて、十人以上の男達たちが真しん剣けんな面おも持もちで真しん偽ぎと方針を検討している。

　出来ればこの隙すきに精せい霊れい魔ま法ほうを使って……といきたかったけど、シーダだけは相変わらずクルトから視線を外してくれないので、下へ手たに動くのは止めておく。

　彼かれ等らの話に出た別働隊だけでなく小屋の外にも人の気配はあるし、これがもっと大きな議論になってくれれば、それだけクルトが脱だつ出しゆつする機会も──

「うん、だったら国に売るのは止めておきましょうか。ちょっと値ねは下がるけど別のクライアントに売るってことで」

「……………………えっ？」

　全く想定していなかったプランを出してきたシーダに、クルトは思わず小さく声を上げる。わいわい話していた男達たちも、静まり返っていた。

　皆みんなの注目を集める中でシーダはにこやかに微ほほ笑えみ、クルトの額を指で軽く突ついて、

「あなたを欲ほしがっているところはたくさんあるの。あっちが駄だ目めならこっち、ということで、優ゆう秀しゆうな子孫を欲ほしがっている国や組織じゃなくて、単に稀き少しような男エルフだから欲ほしがっている好こう事ず家かに売り飛ばしましょう」

「なっ、何それっ!?　そんな人がいるの?!」

「いるのよ、桁けた違ちがいのお金持ちの中には、とんでもない変わり者が。他のクライアントには誘ゆう拐かいには至らなかったと伝えましょうか」

「……そうだな、丸く収まるならそっちの方が良いい。多少貰もらいが減ったとしても敵を作るよりマシだ」

「いや全然丸く収まってないよ、僕ぼくが売られるのに変わりないじゃん!?　しかもより怪あやしいところに……！」

　ちっとも望んでいない展開にクルトは頭を抱かかえたくなるけど、縛しばられているからそれすら出来ない。

　しかも周りの雰ふん囲い気きは『いやー、一時はどうなることかと』みたいな大団円ムードで、これ以上の議論はなさそうだった。誘ゆう拐かいなんてするアウトロー集団なんだからもっと盛せい大だいに揉もめろと言いたくなる。

　秘密を告白するだけで解放される……なんて甘あまい考えは始めからしていなかったけど、まさか数分と持たずに解決されるとは思わなかった。しかもクルト自身の解決にはまるでなっていないし、売られる先が不ふ穏おんすぎる。

　こうなったら多少強ごう引いんにでも逃にげる算段を立てないとまずい。不幸中の幸いで、好こう事ず家かに売るというのが本当なら、商品を傷付けるような真ま似ねは出来ないはずだ。それならクルトにもチャンスはある……かもしれない。

　とりあえず、この状態をどうにかしないと。手と体を縛しばられていてはどうにもならないから、こっそり縄なわを切るところがスタートラインだ。

　こっそりと風の精せい霊れい魔ま法ほうで縄なわだけ切るのは難しいが、やるしかない。魔ま法ほうを使おうとすると淡あわく発光してしまうので、隠かくれている手だけに留とどめて、出来れば発動したのも気付かれないように。

　森に来る前ならまず不可能だったはずだけど、今なら可能性はある。精せい霊れい魔ま法ほうの練習はよくしていたし、天才と名高いティアが付き合って助言までしてくれた。

　そして脱だつ出しゆつだって、レインから魔ま法ほう以外の鍛たん錬れんは受けているし、ゼナから組技わざを教えて貰もらっている。不意打ちにはまるで対応出来なかったけど、こちらをエルフと侮あなどっているなら逃にげ切きるくらい出来るはずだ。

　……とまあ、そんなに都合良くいかないことはクルトも分かっている。

　けど、やるしかない。男エルフという稀き少しよう性から誘ゆう拐かいのリスクはあると長老やレインからずっと言われてきたのに、のこのこ一人で出歩いた挙げ句に捕つかまって、その上逃にげるアクションすら起こせないなんて最悪にも程ほどがある。

「………………」

　ガックリと項うな垂だれる振ふりをして、クルトは集中を高めると同時に周囲を観察する。男達たちは少し気が緩ゆるんだみたいで、シーダは少し離はなれた位置に移動しこちらを見ていた。やっぱり一番油断ならないのは彼かの女じよだ。

　失敗すれば、次からは一気に警けい戒かいされる。だから最初で最後のチャンスだと思って、慎しん重ちように、やると決めたら迷わず動くしかない。

　まず縄なわを切って、続いて部屋の中で木か風の精せい霊れい魔ま法ほうを使って場を混乱させ、それに乗じて脱だつ出しゆつ。外に見張りがいるみたいだから、それにも注意しつつ『叡えい智ちの森』に向かって走る。もしここが森から離はなれた場所なら、まずは身を隠かくせる所を見つける──

　頭の中で脱だつ出しゆつプランを纏まとめつつ、クルトは風の精せい霊れいを招くべく魔ま力りよくを高めようと意識を集中させて……

「………………？」

　魔ま法ほうを使う準備に入り、クルトは不思議なことに気付いた。

　さっきまで少なかったはずの小屋内の精せい霊れいが、少し増えている。

　それだけじゃなくて、目には見えない風の精せい霊れいが自分の周囲をくるくると飛び回っているのが感じられた。

　これはどういうことなんだろうとつい精せい霊れいを目で追ってしまうと、それに気付いたのか風の精せい霊れいはクルトの目の前で止まり、

『──目を閉じるか、顔を伏ふせなさい』

　そよ風と共にそんな声が聞こえた、次の瞬しゆん間かん。




「──《爆鎖火蓮ドミノフレア》！」




　聞き覚えのある声にクルトは反射的に顔を伏ふせたその刹せつ那な──頭上を襲おそった爆ばく炎えんと脳まで揺ゆさぶる凄すさまじい轟ごう音おんが、小屋の中を支配した。

「──────?!」

「～～～～～!?」

　誰だれかの悲鳴がした気がするけど、凄すさまじい音に搔かき消けされてクルトの耳には届かない。というか、手が使えないから耳を塞ふさげなくて大ダメージでそれどころじゃない。意識が飛びそうになるのを堪こらえるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　肌はだをちりつかせる爆ばく炎えんと轟ごう音おんは数秒で収まり、クラクラしながらもクルトは状じよう況きようを把は握あくすべく顔を上げる。

　視界に入ったのは、変わり果てた小屋の姿だ。古いながらも広めでしっかりした造りに見えた木造の小屋が、天てん井じようを含ふくむ上半分が綺き麗れいさっぱり吹ふき飛とばされていた。

　呆あつ気けに取とられるクルトだが、小屋に居た誘ゆう拐かい犯達たちも酷ひどい有あり様さまだ。シーダを含ふくめて、立っている人は誰だれも居ない。倒たおれているか座すわり込こんでいるかの二に択たくで、誰だれもが突とつ然ぜんの音と衝しよう撃げきにやられたみたいだった。

　小屋の上半分が吹ふき飛とんだのに、瓦が礫れきは殆ほとんど無い。焼やき尽つくされた、という程ほどの熱量は感じなかったから、衝しよう撃げきで吹ふっ飛とんだのだろう。

　どうすればこんな爆ばく発はつが起こせるのか、その正解をクルトは知っている。いくつもの刻印環キヤストリングを持った、凄すご腕うでの紋もん章しよう魔ま法ほうの使い手を。

　……と、異装を纏まとう年上の女性の姿を脳のう裏りに思おもい浮うかべたクルトの前に、上から落ちてくる影かげがあった。

「とうっ！　クー太のピンチにババンと登場～！」

「ぇ、ゼナっ?!　ど、どこから出て来たの!?」

　いきなり現れた少女に目を丸くして訊たずねると、吞のん気きな笑え顔がおを浮うかべたゼナは指を上へ向け、

「ほら、邪じや魔まなのがなくなったから、ジャンプして。トランポがなくてもこれくらい余よ裕ゆうでいけちゃうからねー」

「余よ裕ゆうって……周りの壁かべ、まだ僕ぼくの背せ丈たけくらいは残ってるんだけど……」

　それにクルトがいるのは壁かべ際ぎわじゃない。その前方に着地するなんて、どれだけ跳ちよう躍やくしたのかすぐには想像がつかなかった。

　だけどそんなことより、

「ちょっ、のんびり話す前に助けてよ!?　縄なわをっ、ほら向こうで復活し始めてるし！」

「んー？　でもさ、動けないクー太を好きにして良いっていうのも魅み力りよく的じゃん？」

「全然同意出来ないよ、それっ！　え、あのっ、何しに来たの?!」

　腰こしに手を当てて余よ裕ゆうの態度を見せるゼナだけど、彼かの女じよの背後では誘ゆう拐かい犯達たちが立ち上がり始めている。手にナイフや鉄棒を持った男もいるし、半分壊こわれたドアから外にいた連中も駆かけつけてきた。

　そしてシーダも、頭を押おさえながらも手に小さなナイフを持って立ち上がり──

「このっ……ぇ!?」

　ゼナに襲おそいかかろうとした彼かの女じよの体に、いきなり横から伸のびてきた太い蔦つたのようなものが巻き付く。ぐるりと腕うでや腰こしに巻き付いたそれに床ゆかへと抑おさえ付つけられて、シーダは足をばたつかせることしか出来なくなった。

「これってもしかして……って、僕ぼくまで!?」

　謎なぞの蔦つたが伸のびてきたのはシーダにだけじゃなくて、クルトの体にも巻き付いてきた。

　イスごと絡からめ取られたクルトはそのまま後ろへと引っ張り上げられて、壁かべの外まで強ごう引いんに運ばれる。

　壁かべを越こえて地面に下ろされると、そこには二人の女性が立っていた。

「クルト、怪け我がはない？」

「ティアっ、それにイツミさんも……！」

「ご無事で何よりですわ。乱暴をされたのではありませんか？」

「それは大だい丈じよう夫ぶ、だけど……でも、どうやってここを？」

　周りを見み渡わたすと街かい道どうから少し外れた林の中で、少なくとも『叡えい智ちの森』の外だ。

　日の位置からすると誘ゆう拐かいされてから一時間くらいしか経たってなさそうだし、三人が揃そろっているということは適当に探し当てたってことはないはずだ。

　肝かん心じんの方法が分からなくて訊たずねたクルトに、魔ま法ほうで蔦つた状にしていた木の枝を戻もどしながら平然とティアが答える。

「少し様子がおかしかったから、《緑の絨じゆう毯たん》を使って湖に先回りしたの。なのにいつまで待っても来ないから、神しん霊れい樹じゆを介かいして植物から情報収集したのよ。そうしたらクルトらしき人が攫さらわれて運ばれている途と中ちゆうだっていうから、風の精せい霊れいに後を付けて貰もらったの」

　さらりとクルトにはとても真ま似ね出来ない高等な精せい霊れい魔ま法ほうの使い方をしていた。さっき纏まとわり付ついていた風の精せい霊れいは、追つい跡せきと偵てい察さつに使っていたものだろう。

　……と、ティアはクルトから壁かべの向こうに視線を移し、

「全く……自信があるのはいいけれど、優先順位を間ま違ちがえないで頂ちよう戴だい。それから、本当に一人でやれるの？」

「もっちろん！　たくさんいるし、久々に戦えてわくわくするなー」

「私もあと一いち撃げきくらい紋もん章しよう魔ま法ほうを使いたかったですわね……集団相手では加減が難しいのでやり過ぎになってしまいますけれど」

「じゃあさっきのは、やっぱりイツミさんの……？」

「ええ。『叡えい智ちの森』では火か炎えん系や高威い力りよくの紋もん章しよう魔ま法ほうは使えませんので、久しぶりに全力を振ふるわせて頂きましたわ」

　心なしかスッキリした表情のイツミがクルトの縄なわを解きにかかるのとほぼ同時に、壁かべの向こうから戦せん闘とうが始まった音が聞こえだした。呻うめき声や何かが床ゆかに叩たたきつけられる音、それに混ざって楽しそうなゼナの笑い声がして、危機感がちっともなさそうなのが分かる。

「大だい丈じよう夫ぶかな……ゼナが本気でやっちゃうと、死人が出そうだけど……」

「誘ゆう拐かいした相手を心配するだなんてクルト様は優やさしいですのね。でもご安心を、首輪は付けたままですから力はセーブされて──」

　イツミが答えてくれた矢先、近くの壁かべが破は壊かいされて、同時に男が吹ふき飛とんでいくのが見えた。ゴロゴロと勢い良く転がって、大きな木にぶつかり止まりはしたものの、ピクリとも動かなくなってしまう。

「………………本当に大だい丈じよう夫ぶなのかな……」

「平気よ。前に彼かの女じよが言っていたもの、『殺す気がないのに死なすのは恥はじだ』って。だから大怪け我がくらいはするでしょうけれど、そんなの自じ業ごう自じ得とくだわ」

「まあ、それはそうだろうけど……っと、ありがとうイツミさん」

　縄なわを解いてくれた礼を言って立ち上がると、どうやら中の戦せん闘とうも終わりに近付いたようで、殆ほとんど音がしなくなる。

　それからややあって、破は壊かいされた壁かべからひょこっとゼナが出て来た。

「んー、イマイチ歯応えがなかったかなー。もっと楽しみたかったのにさー」

「食オ人ー鬼ガが言うと洒落しやれになりませんわよ……あら、そちらの女性は？」

「なんかリーダーっぽかったから連れて来たの。ちゃんと大将首は落とさないと」

「そんな野や蛮ばんな真ま似ねはしないで。『叡えい智ちの森』に入れなくするわよ」

　ティアが拘こう束そくした木の枝はそのままにして引きずって来たのは、拘こう束そく状態のシーダだ。

　ていっ、とクルトの前に俯うつぶせで投げられたシーダは、苦々しげに笑えみを作り、

「やられたわ……高度な精せい霊れい魔ま法ほうに攻こう城じよう級の紋もん章しよう魔ま法ほう、それだけでも苦戦必至なのに、止とどめに食オ人ー鬼ガだなんて。流石さすがにお手上げよ」

「……悪いことはするものじゃないですよ」

「あは、本当にその通りね。でも、折角この場は切きり抜ぬけたんだから、逃にげるなら急いだ方がいいわよ？　こっちに向かっている別働隊は戦せん闘とうがメインの部隊で、少なくとも私わたし達たちのように簡単にはいかないわ」

「丁てい寧ねいな忠告、痛み入るわ。でも、残念ながら無意味よ」

　素っ気なく言い放つティアに、シーダは勿もち論ろん、クルトも訝いぶかしげに眉まゆを顰しかめる。

　どういうつもりでそんなことを言ったのか、その答えはティアではなく、予想外の人物から返って来た。

「──増ぞう援えんはここには来ません。ここで幕です」

「え……あっ、レイン!?　どうして……」

　まるで気配を感じさせないまま小道から現れた有ハ翼ー人ピ種ーの護衛兼けん世話役は、一いつ瞬しゆんだけ地面に横たわるシーダに視線をやってから、クルトへと軽く頭を下げる。

「町で買い出しの最さ中なか、不ふ審しんな視線を感じました。そこにティアリーズ様から《言こと珠だま》で連れん絡らくを受けたので、視線の主と馬車で移動をしようとしていた彼かれ等らの仲間を蹴け散ちらしてから来た次し第だいです」

「え、と……じゃあ、もう……？」

「はい、クルト様の誘ゆう拐かいを企たくらんだ一味は壊かい滅めつです。後にここへ警けい邏ら隊たいが来ますので、それで全て終しゆう了りようとなります」

「…………信じられない……騎き士し団の小隊と比べても引けを取らない戦力を、まさかたったの一人で……!?」

「あの程度であれば問題ありません。ゼナ様相手の方がまだ苦労させられたでしょう」

「うー、やっぱレーさんいいなー…………戦いたいなー……」

　無表情で語るレインを、ゼナは頰ほおを紅潮させて見つめる。そんなおかしな光景の中で、愕がく然ぜんとしていたシーダはやがて力無く俯うつむいた。

　こうして誘ゆう拐かい事件は、無事に決着がつき……

　──まだ決着がついていない事態に、クルトはけりをつけると決めた。




　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　◆




「……歩いて帰るのは面めん倒どうね。クルト、やっぱり《緑の絨じゆう毯たん》を使いましょう。あれなら五分も掛かからず帰れるわ」

「ちょっとティアリーズさん、お待ちになって。行きに使った時、あれは二人分の重さにしか耐たえられないと……」

「ええ、だからゼナさんには自力で走って貰もらったでしょう？　帰りはわたしとクルトで乗るから、イツミさんは徒歩になるわね」

「こんなところで残されても困りますわよっ!?　エルフの案内なしで『叡えい智ちの森』を歩けだなんて無む謀ぼう過ぎますわ……！」

「ボクは別にいーよ。あの飛ぶヤツと競争するの、たのしーから！」

　わいわいと喋しやべりながら歩く三人の花はな嫁よめ候補を、クルトは少し後ろから眺ながめていた。

　今は『叡えい智ちの森』にある館やかたへの帰り道で、レインはやってくるはずの警けい邏ら隊たいに誘ゆう拐かい犯の引ひき渡わたしと説明をする為ためにあの場へ残っていた。

　四人で徒歩での帰き途とになったが、恐おそらく館やかたに着いた頃ころにはレインも戻もどるだろう。そうしたらむざむざと誘ゆう拐かいされたクルトが説教コースになるのは間ま違ちがいない。

　だからその前に、クルトは三人に伝えなければならないことがあった。

「……あの、ちょっとごめん。少しだけ僕ぼくに時間をくれるかな」

「クー太？　どしたの、もう疲つかれちゃった？」

「や、そうじゃなくて、皆みんなに言わなくちゃならないことがあるんだ」

　声に含ふくまれた真しん剣けんさに気付いたのか、三人は足を止めて振ふり返かえった。

　クルトも立ち止まり、小さく息を吸って……まだ少し怖こわいけど、しっかり前を向いて三人の顔を見る。

　今回の誘ゆう拐かいで唯ゆい一いつ良かった点があるとすれば、覚かく悟ごが出来たことだと思う。嫌きらわれてでもちゃんと彼かの女じよ達たちと向き合う、その覚かく悟ごが。

　だからクルトは不思議そうにこちらを見る三人に、この数日言おうとしても言えなかったあの事実を口にする。

「えっと……僕ぼくとの間に出来る、子供の件なんだけど。前に長老様から教えられた、重要なことがあるんだ」

「えー、なになに？　もしかして、そろそろ子作り出来るようになるのっ？」

「それはたぶんまだ時間が……問題なのは、子作りが出来るようになったとしても、産まれてくる子供が必ずしも優ゆう秀しゆうになるとは限らない……ってことなんだ」

「…………ふえー？」

「…………ど、どういうことですの……？」

　突とつ然ぜんの告白に、ゼナはキョトンとしてしまい、イツミはあからさまに狼狽うろたえる。

　そして日ひ頃ごろは冷静沈ちん着ちやくなティアも、流石さすがにこれには…………まるで変わらず、いつも通りの無表情だった。

　むしろいつも以上に冷めた表情で、ため息混じりでクルトを見やり、

「何かと思えば、そのこと？　わざわざこんな所で……別に今じゃなくても、ご飯の時にでも話せば良かったじゃない」

「あ、れ……？　もしかしてティア、知ってた……？」

「わたしがどうしてあの館やかたにいると思っているの？　研究の一いつ環かんでもあるのだから、長老様から教えられているに決まっているじゃない」

「なっ、ティアリーズさんは知っていましたの?!　でしたら教えて下さっても……」

「だってわたしには問題ないもの。重要なのは性的興奮がエルフの成長にどれだけの影えい響きようを及およぼすかで、産まれてくる子供に関しては別問題よ。そもそも子供目当てではなくて、クルトだから協力しているのだし」

　ふぅ、と小さく息を吐はいたティアは長い銀ぎん髪ぱつを手で後ろへと流しながら、

「クルトの血を使った検査の結果、普ふ通つうの男エルフとは違ちがう反応が出たのは事実よ。ただし分かるのは『前例が無い』ということだけ。産まれてくる子供がどうなるか、それはまだ分からないわ」

「……うん、そうらしいんだ。だから僕ぼくとの間に子供が出来たとしても、絶対に優ゆう秀しゆうな子になる保証はない、って」

　説明の大部分をティアに持って行かれてしまったものの、ちゃんと伝えることは出来た。そしてもう一つ、クルトは話しておくべき提案がある。

　騙だまされたと詰なじられるのならそれも受け止めるし、侮ぶ蔑べつして去られても仕方ないと思う。どうなるにしろ、あの館やかたで残りの期間も暮らし続けるのか、花はな嫁よめ候補という立場の彼かの女じよ達たちにはキチンと考え直して欲ほしいという提案を──

「んー……どうなるのか分かんないかぁ。それじゃ、たくさん子供作んないとダメだねー」

「………………えっ？」

　珍めずらしく考える仕草をしていたゼナから飛び出た言葉に、大事な提案をするはずのクルトはポカンとした表情になる。

　しかも予想外の発言をしたのはゼナだけじゃなくて、

「……確かに、その通りですわね……というより、何人か産む必要があるとすれば…………やはり一刻も早くクルト様に大人の体になって頂かないと、先に私が時間切れに……!?」

「あ、れ、イツミさんも……？　なん、どうして……」

　未来という恐きよう怖ふにわなわなと震ふるえ出すイツミだが、クルトを批難する言葉は一いつ切さい出て来ない。あっけらかんとした様子のゼナも、大事な告白をそこまで気にしていないようだった。

　呆あつ気けに取とられたクルトは、藪やぶ蛇へびだし失礼だとは思いながらも疑問を口にする。

「あの……怒おこらないの？　それに、もう止めたってならないの？」

「あら……クルト様は妙みようなことを言いますのね。そんな風になるはずがありませんわ。早く教えて貰もらいたかった、とは思いますけれど」

「ボクはいつでも良かったけど、ティー子だけ知ってたのはずるいと思うなー」

「え、や、ポイントはそこなのっ？　だって、僕ぼくと子供を作る意味がなくなるかもしれないっていうのに……」

　そこが一番重要な部分のはずなのに、クルトの発言にゼナとイツミは不思議そうに顔を見合わせる。見守っていたティアも、またため息を吐ついていた。

　完全に一人だけ分かっていない状態のクルトに、まずはゼナが下からずいっと顔を近付けてきて、

「だってちゃんと強い子が出来るかもしれないし、そうじゃなくてもクー太との子供だもん。そんなの欲ほしいよ、意味あるよ？」

「そうですわ。もし魔ま力りよくに劣おとる子供になったとしても、それは私とクルト様の子供ですもの。愛いとしい殿との方がたとの間に出来た結けつ晶しようならば、どうにしろ喜ばしいですわね」

「………………」

　二人の口から語られた言葉に、クルトは呆ぼう然ぜんと立たち尽つくす。

　そこに止とどめを刺さしたのは、肩かたを竦すくめ呆あきれた様子のティアだった。

「あのね、クルト。三ヶ月も経たてば出会った時とは変化があるものよ。無かったものが芽生えるのにも、あったはずの蟠わだかまりが解けるのにも」

「………………ぁ……」

「とはいえ、わたしのスタンスは変わらないけれど。クルトが友人でも恋こい人びとでも夫でも、特別な相手なのは一いつ緒しよよ。子供は…………出来れば欲ほしい、くらいね。優ゆう劣れつはどうでもいいわ」

　最後の方はやや視線を外していたティアは、ほんの少しだけ耳の辺りが赤く染まっていた。それに気付いたゼナがにやにやして指で突つき、うるさそうに手で払はらっている。

　三人の意見を聞いたクルトは、ようやく自分が勘かん違ちがいしていたことに気付いた。

　同居が始まった時とは変わったのは、自分だけじゃないということに。

　花はな嫁よめ候補の彼かの女じよ達たちも、当初の目的が叶かなわなくなったとしても一いつ緒しよに過ごすだけの理由が生まれていたことに。

「……………………」

　胸が熱くなって、キュッと握にぎった拳こぶしを押おし当あてる。心臓の鼓こ動どうがとても大きく速いものになっていて、なのに息苦しさはなく、温かな気持ちと共に涙なみだが溢あふれそうになっていた。

　でも、ここで泣くのは流石さすがに格好悪い。まだ男になって日が浅いけど、あんな風に言ってくれた人ひと達たちの前で泣きたくないって見み栄えに近い気持ちはある。

　だからクルトはぐっと堪こらえ、

「……帰ろっか。僕ぼく達たちの家に」

　これからもよろしくお願いします、と言う代わりにそう告げると、三人の花はな嫁よめ候補はそれぞれ笑えみを見せて。

　クルトと一いつ緒しよに、館やかたへの帰路を歩き始めた。











あとがき






　そんなこんなで『だれがエルフのお嫁よめさま？』の二巻でした。この本を手に取って頂きどうもありがとうございます、作者の上こう月づき司つかさです。

　この二巻は電撃文庫MAGAZINEという雑誌でちょこちょこ載のせていた話に、書き下ろしの話を加えてまとめたものとなっています。なので雑誌でも読んでくれた方は『あれ、この話知ってる気がするけどデジャヴかな？』と思いつつ、新作も含めて楽しんで最後まで読んで貰もらえると嬉うれしいです。




　この『だれがエルフのお嫁よめさま？』はジャンルとしてはラブコメ、もしくはハーレムラブコメに分類されるタイプの小説なわけですが、漫画やゲームでは結構見かけるジャンルです。大体はクルトみたいに主人公の男性が複数の女性に好意を持たれ、主人公が誰だれと結ばれるのか、その過程にどんなイベントが起こるのかが注目になります……が。

　これが同じクラス内で実際に起こったとしたら、割と悲惨な状じよう況きようなんじゃないのかなぁ、と真面目に考えてみました。

　まず同じクラスのヒロインが複数いた場合、ヒロインとの会話内容が他のヒロインに漏もれる可能性があります。となると、対抗意識燃やしまくりの争奪戦に。互いに『あ、こいつも○○くんのこと狙ねらってるな』というのはすぐに分かるだろうから、わざと向こうに聞こえるように二人だけで出掛けたことや趣味の話で盛り上がる場面を見せつけたり、相手の男に『○○さんって付き合ってる人いるって噂うわさだよ』と吹き込んだり。

　ヒロイン同士が仲良かったら平気なのかといえば、大たい抵ていはそんなに上う手まくいきません。『どっちが○○くんと付き合えるか、競争だよ！』みたいな展開にはまずならないし。水面下でギスギスし始め、いつの間にやら本気で嫌きらい合うパターンすら有り得ます。ただし二人揃そろって袖そでにされた場合は無事親友に戻れます。……無事？

　他にもスクールカーストから引き起こされる取り巻き女生徒による嫌いやがらせ、ＳＮＳでの交流という情報戦、ハッキリしない態度の主人公に段々と苛いら立だってくるヒロイン達…………なんだろう、この地獄。全然主人公が羨うらやましくない……

　まあでも、この辺りのリアル路線はちょっと年齢層高めの人向けの少女漫画でよく取り扱っているので、コメディに寄らないと大変なことになるみたいです。お互いを尊重して、揉もめてもちょっとケンカするくらいで済ませてあげられる度量って大事。

　……そう考えてみると、ラブコメって平和だなぁ。ヒロイン同士の抗争は、最終的に主人公がちょっと酷ひどい目に遭あうくらいで片付くし。




　とまあ、作品に関係あるのかないのか微妙な内容になってしまいましたが、『だれがエルフのお嫁よめさま？』の二巻はここまでとなります。

　イラストを描いて頂いたゆらんさん、担当の湯ゆ澤ざわさんを始めとして多くの方々の協力でどうにか形になりました。いくら感謝してもし足りないくらいです。ありがとうございました。

　この話の続きが出るかどうかは正直ちょっと微妙で分からないのですが、とりあえず次に出る本は違う作品になると思います。よければそちらの方も読んで貰もらえれば嬉うれしいです。

　──というわけで。ここまで読んで頂き、どうもありがとうございました！

　それでは、また～。





上こう月づき 司つかさ　
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上こう月づき 司つかさ

１９８２年生まれの横浜市民。最近自分の年齢が即答出来なくなってきました。年を取るってこういうことか……。写真は飼っている猫。顔出しはそろそろ勘弁して欲しい年頃みたいです。
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イラスト／ゆらん

最近夜型人間になって知ったんですが、完全遮光のカーテンがないと睡眠の質が落ちるそうです。締め切りが終わったら遮光カーテンが買いたいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「上月 司先生」係

「ゆらん先生」係











初出




「一話・天才さんと個人レッスン」／「電撃文庫MAGAZINE Vol.54」（2017年3月号）

「二話・旦那さまの好みはどっち?」／「電撃文庫MAGAZINE Vol.56」（2017年7月号）

「三話・デートリレーは大忙し」／「電撃文庫MAGAZINE Vol.57」（2017年9月号）




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。

「四話・これからへの交差路」は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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